




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「アメリアさん、どういうことなのかしら？」

　夏の長期休きゆう暇かが間近に迫せまる中、私はソフィー様の取り巻きの令れい嬢じよう達たちに囲まれて睨にらみつけられている。

　何がどうしたのかしら？　わからないが、令嬢達が怒おこっているということだけは理解した。

　ソフィー様とクレイグ王太子殿でん下かの仲が上う手まくいっていることに喜んでいた私は、一気に恐きよう怖ふのどん底へと突つき落おとされる。

「あの、私が何か？」

　理由がわからない私が恐おそる恐おそる尋たずねると、リーダー格の令嬢が一歩前に出てきた。

「何かですって？　白々しいですわね。この間、放課後にソフィー様と一いつ緒しよにお話ししていらっしゃったではありませんか。どのようにしてソフィー様に取り入りましたの？」

「え？」

　この間というと、もしかして昆こん虫ちゆうの話をされた日のことだろうか。

　ソフィー様と二人で話をしたのは、それが最後だったはず。

　人はいないと思っていたのに、誰だれかに見られていたのだ。

　だから、皆さんは怒って私に文句を言おうとしている。

　大変なことになってしまった、と私は震ふるえ上あがった。

　すると、私の様子に気が付いた令嬢が、安心させるように優やさしげな笑えみを浮うかべる。

「まあ、そこまで怖こわがらなくてもよろしいのよ？　ただ、私達はソフィー様ともっと親しくなりたいと思っているだけですの」

「ソフィー様は未来の王太子妃ひですもの。そのソフィー様の特別な友人ともなれば、上位貴族から求きゆう婚こんされる可能性も高くなりますから」

　皆さんは、そうだそうだと口を揃そろえている。文句を言われるわけではないと知って、私の緊きん張ちようが少し解ほぐれた。

　……でも、皆さんが言っていることは、貴族令嬢としては正しいのでしょうけれど、ソフィー様を踏ふみ台だいにしようとしているのはどうかと思う。

　彼かの女じよ達はソフィー様を尊敬してはいないのだろうか。あんなにお優しい人なのに肩かた書がきしか見ていない口くち振ぶりに私は苛いら立だつ。

　別に独どく占せん欲なんてないし、ソフィー様が信しん頼らいを寄せる友人が増えるのは喜ばしいとは思うものの、どうしても私は彼女達とソフィー様の仲を取り持とうという気になれなかった。

「以前、ソフィー様が恋れん愛あい小説で貴女あなたと盛り上がったと仰おつしやっていたわね。それで気が合うとわかり私達と話そうと思ったと。本当にそれだけなのかしら？　他にもあるのではなくて？」

　口調は柔やわらかいのに、拒きよ否ひは許されない雰ふん囲い気きだ。

　でも、恋愛小説以外でっていったら王太子殿下との出来事だけど、言えるわけがない。

「あの、他にはありません。本当に恋愛小説だけなのです。ですので、皆さんも恋愛小説を読まれてはいかがでしょうか？　共通の話題で盛り上がれると思いますよ」

　疑うたぐり深ぶかそうに、私をジッと見ている皆さんに冷ひや汗あせが出てくる。

　お願いだからこれで納なつ得とくして欲ほしい。

「本当に他にはありませんのね？」

「恋愛小説のみですね。お力になれず申し訳ございません」

「貴女、そのようなことを仰って、ソフィー様に近づく私達の邪じや魔まをしているのではないでしょうね？」

　待って、そういう感想を持たれるの？

　快く思っていないのは確かだけれど、邪魔はしていないのに。

「本当に、それだけです。皆様の邪魔などしておりません。それに皆様の方がソフィー様と付き合いは長いのですから、ソフィー様のお好きなことを御ご存ぞんじなのでは？」

「存じ上げているけれど、それでもソフィー様と二人で過ごすことはできませんでしたわ」

「一体、どのような魔ま法ほうをお使いになったのかしら？　それに以前、ソフィー様が貴女のお屋や敷しきにいらっしゃったそうじゃありませんか。抜ぬけ駆がけをするなんてずるいです」

「あれは、我わが家やの恋愛小説をお貸しするために、いらしただけです。長時間ではございませんでしたし……」

「それでも、ソフィー様が訪ねられるなど、これまでございませんでした。……まさか、ソフィー様の弱みを見つけて、脅きよう迫はくしているのではないでしょうね？」

　どうしてそうなるのだろうか。

　弱みを見ちゃったのは事実だけれど、それを盾たてになどしていない。ソフィー様のためを思うと真実を口にすることはできない。

　目を吊つり上あげた令嬢達が、ジリジリと私に詰つめ寄よってくる。

　後ずさりしていたら背中が壁かべに当たってしまい、私は逃にげ場ばをなくしてしまった。

　物もの凄すごい形相で私を見ている皆さんを見て、私はすっかり縮こまってしまう。

「そこで何してんの」

　少し高めの少年の声がいきなり聞こえたことで、やばい、というような表情を浮かべた皆さんはゆっくりと後ろを振ふり向むく。

　私も彼女達の隙すき間まから顔を覗のぞかせて声をかけてきた人物を見ると、そこには、ソフィー様の弟君であるルーファス様が仏ぶつ頂ちよう面づらで立っていた。

「あの、ルーファス様。……これは」

「脅迫とか聞こえたんだけど。そいつが姉さんを脅迫してるってこと？」

「あ、ええ！　そうなのです！」

「お優しいソフィー様の弱みにつけ込こんでいるのですわ」

　ルーファス様の関心が私に向いていることを知った皆さんは、これ幸いと私を悪者に仕立て上げる。

　でも、ルーファス様は私がソフィー様に協力していることを知っているはず。

　それに、図書館で二人でいろいろと話したし、信じるはずがない。

　大だい丈じよう夫ぶだと思って見ていると、彼かれは取り巻きの皆さんを順に見ながら、口を開いた。

「ふ～ん。それはおかしいな。僕ぼくは、そいつと姉さんが楽しそうに話をしているところを見たことがあるんだけど。とてもじゃないけど、姉さんが脅迫されたから仲良くしているようには見えなかったよ」

「え？」

　ルーファス様は驚おどろいている令嬢達を一いち瞥べつして、私を見てきた。

「ねぇ、黙だまったままだけど、ちゃんと自己主張しなよ。言いくるめられて悪者にされて、あんたはそれでいいわけ？」

　ルーファス様の言葉に、私は思いっきり首を横に振った。

　いいわけない。十年前のように泣いて引きこもるのはご免めんだ。

「わ、私は、ソフィー様の弱みを握にぎって仲良くしているわけではございません。脅迫などもってのほかです。本当に趣しゆ味みが同じで盛り上がって仲良くなっただけでございます！」

「だってさ。姉さんと仲良くなりたいなら、その趣味とやらを一緒にやってみれば？」

　吐はき捨すてるようにルーファス様が口にすると、皆さんは動どう揺ようしたのか顔を見合わせていた。

「……私達は、本気で彼かの女じよを疑っていたわけでは……。ねぇ？」

「ええ。少し興奮して、心にもないことを口にしてしまっただけですわ。ごめんなさいね」

　しおらしいことを言っているけれど、あれは本気でしたよね!?　心から思っていましたよね!?

　これ以上揉もめたくないから言わないけど、腑ふに落ちないわ。

「まあ、別にいいけど。それと、もうすぐ姉さんがこっちに来るはずだから、その顔をどうにかしたら？　全員、ひどい顔をしているよ」

　ひどい顔と聞いて、皆さんは互たがいに顔を見合わせる。

　怒っていたわけだから、皆さんの表情はそれはもうひどいものだった。

「ご、ご忠告、ありがとうございます。このようなお顔ではソフィー様に会えませんわね。……皆さん、参りましょうか」

「そうですね。あ、アメリアさん。先ほどのことはソフィー様には仰らないでね？　本気ではなかったのよ」

「では、私達はこれで。アメリアさん、ソフィー様をよろしく頼たのみますね」

　ホホホと口元に手を当てた皆さんは、そそくさとその場を後にした。

　調子のいいこと、と呆あきれていた私は、こちらを見るルーファス様に気が付く。

「あの、ありがとうございます。助かりました」

「はぁ!?　もしかして、僕が善意で助けたとか思ってる？　そんなわけないでしょ。目の端はしに醜みにくい光景が映ったから排はい除じよしにきただけ」

「それでも助かったのは事実ですから」

　笑え顔がおで礼を口にすると、ルーファス様はそっぽを向いてしまった。

　でも、耳が赤くなっている。照れているのかもしれない。

　可か愛わいらしいところもあるのね、と思っていると、あ、と声を出した彼が不ふ機き嫌げんそうにこちらを睨みつけてきた。

「そういえば、なんで放課後に図書館にいないの？　姉さんと過ごす時間が減って暇ひまなはずでしょ」

「なんでと仰っても……私が図書館に行くのは新しい本が入ったときぐらいですし。次に入るのは一ヶ月後だと聞いていたので、行かなかっただけです」

「そうだったんだ……。あ、でも、なかなか一人でいないでしょ。話しかけることができないんだけど」

「申し訳ありません。人目を避さけて存在感を消しているので。それで見つけられないのかもしれませんね」

　軽く笑って言うと、ルーファス様が呆れたような眼まな差ざしで私を見てきた。

「それだと僕が話しかけられないんだけど。適度に存在感を出してくれる？」

　難しいことを言う方だ。

　存在感を消すのは得意だけど、出すなんてしたことがない。それに目立ってしまう。

　でも、拗すねたように頰ほおを膨ふくらませるルーファス様の顔が可愛らしくて、姉のような気持ちで見ていると、彼が眉まゆを顰ひそめた。

「その顔、ムカつく」

「申し訳ございません。存在感を出そうにも、この地味な顔を変えることは、さすがに私には無理です」

「見た目の話じゃない！　それに僕は、地味だなんて」

「ルーファス！　またアメリアさんに失礼なことを仰っているの？」

　ルーファス様の背後から聞こえた声に私と彼の動きが止まる。

　靴くつの音が近づいてきたと思ったら、険しい顔をしたソフィー様が彼の耳を思いっきり引っ張った。

　痛みに顔を歪ゆがませるルーファス様を見て、私は慌あわてる。

「お待ちください、ソフィー様！　ルーファス様は何も失礼なことなどしていらっしゃいません。普ふ通つうに挨あい拶さつをして話をしていただけなのです」

　私が誤解だと口にするとソフィー様は、すぐに彼の耳から手を離はなしてくれた。

「そうだったのね。早とちりしてごめんなさい」

「いえ、私は別に。それよりもルーファス様は大丈夫でしたか？」

「慣れてるから平気」

　ルーファス様は、フンッと顔を逸そらした。いつもならソフィー様が来たら立ち去っていたのに、今日は珍めずらしくそのまま留まっている。

「物言いのキツイ弟でごめんなさい。他の方はどうなさったのかしら？」

「……用事があるからって、どっか行ったよ」

「そうなの。でもちょうどよかったわ。アメリアさんに話があったの」

　私に？　もしかして、王太子殿下の件かしら？

「なんでしょうか？」

「あのね、もうすぐ夏の長期休暇でしょう。アメリアさんは領地にお戻もどりになるの？」

「はい。夏の長期休暇はずっと領地で過ごす予定です」

「そうなのね！」

　両手を合わせたソフィー様は嬉うれしそうに微ほほ笑えんでいる。

「実は一度、アメリアさんのご実家に伺ってみたいと思っていたの。夏の長期休暇で母方の祖父の領地に遊びに行く予定なのだけれど、レストン伯はく爵しやく領が近くにあると耳にしてね」

「え？」

「アメリアさんが生まれ育ったところを拝見したいのよ。よろしいかしら？」

「あの、レストン伯爵領は田舎いなかですし、何もありませんから、楽しめないと思いますけれど」

　娯ご楽らくなんて乗馬と水遊びくらいしかないんですよ。

　来てもらっても、暇すぎてどうしようもないと思うのよ。

「あら、アメリアさんと一緒なら暇になることはありえないわ。それに、遠い外国のものを中心にいろいろと恋愛小説を購こう入にゆうしたの。きっとアメリアさんも読まれたことはないと思うから、ぜひ一緒に楽しもうと思って」

　と、遠い外国の恋愛小説!?

　物凄く興味をそそられるわ。読みたい。読んでみたい。

　それにソフィー様と一緒に過ごせるなんて夢のようだもの。

　でも、本当にいいのかしら？

「その、申し出はありがたいのですが、夏の長期休暇の間に王太子殿下とお出で掛かけする予定などないのでしょうか？」

「あ、あるけれど、長期休暇の間ずっと祖父の領地に滞たい在ざいするわけではないもの。そ、それに毎日クレイグ殿下と約束があるわけでもないし、大丈夫よ」

　ぎこちなく微笑むソフィー様に私は何か引っかかるものを感じた。

「あの、王太子殿下と何かございましたか？」

「……いいえ、何もないわ。いつも楽しくお話ししているもの。つい先日も食事に行く約束をしたし……順調よ！」

　やけに早口で捲まくし立たてているのが気になるわ。それに、どこか沈しずみ込んでいる様子だし……。王太子殿下と何かあったのかしら？

　でも、一緒に出掛ける約束をしているようだし、順調なのは間ま違ちがいないわよね。

　考えすぎ？　と思った私は、少し前にマリオン殿下に言われた言葉をふと思い出したの。




『兄上の本当の姿を知ってソフィーがこれまで通りにしていられるのかなって思っただけ』




　王太子殿下の本当の姿というのが全くわからないけれど、今のソフィー様の態度はそれと関係があるの？

　とは思っても私の勘かん違ちがいかもしれないし。

　聞いていいものかしら。どうしましょう……。

「やはりご迷めい惑わくかしら？　私が領地に伺うとなると目立ってしまうから」

　シュンと項垂うなだれるソフィー様を見て、私はハッと我に返った。

「迷惑だなんて、そのようなことはございません！　ただ、本当に田舎で観光地でもないので」

「いいのよ。私はアメリアさんと過ごしたいの。観光に伺うわけではないもの。貴女が育った場所で貴女と同じ景色を拝見して思い出を共有したいの」

「ソフィー様……」

　なんて嬉しいことを言ってくれるのだろうか。

「目立ってしまうのがお嫌いやなのであれば、祖父の領地の近くなので立ち寄ったと説明するわ」

「そこまでしていただかなくとも。それにレストン伯爵領は王都から離れておりますし、夏の長期休暇のときは皆さん領地に戻っていらっしゃるので、さほど噂うわさにはならないかと」

「……仰る通りね。私がアメリアさんの領地に伺ったと口にしなければいいだけだものね」

「それに私はソフィー様が領地に来てくださると伺ってとても嬉しく思っておりますから」

　私の言葉にソフィー様は満面の笑みを浮かべている。

「では、レストン伯爵領に伺っても大丈夫なのね」

「はい」

「ありがとう！　実は今まで友人のお屋敷にお泊とまりしたことが一度もなかったの。ちょっと憧あこがれだったのよ」

「え……お泊まり？」

　日帰りかと思っていた。話を聞いたら両親は卒そつ倒とうするかもしれない。

　でも、一度、屋敷に来たこともあるし、それほど混乱はしないだろう。

　すると、ルーファス様が私の制服の袖そでを控ひかえめに引っ張ってきた。

「大丈夫なの？」

　小声で囁ささやかれて、ルーファス様が先ほどのように私が取り巻きの令嬢達から何かを言われることを心配しているということに気が付いた。

　笑顔で大丈夫だと意思表示をすると、ルーファス様は納得していないような表情を浮かべている。

　心配してくれるなんて、やっぱり優しい方だ。

「あら、ルーファスと随ずい分ぶん、親しくなったのね」

　私とルーファス様が顔を見合わせているのを見たソフィー様は、微笑ましそうに私達を見つめていた。

「別に仲良くなってないよ！　ちょっと目が合っただけ」

「そう？」

「ええ。そうです。偶ぐう然ぜんなのです」

　ソフィー様に先ほどのことは言えないわ。言ったら、きっとなんとかしようと令嬢達に注意してしまうでしょうし。

　庇かばってもらえるのは嬉しいけれど、逆に反感を買ってしまうわ。

「我が領地にお越こしになるのを楽しみにしておりますね」

　やや強ごう引いんに私が話題を変えると、ソフィー様はワクワクが抑おさえきれないといった様子で私の手を握ってくる。

「そうね。夜よ更ふかししてたくさんお話ししましょうね。それに、恋愛小説もたくさん読みましょう」

「はい！　私もお勧すすめの恋愛小説を選んでおきます」

　手を握り合い、私達は笑い合った。

　ソフィー様は友人の屋敷に泊まるのは初めてだと言っていたけれど、私だって友人が泊まりにくるのは初めて。

　親しい友人同士がやるようなことを自分が体験できるなんて信じられない。

　しかもソフィー様と！

　いつもは平へい凡ぼんに過ぎていく夏の長期休暇がキラキラしたものになりそうで期待に胸が膨らむ。

「あ、そうだわ。ルーファスも一緒に伺う？」

　話を振られたルーファス様は啞あ然ぜんとした様子でソフィー様を見ていた。

「な、なんで僕も!?　面めん倒どうだから行きたくないよ。姉さんだけで行けば？」

「そう……。残念ね。自然がたくさんの場所で落ち着いて過ごしたらどうかと思っていたのに」

「余計なお世話だよ」

　そのままルーファス様はドスドスと足音を鳴らして、行ってしまった。

「もう、ルーファスったら」

「ソフィー様……。異性である私の領地に誘さそっても、ルーファス様は頷うなずかれないと思いますよ」

「そう？　あの子、結構貴女のことを気に入っていると思ったのだけれど」

「それはないと思いますが」

　あくまでも、ソフィー様の友人としてしか見られてないと思うわ。

　彼女と親しくしているからこそ、助けてくれたのだろうし。

　ルーファス様が私と親しくしようとしているとは考えられないもの。

「とにかく、両親に伝えておきますね。日程が決まりましたら教えてくださいませ」

「ええ。よろしくお願いするわね」

　まだ、ソフィー様の様子が気になるけれど、二人きりになったときに聞けばいいわよね。

　なんにせよ、夏の長期休暇が楽しみになってきたわ。
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「あ～いい天気だわ」

　大きく背せ伸のびをし、私は部屋の窓を開ける。

「レストン伯はく爵しやく領に戻ってくるのは冬の長期休暇以来だけど、ここは変わらないわね」

　窓の外に広がるのどかな田舎いなかの風景に戻もどってきたのだと実感する。

　どこからか鶏にわとりの鳴き声が聞こえてきて、私はクスリと笑えみを零こぼした。

「物もの凄すごく落ち着く。やっぱり、私の居場所はこういうのどかな田舎なのよ」

　流行の品がなんでも手に入る王都もいいけれど、時間がゆっくりと過ぎていく田舎の方が性しように合あっている。

　今も牛を散歩させている領民の姿を見つけて、懐なつかしい光景に私は目を細めていた。

「いつもは読書をしたり、馬で領内を散歩して皆みなと話をしていたけれど、今年は違ちがうのよね」

　なんたって、ソフィー様がやってくるのだ。

　どのような夏の長期休暇になるのか、私は楽しみで仕方がない。

「確かソフィー様がいらっしゃるのは、半月後だったかしら。それまでに観光地とはいえないレストン伯爵領の名所を調べておかないと」

　滞たい在ざい期間は短いけれど、それでもソフィー様には楽しんでもらいたいわ。

　いい領地ね、って言ってもらいたいもの。

「とはいっても、名所と言えるのは湖くらいしかないんだけどね」

　さほど大きくはないが、レストン伯爵領には湖がある。

　案内できる場所がそこしかないのが悲しい。

「領内の特産品がないのが痛いわね。でも、今いま更さらそんなことを言っても仕方がないわ。長期休暇の前にいろいろとあったことだし、のどかな田舎でソフィー様の体と心が癒いやせればいいけれど」

　あちらこちらにソフィー様を連れ回すことはしないけれど、せめて楽しい思い出を残したいと思ってしまう。

　王太子殿でん下かと過ごす時間が増えたとはいえ、その分、気苦労も増えたでしょうしね。

　ロゼッタさんに嫌いやがらせをしようかと言い出したときはどうなることかと思ったけれど、ソフィー様が順調に王太子殿下と仲を深めていることにホッとしていた。

　だって、私は彼かの女じよが他人を攻こう撃げきする場面なんて見たくない。

　いつだって、穏おだやかに微ほほ笑えんでいて欲ほしい。幸せになって欲しいと私は願っている。




　そうして、ソフィー様の来訪までに私は観光に向いた場所を調べ上げ、いよいよ彼女がレストン伯爵領にやってくる日を迎むかえた。

　当日の私は落ち着かず、屋や敷しき内を歩き回っていた。

　ソフィー様の到とう着ちやくを今か今かと待まち侘わびていたところ、馬車が到着したという報しらせを耳にする。

　すぐにお母様と一いつ緒しよに玄げん関かんホールへと向かうと、少しして扉とびらが開き、夏の装よそおいのソフィー様と彼女の侍じ女じよが中へと入ってきた。

　彼女は、お母様に挨あい拶さつをした後で私に向かってニッコリと笑いかけてくる。

「お久しぶりね。私、今日を楽しみにしていたの。少しの間だけれど、お世話になるわ」

「ようこそ、お越こしくださいました。私も今日を楽しみにしておりました。いろいろと下調べはしておりますので、領内をご案内いたします」

「まあ、ありがとう。でも、貴女あなたと過ごせるのなら、どこだって構わないのよ？」

　なんと嬉うれしいことを言ってくれるのだろうか。

　これはなんとしても、ソフィー様に喜んでもらえるようにしなければ。

　だけど、ソフィー様が笑え顔がおでよかった。長期休暇前の沈しずみ込こんだ様子は見られない。

　荷物をうちの使用人に預けたソフィー様は、ゆっくりと私に視線を向けた。

「ところで、貴女はどこかお出で掛かけになられたの？　思い出話があれば伺うかがいたいわ」

「いえ、私はずっと領地におりました。ソフィー様こそ、どのように過ごされていたのですか？　王太子殿下とも会われていたのですよね」

　私が王太子殿下のことを聞くと、ソフィー様はぎこちない笑みを浮うかべた。

　この様子だと何かあったみたい。

「……クレイグ殿下とは、王城でお会いしたり、視察に同行したりしていたわ。馬車でも話が弾はずんで……。あの方の意外な一面に驚おどろいたりしたけれど、楽しいひとときを過ごせたの」

　って、言っているけれど、どこか不自然さを感じる。本当に何もなかったのかと疑ってしまうわ。

　私が聞いていい話かどうかわからないし、ここは他人の目があるから、聞くに聞けないわね。

　二人きりになったときに、それとなく尋たずねてみようかしら。

「ひとまず、お部屋へご案内します。今日はお疲つかれかと思いますので屋敷で過ごしましょう」

「では、お言葉に甘あまえさせてもらうわね。落ち着いたら、私の恋れん愛あい小説を一緒に読みましょう。いろいろと持ってきたの」

　はい！　と返事をした私は使用人に頼たのんで、ソフィー様を客室まで案内してもらった。




　少しして荷物を片付け終えたようで、ソフィー様の侍女が私を呼びに来る。

　私は使用人にお茶の用意をするように伝え、彼女の部屋へと向かった。

「失礼いたします」

　部屋へ入るとソファに座すわっていたソフィー様が手招きしてくれた。

　見慣れた部屋の中に彼女がいるというのは、違い和わ感かんがある。

　至って普ふ通つうの部屋なのに、華はなやかなソフィー様がいるというだけで何か特別な場所になったかのように思えてしまう。

「アメリアさん？」

「あ、申し訳ございません。ソフィー様が私の屋敷にいらっしゃるのが、信じられなくて」

「私も友人の屋敷に泊とまるなんて、未いまだに信じられないわ。話を聞いた両親が、そこまで親しくしている友人がいたのかと驚いていたもの。あ、でも、口外しないでとお願いしてあるので、他の方にお話しすることはないと思うわ。安心してね」

　私を安心させるような優やさしい口調でソフィー様は口にした。

　目立ちたくないというのは私の我わが儘ままなのに。罪悪感でいっぱいだ。

　人の目を気にすることなく、堂々と人前に出られるようになりたいけれど、勇気がない。

　だからこそ、いつも堂々としているソフィー様に憧あこがれを持っている。

　でも、今は彼女が私の屋敷にいることを喜ぼう。本当に夢のようだ。

　夢じゃないわよね？　と私は自分の頰ほおをつねってみる。

「何をなさっているの？」

　私を見て、ソフィー様は首を傾かしげていた。

　夢じゃないかと確かく認にんしていたなんて言えず、私は曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かす。

「ああ、あの！　道中は大変ではありませんでしたか？　レストン伯爵領はバーネット侯こう爵しやく領と近いわけではありませんから」

「途と中ちゆうで知り合いの領地に寄ったりしたから、それほど大変ではなかったわ。それに、レストン伯爵領の近くに祖父の領地があると言ったでしょう？　幼い頃ころから何度も遊びに行っていたから、これくらいの距きよ離りの移動は慣れているわ」

「負担になっていなかったのなら、安心しました。ですが、近くにバーネット侯爵夫人の実家の領地があるということは、もしかしたらレストン伯爵領を通ったりしていたのでしょうか？」

　小さい頃は領内を散歩したりしていて馬車が通ったり、移動途中で休んでいた貴族の子供と遭そう遇ぐうしたりしていたけれど、どこの貴族かなんて気にもしなかったし。

　もしも、ソフィー様が馬車で通っていたとしたら、案内する場所も見たことがあるのかもしれないわ。喜んでもらいたいと思っていたのに、残念な結果になってしまうわね。

「いいえ。祖父の領地に行くときは、いつも別の領地を通っていたのよ。だから、訪おとずれるのは今日が初めてなの」

「そうだったのですね。レストン伯爵領を通っていたとしたら、案内しようと思っていた場所もご覧になっていたかもしれないと不安になりましたが、そうではなさそうで安心しました」

「仮に通っていたとしても、馬車からしか拝見したことがないから大だい丈じよう夫ぶよ。道中、珍めずらしくていろいろ眺ながめていたけれど、ここはとても静かでいい場所ね。穏やかで領民が生き生きとしていて、幸せそうだったわ。レストン伯爵の人ひと柄がらもあるのでしょうけれど」

　お父様を褒ほめられたことに、私は嬉しくなってしまう。

　そうなのです！　と、うっかり、お父様の自じ慢まん話をしそうになって、私は慌あわてて口を手で塞ふさいだ。

「アメリアさんが、どうしてそのような優しい性格に育ったのか。その理由に触ふれることができたような気がするわ」

「私はソフィー様が仰おつしやるような優しい人間ではありませんよ？」

「そう？　私から見たら、貴女はとても心の優しい方よ。いくら尊敬しているからといって、ここまでしてくださる方はそういないもの」

　嬉しいけれど、褒められるほどできた人間ではないという自覚があるから、ソフィー様の言葉に素す直なおに喜べない自分がいる。

　それに、優しいのではなく、私は八方美人なだけだ。

　尊敬するソフィー様だからこそ、協力したいと思っただけで、誰だれにでも優しいというわけでもない。

「だから、貴女と友人になれて本当によかったと思っているの。貴女のお蔭かげで私は自分のダメな部分に気付けたし、改善しようと思えたのだから」

「ありがとうございます。ですが、それは私もです。努力なさるソフィー様を拝見して、私も今のままではいけないと思うようになりましたから。でもまだ思うだけで、勇気が出なくて実行するのには時間がかかりそうですが」

「私の姿を見て、変わりたいと思ってもらえただけで嬉しいわ。それだけで、素す晴ばらしいことだもの。きっと貴女は変われるわ。今よりももっと魅み力りよく的になれる」

　ソフィー様にそう言ってもらえると、本当に自分が魅力的な人間になれるかもしれないと思えるから不思議だ。

　嬉しそうに笑っていたソフィー様は、ハッと何かを思い出したのか立ち上がり、部屋に置いてあった本を何冊か持ってきた。

「ソフィー様？」

「急に席を立ってごめんなさいね。貴女と読もうと思って恋愛小説を持ってきていたの」

「あ、落ち着いたら読みましょうと仰ってましたね」

「ええ。それでね。こちらが外国から取り寄せた恋愛小説なの。本の装そう丁ていがレナール王国のものとは違っていて、面おも白しろいでしょう？」

　差し出された本を受け取り、私はいろんな角度から見てみた。

　確かにデザインがレナール王国のものとは違っている。近きん隣りんの国の本しか見たことがなかったけれど、距離が離はなれていると変わってくるものである。

　一体、どんな恋物語がつづられているのか、早く読みたくて仕方がない。

「初めて拝見しました。凝こったデザインで表紙を眺めているだけでも楽しいですね。ソフィー様はもう中身は読まれたのですか？」

「いいえ。今日、貴女と一緒に読もうと思って我が慢まんしていたの。たくさん持ってきたから、早さつ速そく読みましょう」

　ソフィー様は本を手に取り、ワクワクした様子で読み始める。

　私も、どのような内容なのか期待に胸を膨ふくらませ、本を開く。




　私が手に取ったのは遊牧民の少年と少女のお話。

　結けつ婚こん式しきで初めて顔を合わせ、ぎこちないながらも愛を育んでいく内容だ。

　狩かりの際に怪け我がをした少年を少女は献けん身しん的に介抱し、それがきっかけで夫ふう婦ふとしての絆きずなが芽生え始める。

　読み終えた私は、幸せな気分に浸ひたっていた。

　やっぱり、最後は愛する二人が結ばれるお話を読むのは楽しい。

　悲ひ恋れんだと、どうしても引きずってしまうから。

　はぁっと息を吐はくと、ソフィー様も読み終えたのか本を閉じる音がした。

　彼女の顔は満足げで、そちらの小説もいいものだったのだと窺うかがい知れる。

「やはり、恋愛小説はいいわね。心が満たされるわ。私もこのような恋愛をしたいという気持ちになるもの」

「わかります。幸せな二人を見て、本当によかったという気持ちになれるのですよね。それが堪たまりません。それに、小説だから互たがいの心がわかるので、どうしてそこで好きと言わないの！　って感情移入してしまうのです」

「本当にそう！」

　などと、互いに感想を言い合っているうちに時間が過ぎていき、結局その日はずっと恋愛小説を読んで終わった。
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　翌日、使用人に頼たのんでピクニックの準備をしてもらい、お昼前に私とソフィー様は湖へと出掛けた。

　ソフィー様は乗馬ができるということで、馬車ではなく馬での移動である。

　荷物はついてきてくれる使用人に任せて、私わたし達たちはゆっくりと馬を歩かせながら湖へと向かった。

　道中、畑仕事をしている領民に声をかけられながら、無事に湖に到とう着ちやくする。

「水が透すき通とおっていて綺き麗れいね。あ、魚がいるわよ」

「ソフィー様、覗のぞき込こんでいると危ないですよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ねえ、ボートはないのかしら？」

「ありますが、まずはお昼にしましょう。馬に乗っていて疲つかれたのではありませんか？」

　こちらの予想以上に喜んでもらえて嬉うれしいけれど、体力を消耗したままの状態でボートに乗るのは危ないと思う。

　まずは、一休みして体力を回復した方がいい。

　興奮していたソフィー様も、そう思ったのか恥はずかしそうにこちらへと戻もどってきた。

「はしゃいでしまってみっともなかったわね。ここまで透き通った湖を見るのは初めてだったので」

「喜んでもらえて光栄です。バーネット侯こう爵しやく領には、このような場所はないのですか？」

「バーネット侯爵領は、あまり自然が豊かだというわけではないのよ。もちろん、郊こう外がいにはあるのだけれど、私は王都に滞たい在ざいしていることが多いから遠出もしなかったので、ここまでの大自然を見るのは初めてなの」

　バーネット侯爵領は広大だっていうしね。

　それに、ソフィー様も言っていたけれど、彼かの女じよは領地よりも王都にいる期間が長いから、尚なお更さらかもしれないわ。

「それにしても、人気のない静かな場所ね。これだけ綺麗な湖なら領民達たちの姿があってもおかしくなさそうのに」

「この辺りは王領地の隣となりということもあって、領民の立ち入りを制限しているのです。森に狩かりに行って、間ま違ちがって王領地に足を踏ふみ入いれたら大問題なので」

「それで人がいないのね」

　そうなんですよ、と答えつつ、私は屋や敷しきから持ってきたサンドイッチを口にした。

　うん。美お味いしい。

「ソフィー様もどうぞ」

「ありがとう。いただくわ」

　そうして湖を眺ながめてお喋しやべりしていると、デザートのアップルパイを食べ終えたところで、かすかに誰だれかの話し声が耳に入ってきた。

　もしかしたら、領民が来てしまったのかもしれない。

　でも、立ち入りは制限されているはずなのに、と不思議に思っていると声が段々と大きくなる。

　どうやら、複数の人がこちらに近づいているようだ。

「どなたでしょうか？」

「お嬢じよう様さま方はこちらでお待ちください。私が様子を見て参ります」

　すぐに我わが家やの使用人が近づいてくる人の方へと早足で向かっていき、私とソフィー様は顔を見合わせる。

「屋敷で何かあったのでしょうか？　それで呼びにきたとか」

　気になった私が使用人を見ていると、彼女は向こうからやってきた人達に向かって大おお袈げ裟さなくらいに頭を下げていた。

　ああいう態度を取るということは、相手は上位の方なのかもしれない。

　少しして、近づいてきた人達の姿を確かく認にんした私は叫さけび出しそうになるのをすんでのところで堪こらえた。

「な、なんで」

　だって、そこにはルーファス様とマリオン殿でん下かがお供を連れて歩いていたのだから。
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　どうしてここにお二人が!?　と混乱していると、さほど驚おどろきはなかったのかソフィー様はすぐに立ち上がり、マリオン殿下に向かって頭を下げた。

　慌あわてて私も立ち上がり、同じように頭を下げる。

「やあ、ソフィー。隣の王領地に旅行に来ていたら、こちらに君が滞在しているって聞いてさ。一度、顔を見せておこうと思ったんだ」

「まあ、そうでしたのね。わざわざおいでくださり、ありがとうございます」

「いいよ。俺おれがソフィーの顔を見たかっただけだからね。元気そうでよかったよ。最近、何か悩なやんでいるみたいだったからね」

「そうですか？　そのように見られていたとは思いもよりませんでした。ですが、悩みなどございませんのよ？」

　ふふふ、とソフィー様は微ほほ笑えんでいるけれど、彼女の取とり繕つくろったような言葉に私は噓うそではないかという疑いを持つ。

　些さ細さいな彼女の変化を見み抜ぬいていたマリオン殿下は、さすがとしか言いようがない。

「それにしても、ルーファスが一いつ緒しよなのには驚きました。王領地に伺うかがうことは聞いておりませんでしたから」

「ああ、俺が急に誘さそったのさ。話し相手が欲ほしくてね」

「巻まき込まれた僕ぼくはいい迷めい惑わくなんだけど」

「ルーファス……。マリオン殿下に失礼でしょう？」

　やる気のなさそうなルーファス様はすぐにでも帰りたそうにしている。

　まあ、マリオン殿下が王領地まで来たのは十中八九、ソフィー様がレストン伯はく爵しやく領に滞在しているからに違ちがいない。

　王都の貴族達の目を気にせずに、偶ぐう然ぜんを装よそおってソフィー様に会えるのだから。

　ソフィー様の動向はルーファス様を通して筒つつ抜ぬけのはずである。

　こんな田舎いなかに来るなんて、マリオン殿下は本当にソフィー様がお好きなのだろう。

「ああ、アメリア嬢。挨あい拶さつが遅おくれてごめんね」

「いえ」

　マリオン殿下の目にはソフィー様しか映っていなかったでしょうから、私に気付かないのも仕方ないわ。

　だけど、レストン伯爵領に王族がいるなんて、場違い感が半はん端ぱない。

　これほどのどかな田舎の風景が似合わない方もそういないと思う。

　やっぱり、きらびやかな人はきらびやかな場所が似合うのね。

「ということで、少しお邪じや魔ましてもいいかい？　挨拶だけして帰るというのも素っ気ないしさ」

「私は構いませんが。アメリアさんは大丈夫？」

　目立つ人が近くにいて平気？　と聞かれているのだろう。

　手紙の受うけ渡わたしで多少はマリオン殿下に慣れているので、問題はない。

　ただ彼かれの気持ちを知っているから、ソフィー様に対する罪悪感があるだけだ。

「私は大丈夫です。我が領地に王族の方がいらっしゃることなど、そうそうございませんから。大変名めい誉よなことです。大したおもてなしもできませんが」

「それは構わないさ。連絡もせずに来た俺が悪いんだから。今日はお忍しのびだから、気にしないで」

　わあ、とてもいい笑え顔がおだわ。

　ソフィー様に会えたらそれでいいんでしょうね。盛せい大だいなおもてなしをしなくてもいいから両親的には助かると思うけれど、胃が痛くなるんじゃないかしら。

「それで、何をしていたんだい？」

　さり気なくソフィー様に歩み寄り、隣を確保したマリオン殿下は、私にではなく彼女に話しかけている。

　ここまでくるといっそ清すが々すがしい。という感情が顔に出ていたのか、私はルーファス様に労いたわるように肩かたを軽く叩たたかれた。

　彼を見ると、私と同じような表情を浮うかべている。

　私などよりも、付き合わされるルーファス様の苦労の方が大きいと思う。

　私達が視線で会話をしていると、マリオン殿下とソフィー様は連れ立ってボートの方へと移動していく。

「お、お待ちください！　どちらへ行かれるのですか？」

「どちらへって、ボートに乗ろうと思ってね」

　それが何か？　という表情を浮かべているけれど、何がどうしてボートに乗ることになったのですか！

「ソフィーがボートに乗りたいって言うからさ。なら、漕こぎ手は男である俺の方がいいだろう？　小さい湖だし浅いところにしか行かないから安心して」

「そう仰おつしやいますが……」

　さっきまでのソフィー様の興奮振ぶりを見ていたら、ボートに乗りたいのは嫌いやというほどわかる。

　でも、何かあったりしたらどうするのだろうか。

　狼狽うろたえている私を尻しり目めに、マリオン殿下はソフィー様をエスコートして、さっさと行ってしまった。

　後ろから慌ててソフィー様の侍じ女じよやマリオン殿下の侍じ従じゆうが追いかけていく。

「姉さんのこととなったら、マリオン殿下は人の話を聞かないんだよね」

「顔に似合わず、強ごう引いんな方ですよね」

「本当だよ」

　私達は同時にため息を吐ついた。

　ルーファス様もある意味、マリオン殿下の被ひ害がい者といえるから、なぜだか親近感が湧わいてくる。

「あの、ルーファス様はボートに乗らなくてもよろしいのですか？」

「……一人で乗って何が面おも白しろいの」

「そ、そうですよね」

「それに、姉さんとマリオン殿下の会話を聞きたくもないしね。だったら、ここであんたと話していた方がマシじゃないか」

　確かに、お二人の会話を聞いていたら、きっと胃が痛くなってくる。

　私だってごめんだ。

　などと考えていると、ルーファス様が敷しき物ものの上に腰こしを下ろしたので、私も少し距きよ離りを置いて座すわる。

　桟さん橋ばしの方へ視線を向けると、笑っているマリオン殿下と何やら怒おこっているソフィー様の姿があった。

　マリオン殿下が余計なことを言って、ソフィー様が文句を言っているのかもしれない。

　でも、ああしてみると、ソフィー様は年相応の女性に見える。自然体で接しているのがわかる。

　マリオン殿下は物もの腰ごしが柔やわらかい方だから、ついつい本音を口にしてしまう経験は私もしたことがあった。

　だから、ソフィー様もそうなんだと思う。

　そう考えると、王太子殿下よりマリオン殿下の方がいいのではないかという考えが頭を過よぎる。

　ソフィー様の好きな方は王太子殿下なのだけれど。




　そんなことを考えながらお二人を見ていると、桟橋にいたソフィー様がよろけてしまい、慌ててマリオン殿下が彼女の肩を摑つかみ、声をかけた。

　見つめ合った後で、少し頰ほおを染めたソフィー様は恥ずかしそうに視線を下に向けている。




　……ソフィー様は自然に躓つまずいてよろけるなんてできないと言っていたのに、マリオン殿下の前だとできてしまうのね。

　いつもはバーネット侯爵家の令れい嬢じようとして気を張って、完かん璧ぺきな令嬢を演じているだけなのかしら？　それとも王太子殿下の前で緊きん張ちようしていたから？

　でも、もしかしたら本来の彼女の姿は、ときには失敗もする普通の令嬢なのかもしれないわね。

　だからといって、私のソフィー様に対する憧あこがれや尊敬の念は揺ゆらがない。

　むしろ、新しい一面を知れて嬉しいと思っているくらい。

　自然体のあのお姿を王太子殿下の前でもお見せすることができればいいのに。

　すっかりお二人の様子に夢中になっていると、隣から声をかけられた。

「にしても、本当にここって何もないよね。行けども行けども自然ばっか。あんた、よく退たい屈くつしないね」

「生まれ育った土地ですので、これが当たり前になっているのです。屋敷の近くにあるのが一番大きなお店というくらい田舎ですが、その分、人はいいのですよ」

「ああ、ここに来るまでに領民からいろいろと質問されたっけ」

「い、いろいろ？　何を質問されたのですか？」

　相手が王族だとは知らないだろうから、何か粗そ相そうをしたのではないかと私は急に心配になってくる。

「ニコニコ笑って、どこから来たのかとか、ちょっと休きゆう憩けいしていったらどうかとか言われた。見知らぬ他人を家に上げようとするなんて、どれだけ人がいいの？　って呆あきれたよ」

「それは、とんだ失礼を……！」

「マリオン殿下は全く気にしてなかったから、大丈夫じゃない？　あの方は他人の好意と悪意を瞬しゆん時じに見分けるからね。純じゆん粋すいな好意だってわかったから、何も言わなかったんだろうし。でも、侍従が側そばにいれば高貴な人ってのはわかりそうなものだけどね」

「ああ……。それは、うちの両親が貴族っぽくなくて、領民と距離が近いのが原因だと思います」

　一応、領主と領民という線引きはしているけれど、他の貴族と比べたら仲はいいと思う。

　大体、レストン伯爵領に高貴な方が来ることなんて今までなかったもの。

　馬車で通り過ぎる人がほとんどだったから、領民にとって貴族というのはうちの家族が基準なのよね。

　目立つような立場じゃないから気にしなかったけど、今回のようなことが今後もあるかもしれないし、お父様に言って領民に話をしてもらった方がいいわ。

「……まあ、悪い気はしなかったかな」

「え？」

「いつも欲にまみれた奴やつらに囲まれているから、善意の塊かたまりみたいな人達に会えたのは新しん鮮せんだったってだけ」

　ルーファス様はそれだけ言うと、思いっきり顔を逸そらしてしまったわ。

　多分、恥ずかしいのよね、これは。

　なんとなく彼の行動パターンがわかるようになってきたかも。

　きっと素す直なおになれない方なのね。少しでも彼のことがわかってちょっと嬉しいかも。

「我が領地の領民が馴なれ馴なれしく接したことにお怒りにならなかった、お二人の気き遣づかいに感謝いたします」

「大袈裟。あと、あんた人もよすぎ。それで次期レストン女伯爵が務まるの？」

「はい？」

「だから、あんたは一人ひとり娘むすめでしょ？　だったら、婿むこをとって跡あとを継つぐんじゃないの？」

　まあ、娘しかいない場合、婿をとった娘が跡を継ぐのが、この国では一いつ般ぱん的だものね。

　でも、私は女伯爵という目立つ立場になる気はないわ。

　その器うつわでもないしね。私が跡を継いだら、領地が危機に陥おちいってしまうわよ。

「あの、私は跡を継ぎませんよ？　恐おそらく父の弟の息むす子こ、つまり私の従い兄と弟こですけれど、彼が跡を継ぐと思います」

「……婚こん約やく者いたんだ」

　本当に意外そうな顔をルーファス様はしているわね。

　婚約者もいない地味な女だと思っていたのかしら。事実だけど、ちょっと失礼だわ。事実だけど。

「婚約はしておりません。父の養子となって跡を継げばよいと私が思っているだけです。父からは私に跡を継いで欲しいという話は聞いておりませんから。ですので、父も従兄弟を後こう継けい者として考えているのではないでしょうか？」

「そうなんだ……。……って別に、どうでもいいけど！」

　ルーファス様は自分から聞いてきたのに、勝手に話を切り上げてしまった。

　さっきは行動パターンがわかるようになってきたかもって思ったけれど、今のでわからなくなる。

　やっぱり、現実の男性の考えることは私には理解できないのかもしれない。

　う～ん、と考え込んでいると、近くの茂しげみからガサガサと音がし始めた。

　周囲が警けい戒かいする中、現れたのは尻しつ尾ぽを物もの凄すごい勢いで振る大きな犬。

　人ひと懐なつこそうな顔で可か愛わいらしい。首輪をしているし、どこかの家から逃にげてきたのかもしれない。

「猟りよう犬けん……ではなさそうですね。首輪もしているので普ふ通つうの飼い犬かもしれません。随ずい分ぶんと人間に慣れているので逃げ出してきた可能性がありますね」

　さて、どうしようかしらと悩んでいると、ルーファス様から何の返事もないことに気が付いた。

「ルーファス様？」

　見ると、彼は犬を見て固まってしまっている。

　犬が苦手なのだろうか。

　我が家の使用人は犬嫌ぎらいだし、他の人も大きな犬に怖おじ気けづいているみたい。

　だったら、首輪を持ってルーファス様達の方へ行かないようにした方がいい。

　私は立ち上がって犬に近づき、そっと頭を撫なでる。

　嬉しそうに私の手を舐なめ、じゃれついてくるところを見ると危険はなさそうだ。

　そのまま首輪を握にぎり、犬がルーファス様の方へ行かないようにする。

「ルーファス様。私は、使用人と一緒にこの子を町長に引ひき渡わたして参りますので、侍従と一緒にマリオン殿下とソフィー様を待っていてもらえますか？」

「え？　あんたが行くの？」

「はい。我が家の使用人は犬が苦手ですので、私が行きます。町長に飼い主を探してもらいます。さほど時間はかからないと思いますが」

「……僕も行く」

　え？　犬が苦手なんじゃ？

「無理はなさらずとも」

「い、犬なんて怖こわくない！　大きいから驚いただけ！」

「はあ」

　だが、ルーファス様の声は上うわ擦ずっている。無理をしているのが丸わかりだ。

　本当に大丈夫なのかと心配していると、ボート遊びから戻ってきたマリオン殿下とソフィー様が犬を見て驚いていた。

　事情を説明すると、マリオン殿下がソフィー様を屋敷まで連れていってくれるというので、お言葉に甘あまえ、私とルーファス様は町長のところへと向かう。

　しっかりと首輪を握り、遊べ！　遊べ！　と全身で表現してくる犬を宥なだめながら、無事に町長に犬を引き渡す。

　どうやら、猟犬には向かないということで猟りよう師しの家で飼っている犬だったらしい。

「無事に飼い主が見つかってよかったですね。あれだけ人懐こくて落ち着きがないと猟犬としては使えませんから」

「……がっかりしないの？」

「犬にも性格がありますからね。適性がないのは仕方がありませんよ」

「違う！　犬如ごときに怖がる僕を見てがっかりしなかったのかって聞いてるんだけど」

　そっち!?　てっきり、犬の適性の話をしているとばかり。

　いや、でも、あの子は割と大きな犬だったし、怖がるのも無理はないと思うわ。

　大体、犬が怖い人を見てがっかりするわけないじゃない。

「飼い犬は平気ですけれど、私だって野犬は怖いですよ。人に慣れていないので嚙かまれる恐れもありますので。何もおかしくはありません。誰にだって苦手なもの、怖いものはありますし、それでがっかりすることはないです」

　言い終えると、急にルーファス様が立ち止まり、呆ぼう然ぜんとした様子で私を見ている。

　二、三度瞬まばたきをした彼は、ああ、あんたがそうだったんだ、と呟つぶやいた。

「私がどうかなさいましたか？」

「こっちの話。全部繫つながっただけ。それですっきりしただけだから」

「それなら、よろしいのですが」

「あと、これからあんたのことアメリアって呼ぶから」

　突とつ然ぜん、名前を呼ばれてしまい、今度はこっちが呆然としてしまう。

　ルーファス様の中で何があったのかはわからないけれど、どうやら私を一人の人間として認めてくれたらしい。

「言っておくけど、アメリアに拒きよ否ひ権はないから。嫌だって言っても……呼ぶし。困るけど呼ぶし」

「結局、呼ぶのですか？」

「呼ぶよ。僕の勝手でしょ」

「それは構いませんが……。あ、でも人前ではやめてくださいね！　ルーファス様を好きな方々に袋ふくろだたきにされてしまいますから」

　それだけは困るもの！

　学院で人気のあるルーファス様から名前で呼ばれているなんて、ソフィー様と親しくしている以上に注目を浴びてしまうわ。

　女子生徒から嫉しつ妬とされて攻こう撃げきされるのは、ごめんよ。

「女って面めん倒どう臭くさい」

「ええ、女性というのは面倒なのですよ」

　よほど私の言い方が鬼き気き迫せまっていたのか、ルーファス様は神しん妙みような顔をして頷うなずいてくれた。
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「マリオン殿でん下かとお話が弾はずんでいらっしゃいましたね」

　屋や敷しきへと戻もどった私は、マリオン殿下に送ってもらって部屋で休きゆう憩けいしていたソフィー様に言葉をかけると、彼かの女じよはブンブンと勢いよく頭を横に振ふった。

「つ、つい、はしゃいでしまっただけなのよ！　決してマリオン殿下に肩かたを抱だき寄せられてドキッとしたりなどしていないわ」

　あ、やっぱりドキッとしたんですね。

　顔が赤くなっていましたもの。

「承知しております。ソフィー様が楽しそうにしていらしたので、伺うかがっただけです。やはり、幼い頃ころから親しくされていたのですか？」

　年下ということもあるだろうけれど、マリオン殿下に対してソフィー様は自然体で接していたし、仲がよさそうに私には見えたわ。

「……そうね。クレイグ殿下とマリオン殿下には幼い頃から、お会いしていたわ。でも、それは他の令れい嬢じよう方も同じよ。私だけが特別ではなかったの。特にマリオン殿下は人ひと懐なつこい性格でいらっしゃるから、皆みなさんと親しくされていたわ。クレイグ殿下との仲に悩んでいた私にいろいろとアドバイスをしてくださったし……。ずっと弟のように思っていたけれど、今日のことで、あの方も立派な男性に成長されたのだと気付かされたわね」

　やっぱりバーネット侯こう爵しやく家の令嬢ともなれば、王家の方々と顔を合わせる機会が多いのね。

　それにしてもマリオン殿下が幼い頃から、人懐こくていろんな方と仲良くしていたなんてね。

「クレイグ殿下と婚こん約やくが決まってからは、お話しする機会が減ってしまったけれど、性格は今も昔と変わっていらっしゃらないわ。誰だれにでも優やさしくて、人の悩みを瞬しゆん時じに言い当ててしまわれるのよね。人の感情を敏びん感かんに察知してしまうのかもしれないわね」

「確かに、マリオン殿下は人の感情を読み取ることに長たけていらっしゃると感じました。あの方を前にすると、噓うそをつけないのですよね」

「そうね。あの方は人の心の奥おく底そこにまで入はいり込こんでしまう不思議な魅み力りよくのある方なの。知らない間に心の内をさらけ出してしまうのよ」

　昼間のことを思い出しているのか、ソフィー様は遠い目をしている。

　それだけ、衝しよう撃げき的だったのかもしれない。

「だから、マリオン殿下が怖こわいのよ。あの方は簡単に悩みを言い当ててしまうのだもの。隠かくしていても見み透すかされてしまうのよ」

「ソフィー様？」

　視線を床ゆかに落としたソフィー様は、膝ひざに置いた手をギュッと握にぎりしめている。

　ボートでマリオン殿下といろいろと話をしていたみたいだから、そのときに何か言われたのだろうか。

　悩みなんてないとマリオン殿下には言っていたけれど、やっぱり何かに悩んでいるのだ。

　すると、ソフィー様は床に落としていた視線をゆっくりと上げた。

　不安げに揺ゆれている目を見た私は、いつものソフィー様らしくない様子に狼狽うろたえてしまう。

「マリオン殿下は信しん頼らいする方にちゃんと話をした方がいいと仰おつしやったわ。誰かに話をすることで、解決策が見つかるかもしれないって。すぐに思おもい浮うかんだのはアメリアさんだった。貴女あなたはロゼッタさんに嫌いやがらせをしようとしていた私を止めて、解決策を教えてくださったもの。だから、今回もお力を貸していただける？」

「あの、確かに誰かに話をすることで心が軽くなる作用はあるかと思いますが、それで私が解決策を考えられるかどうかというのは……。それに、ソフィー様が何に悩んでいらっしゃるのかもわかりませんし」

　頼たよってもらえるのはすごく嬉うれしい。でも、私は知識や経験が豊富なわけではないのだ。

　対人関係が得意というわけでもないし。力になれるかどうかは自信がない。

「ああ、そうだったわね。私の悩みも知らずに解決策をねだるのは間ま違ちがっているわね」

「それだけ悩んでいらっしゃったのですね」

「ええ。今後の私のことだから」

　私は彼女から何を言われるのかわからず、黙だまり込んだ。

　長期休きゆう暇かの前からソフィー様の様子が少し変だというのは感じていた。

　それは王太子殿下関連じゃないかと疑ってもいたけれど。

　でも、今の話を聞くとそういうことではなさそうだ。

　私が黙っていると、彼女は落ち着くためか深呼吸をしている。

　こちらを見る彼女の目は真しん剣けんそのもので、大事な話をしようとしているのがわかった。

「実はね。私はこのまま自分がクレイグ殿下の婚約者でいてもいいのかしら、と思っているのよ」

「……それは、王太子殿下と何かあったということですか？」

「何か、というのなら何もなかったわ。アメリアさんの助言通り行動したら、会話も増えて、ご自分のことを詳くわしく話してくださるようになったから。問題があるとするならば、私の方よ。あの方の本当の姿を受け入れることに抵てい抗こうを持ってしまった私のせい」

　王太子殿下の本当の姿……？　マリオン殿下の言っていたことかしら。

　それを知って、ソフィー様は王太子妃ひになることを悩んでいるというの？

「長年、私が拝見していたクレイグ殿下は大人びていてしっかりとしていらっしゃって、理性的で誠実で、王太子として理想の姿だったわ。でも、現実は大分違っていたのよ。そちらのクレイグ殿下が悪いというわけではないの。ただ、私が好きになったのは前者のクレイグ殿下だったから、戸と惑まどいの方が大きくて……。でもそうなると、妙みように冷静になってしまったのよ」

「というと？」

　ソフィー様は、軽く息を吐はき出だすと、ゆっくり口を開いた。

「クレイグ殿下の言葉の端はし々ばしに、会えなくなったロゼッタさんに対する愛情を感じるの。学院内でも、ふと遠くを見つめている視線の先には、いつも彼女がいた。あの方の心を占しめているのはロゼッタさんだけなのだと実感したのよ」

「ソフィー様……」

「それにロゼッタさんもね。彼女は愛いとしいという気持ちを隠そうともせずにクレイグ殿下を真まっ直すぐ見つめ返していたわ。政略結けつ婚こんなのだから、割り切ればいいだけだとわかっているけれど、愛する二人を引ひき裂さいてしまって本当にいいのかと悩んでいるのよ。私が身を引けば、あのお二人はきっと結ばれる。恋れん愛あい小説のような幸せな結末になるわ。それに、クレイグ殿下を知れば知るほど、戸惑うことも増えていたの。だから、婚約を解消しようかと悩んでいるというわけ。それに婚約に拘こだわらなくても、いくらでも国を支える方法はあるもの」

　以前よりも王太子殿下と接する機会が増えたことや、私に悩みを打ち明けて気が楽になったことから、ソフィー様は周囲をより客観的に見られるようになったのかもしれないわ。

　だから、このまま結婚してもいいのか悩んでいるのね。

　婚約破は棄きじゃなくて婚約解消であれば、周囲のフォロー次し第だいでソフィー様の立場が悪くなることはない、と思う。多分。

　それにしても、本当にマリオン殿下が言っていた通りになってしまったわ。

「いくら国を支える方法が他にあるといっても、王太子殿下の本当のお姿を知ったくらいでソフィー様の想おもいは揺らぐものではないと思いますが」

「私もそうだと思っていたのだけれどね……。結局、クレイグ殿下の本当のお姿を受け入れることができなかった私は、王太子として理想の姿を演じているクレイグ殿下を好きになっただけなのかもしれないわ。それは、見かけだけで好きになったのと同じこと。他の令嬢達たちと同じよ。ただひたすらにクレイグ殿下を愛しているロゼッタさんの足元にも及およばないわ」

　ご自分を責めるソフィー様に慰なぐさめの言葉をかけても聞き入れてはくれないかもしれない。

　でも。

「ソフィー様と他のご令嬢は違います。大違いです」

「アメリアさん？」

　目を丸くしているソフィー様に私は構わず続ける。

「ご令嬢の皆様は、王太子殿下の身分や外見が好きなのです。王太子妃になって、ゆくゆくは王おう妃ひになりたいだけです。贅ぜい沢たくな暮らしがしたいと思っていらっしゃるだけです。国のことを考えている方はほとんどいらっしゃらないでしょう。けれど、ソフィー様はそうした皆様と違って外見や身分だけじゃなく、普ふ段だんの行いを御存じだったからこそ、好きになられたのでしょう？　経けい緯いはどうあれ、国のためを思って婚約者になられたのではないのですか？　贅沢がしたいから王太子妃になりたいと思っていらしたのですか？」

「違うわ！　贅沢など求めていないわ。私はクレイグ殿下のお側そばで、あの方と一いつ緒しよに国を支えたいと思ったから、婚約者になりたかったのだもの」

「でしたら、他の皆様とソフィー様は違います。そこは自信を持ってください」

　そう言うと、ソフィー様の体から力が抜ぬけたのがわかった。

「……じゃあ、貴女は私がクレイグ殿下の婚約者のままでいて欲ほしいの？　私に王太子妃になって欲しいと思っていると」

「いえ、どちらでも構いません」

「え!?」

　若じやつ干かん、身を乗り出してきたソフィー様は私が何を言っているのかわからないという表情を浮かべていた。

「あ、貴女。今、私に自信を持って欲しいと仰っていたじゃない。だったら、私にクレイグ殿下の婚約者のままでいて欲しいと思っているのではないの？」

「私はソフィー様の幸せを願っているだけです。王太子妃になられても、そうでなくともソフィー様が幸せになれる方を応おう援えんします。今の状じよう況きようではどちらが幸せになれるのかの判断ができませんが」

「貴女という人は……」

　呆あきれたように呟つぶやくと、ソフィー様は脱だつ力りよくしてソファの背もたれに背中を預けた。

　おかしなことは何も言っていないというのに。

「……貴女もいい家の嫡ちやく男なんと結婚したいから、私にクレイグ殿下の婚約者でいて欲しいのかと一いつ瞬しゆん、思ってしまったわ」

「まさか！　私は同じくらいの家いえ柄がらの男性と結婚したいと思っていますから。田舎いなかで静かに暮らすのが夢なのです」

「前から思っていたけれど、貴女って変わっているわね」

「そうでしょうか？　あまり欲がないとは言われますが」

　苦く笑しようしたソフィー様は、やっぱり変わっているわ、と呟いた。

「でも、貴女のそうしたところを私は好いているのよ。私とは違う考え、性格をしていて話していると、とても楽しいもの。本当に……どうして、そのようにクレイグ殿下に対しても思えなかったのかしら。そうすれば割り切ることもできたのに」

「それは性別の違い、ではないでしょうか？」

「そうなのかしら」

「恐らく。それで、悩みは解決されそうですか？」

　強こわ張ばった表情を浮かべるソフィー様だけれど、最初のときのような不安はなさそうだった。

「心は決まっていないけれど、まだ時間はあるし、もう少し考えてみるわね。でも、聞いてくださってありがとう。お蔭かげで心が軽くなったわ。結局、最後は自分で決めなければならないことだものね。頼りになるからと縋すがってしまって、困らせてしまって、ごめんなさい」

「いえ、頼りにされて私は嬉しかったです」

「そのようなことを仰るから、甘あまえてしまうのよ。もっと私に厳しくしてちょうだい」

　おどけたようにソフィー様は笑っている。

　多少でも、心が軽くなったのであればよかったわ。やっぱり尊敬する彼女には笑っていて欲しいから。

　……それにしても、クレイグ殿下の本来の性格を知っているとはいえ、的確にソフィー様の悩みを言い当てたマリオン殿下はさすがとしか言いようがない。

「思えば、マリオン殿下の観察眼はすごいですね」

「……本当ね。いろいろと御ご存ぞんじで驚おどろいてしまったもの。それも、あの方が知りようもなかったお話もね。……ねえ、アメリアさん」

　と、私はソフィー様から探さぐるような視線を向けられた。

「貴女もしかして、手紙の……」

　言いかけたソフィー様は口を手で覆おおう。

　何を言いかけたのか疑問が浮かんだが、彼女は少し考え込んだ後で頭を横に振った。

「いえ……あ、ああ、そうだわ。私ね、手紙のお相手の方、名無しの君とお呼びしているのだけれど、随ずい分ぶんと親しくなったのよ。私の悩みを聞いて、励はげましてくれて。読んだ本や観劇したオペラの感想などを言い合ったり、どこのお店のお菓か子しが美お味いしいかとか、人気の洋品店のお話とか、話題が豊富で楽しいの」

「……それは、ようございました」

　相手はマリオン殿下ですけれどね。

　女性だと思われていると言ったからか、話題も女性寄りなのね。

　あのマリオン殿下がお菓子や洋品店の話題を手紙に書いているかと思うと、意外だけど。

　でも最初にソフィー様は何を言いかけたのかしら？
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　それからも、ソフィー様と遠乗りしたり、チェスを楽しんだり、読書に明け暮れたりしながら過ごし、彼かの女じよはお祖父様の領地へと旅立っていった。

　とんでもなく楽しい時間を過ごせたことに私は夢ゆめ見み心ごこ地ちのまま、王都に戻もどってもあの日々を思い出してニヤニヤと笑っていた。

　でも、時間は過ぎていくもので思い出に浸ひたる時間は終わり、再び学院生活が始まった。




　長期休きゆう暇か明けだったこともあって、取り巻きの令れい嬢じよう達たちは休暇中の思い出話に花を咲さかせている。

　彼女達の口くち振ぶりから察するに、レストン伯はく爵しやく領にソフィー様が遊びにきたことは漏もれていないみたいで、私は安心した。

　ソフィー様も、いつものように穏おだやかな笑えみを浮うかべながら、令嬢達の会話を聞いている。

　時折、彼女達に質問を投げかけ、興奮気味に思い出を語っている方を微ほほ笑えましそうに眺ながめていた。

　でも、彼女達から王太子殿でん下かとどこに出で掛かけたのか、と尋たずねられた途と端たんにソフィー様の表情が硬かたくなる。

　ぎこちなく、視察に出掛けたとか、観劇に行ったとか言っているけれど、あまり王太子殿下のことを話題に出して欲ほしくはないような態度だ。

　私は理由を知っているけれど、他の方は気付いていないみたいで頰ほおを染めてソフィー様の話を聞いている。

　私は例の如ごとく話に相あい槌づちを打つのみで、特に休暇中の思い出話を尋ねられることもなかった。







　放課後になり、用事があるからとソフィー様が帰宅した後、私は時間を潰つぶそうと図書館に向かっていた。

「人がいない場所はやっぱり落ち着くわ。……ん？」

　図書館に向かう途と中ちゆうで、私はベンチに座すわっている女生徒に気が付く。

　俯うつむいて泣いている女生徒の姿に私は見覚えがあった。

「あれって……ロゼッタさん、よね？　こんなところで何をしているのかしら」

　知り合いでもなんでもない私が話しかけるのも変な話だし、通り過ぎようかなと思っていると、顔を上げた彼女とバッチリ目が合ってしまう。

　人がいることに驚おどろいたのか、彼女は物もの凄すごい勢いで立ち上がり、こちらに頭を下げて逃にげるように立ち去った。

　途中で転びそうになったのを見て、大だい丈じよう夫ぶかと心配してしまう。

「聞いていた通り、そそっかしい」

「えっ！」

　背後から聞こえた声に驚いて振ふり返かえると、ルーファス様が立っていた。

「ル、ルーファス様!?」

　大声を出してしまった私に視線を向けた彼かれは、うるさそうに眉まゆを顰ひそめている。

「そんな大声じゃなくても聞こえてる。そんなに僕ぼくがここにいるのがおかしいの？」

「いえ、他に人がいらっしゃるとは思わず、驚いてしまいまして。申し訳ございません」

「別にいいけど……。それよりも、アメリアはここで何をしていたの？　まさか、あいつと待ち合わせしていたとか」

「違ちがいます！　図書館に向かう途中だったのです。屋や敷しきに帰ってもやることがないので、時間を潰そうかと思いまして」

　ふ～ん、と興味なさそうに呟つぶやいたルーファス様が、ジッと私を見てきた。

　なんだろう。そんなにジッと見られると恥はずかしいというか、いたたまれなくなる。

　顔に何かついているのかと思って、ぺたぺたと触さわって確かめてみるが、何もない。

　そんな私の様子を見ていたルーファス様は視線を外して、笑いを嚙かみ殺している。

　どうやら私の行動がツボにはまってしまったらしい。

　怒おこっていないようで何よりだ。

「ところで、ルーファス様はここで何をしていらしたのですか？　私と同じように図書館に用事があったのですか？」

「まあ、そんなとこ。でも、もう目的は果たせた」

「あら、面おも白しろい本は見つかりました？」

「まあ、面白いものは見つかったよ」

「それはよかったですね」

　自分好みの本に出会うことはなかなかない。

　よかったよかったと頷うなずいていると、ルーファス様がため息を吐はき出だした。

「あんたって本当、マイペースだよね」

「何がですか？　あ、まさか、私ってば変なことを口走ってしまったのでしょうか？」

「……違う。ほんと、アメリアって昔から変わらないね」

「いえ、性格は変わったと思いますが……」

　あれ？　今、ルーファス様は昔からって言った？　私とちゃんと会話をするようになったのは二年生になってからのはずなのに。

　それまでは、貴族の茶会や夜会ですれ違ったことはあっても、私の存在は知らなかったと思うんだけど。

　ルーファス様の言う昔がどれくらい前のことなのかわからないわ。

「あの、私がルーファス様とお会いしたのは学院に入学してからですよね？　まるで、その前から私のことを御ご存ぞんじのように聞こえましたが」

「知ってる。というか、一方的に僕が知っていただけ」

「どういうことでしょうか？　私は五年前まで屋敷に引きこもっていたので、どなたとも顔を合わせてはいないはずですが。それに、茶会や夜会でも私はどなたとも会話をしておりませんから、噂うわさが流れてきたということもないはずです」

「……十年前に貴族の屋敷で会ってる。庭を散策してたら、その家の子供に犬をけしかけられて、飛びかかられそうになった僕を助けてくれたでしょ」

　……どうしよう。全く記き憶おくにないわ。

　人違いじゃないのかしら？

「名前も名乗らずにアメリアは立ち去ったんだけど、その後、ピアノを弾ひいてるところを見て、助けてくれた子だって気付いたんだ」

　十年前の貴族の屋敷、ピアノを弾いていた、とルーファス様から聞いた私は固まった。

　あれだ。最高潮に調子に乗っていた頃ころだ。ついでに鼻を折ってもらったときのことだ。




　ということは、あの場にルーファス様がいたの!?

　自分を美少女だと勘かん違ちがいしていた頃の私を見られていたの？

　どうしよう、恥ずかしすぎて逃げ出したいわ。ルーファス様の記憶を全力で消去したい。

　あのピアノの出来事がショックすぎて、前後の記憶がないのよね。だから私はルーファス様を覚えていなかったのだわ。

「ピアノ、もう弾かないの？」

「いや～。あはは」

　動どう揺ようしすぎて、笑って誤ご魔ま化かす選せん択たく肢ししか思い浮かばなかった。

　ピアノは嫌きらいじゃない、というか好きなのに、どうしても私の顔に似合わないと思ってやめてしまったのだ。

「それから疑われる前に言っておくけど、そのときアメリアに暴言を吐いた馬ば鹿かは僕じゃないからね」

「え？　いえいえ、疑ってなどおりません！」

　本当？　とジトッとした目で見られるけれど、そんなこと考えもしなかったわ。

「僕は公衆の面前で人に恥はじをかかせるようなことはしないから。そんなことをしたら、母に殺されるよ。大体あの場だって、母は気分が悪いって言って、僕の手を引いてさっさと屋敷を後にしたんだし。帰りの馬車で僕は散々、母から『お前はあんな馬鹿になるな』ってしつこく言われたんだから」

　バーネット侯こう爵しやく夫ふ人じんもあの場にいたの？

　……考えてみれば子供のルーファス様だけ出席するなんてありえないわよね。

　話を聞いた限りでは、バーネット侯爵夫人は物凄く常識人で思し慮りよ深ぶかい方のようだわ。

　そりゃあ、あのソフィー様の母君ですものね。だったら、嫌いやな気分になるのは当たり前だわ。

　ルーファス様だってきつい物言いはするけれど、優やさしい人だとわかっているもの。

「本当に私は疑ってなどいません。ルーファス様には、これまで何度も助けてもらいましたもの」

「……なら、いいけど」

　興奮していたのか、ルーファス様の顔が赤くなっているわ。

　でも、ルーファス様がいたということは、ソフィー様もいたんじゃないの？

　あの場にいた面々を思い出せないけれど、どうなのかしら？

　昔の私を見られていたら恥ずかしいどころの話じゃないわ。

「あの、質問なのですが、あの場にルーファス様がいらっしゃったということは、ソフィー様もいらっしゃったのでしょうか？」

「いや。姉さんは熱を出して屋敷で寝ね込こんでいたから、あの場にいたのは、兄弟では僕と兄さんだけだった」

　……よかった。ソフィー様に見られていたらと思うと気が気じゃなかったから安心したわ。

「ですが、ルーファス様に昔の私の姿を見られていたのですね。なんだか恥ずかしいです。見た目にそぐわぬ態度で上から目線で偉えらそうにしていたでしょう？」

　冗じよう談だんめかして口にすると、ルーファス様がムッとしたのがわかった。

「僕は、あのときのアメリアは魅み力りよく的に見えたけど」

「え？」

「立ち居振ふる舞まいが優ゆう雅がで自信に満ちあふれていたでしょ」

　なんだか前向きに捉とらえられているけれど、違う。

　本当に自分が美少女だと勘違いして、分不相応にも完かん璧ぺきな令嬢になろうとしていただけなのよ。

　だから失しつ笑しようされたんだし。

「それに怖こわがっていた僕を助けてくれたし、他者を思いやる優しさもあったじゃない。ああ、これは今もだけど」

「あ、ありがとうございます。そこまで評価してくださっていたなんて嬉うれしくなってしまいます。でも、ルーファス様の目には、そのように映っていたのですね。なら、今の私をご覧になってがっかりしたのではないですか？」

「はあ？　誰だれもがっかりしたとか言ってないでしょ。ただ、昔みたいにもう少し堂々とすればいいのにって思ってるだけだから」

「ご助言、ありがとうございます。ですが、以前も申し上げたように私はこの見た目ですから、目立つ真ま似ねをすれば笑われてしまいます」

　ルーファス様は、私を見て呆あきれたような表情を浮かべている。

　昔の私を知っている彼からすれば、何を言っているのかと思っていることだろう。

　だけど、目立って失笑されるのは嫌なのだ。

「見た目だけなの？」

「というと？」

「だって、他人からの第一印象は見た目が大事だけど、見た目ってのは顔だけじゃないでしょ。その人の立ち居振る舞いとか全体の雰ふん囲い気きで判断するものじゃないの？　背筋がピンと伸のびていて、所作が綺き麗れいってだけで人に好印象を与あたえることはできるし。アメリアは十年前にピアノを弾いてる最中に笑われたことで、そうした印象を捨ててるよね。地味でいようとして下を向いて、自信を自ら手放した」

「それは……」

「そりゃあ、自分が悪くないことで他人から笑われれば自信をなくすのはわかるよ。後ろ向きな考えになるのも仕方ないと思うけど、貴族ってのはそうした奴やつらばっかじゃないってことは姉さんを見ていればわかるよね？　自信を持てとは言わないけど、もう少し上を向いてもいいんじゃないの？」

　立ち居振る舞いや所作も重要。それは、完璧な令嬢を目指していたからわかるわ。

　でも、今の私がやったら、笑われるだけだと思うのよ。

　それだけ、地味で大人しいアメリア・レストンが周知されているもの。

「それに、僕はアメリアが地味だとは思ってないし、普ふ通つうに、その……可か愛わいい、と思うし！　だ、大体、女ってのは、化け粧しようで化けるからね。顔なんていくらでも誤魔化せる」

　か、可愛い!?

　今、ルーファス様は地味だと評されている私を可愛いと仰おつしやったの？

　お世辞だとわかっているのに、胸がドキドキするわ。

　落ち着いて……！　これは彼のお世辞。本気にしてはいけないわ。

「ルーファス様は……その、美的感覚が独特なのですね」

「はあ!?　今の話をどう解かい釈しやくしたらそうなるの！　珍めずらしく褒ほめてあげたのに」

「あ、いえ。家族や使用人とソフィー様以外で可愛いと言われたことがなかったので。凡ぼん庸ような顔だと思っているので、ルーファス様のような方が、そう仰るとは思わず」

「……前から思っていたけど、アメリアは自分を低く見すぎだと思う」

　だって、高く見える部分がないんだもの。

「あのね、天使のような顔をした僕が！　この僕が褒めてやってるんだよ」

「ご自分で仰いますか」

「言うよ！　僕は自分の顔の美び醜しゆうくらいは自覚してる。顔は天使、口調は悪あく魔まだって言われてるのも知ってるし。って、今はそれはどうでもいいの。要は、この僕が言っているんだから、少しくらい前向きになったら？　これからも姉さんと友達でいたいなら、それ相応の振る舞いをしなくちゃいけないでしょ」

「どちらかというと、悪魔よりも小悪魔だとは思いますが」

「話の腰こしを折らないで欲しいんだけど。僕の話を聞いてるの？」

　一気に不ふ機き嫌げんになったルーファス様にジロリと睨にらまれてしまう。

　ついつい、突つっ込みをいれてしまった。

　なんというか、ルーファス様なら受け止めてくれるかなっていう甘あまえがあるんだと思う。

　口ではきついことを言うのに、最後まで私の話を聞いてくれるから。

　あと、親身になってくれるから、つい。

　でも、お世辞でも可愛いと言ってくれたことは嬉しかった。

　じゃあ頑がん張ばってみようかなって思ったけれど、私には難易度が高すぎる。

　恐きよう怖ふの方が勝って、その勇気はまだ出ない。

「申し訳ありません。話は聞いておりました。ですが、今いま更さら、昔のような態度を取っても、と思ってしまいまして」

「あのね。何も昔みたいに振る舞えって言ってるわけじゃないよ。下を向くなって言ってるの。背筋を伸ばして所作を戻しさえすれば、人から見た印象は変えられるでしょ。できるよね？　だって、アメリアは、あの姉さんを変えたんだから。自分が変わることだってできるはずでしょ」

　物凄い勢いで説得されているような……。

　自分は凡庸な人間だと思っていたのに、ルーファス様から言われると特別な人間になったみたいに思えてくる。

　それに、ルーファス様の言葉にも一理あると思う。

　自信がある人というのは、それだけで魅力的に見える。ソフィー様がいい例だ。

　彼女と深く関わるようになってから、私が心のどこかで今の自分を不ふ甲が斐いないと感じるようになっていたのは確か。

　人から笑われたり、文句を言われるのが嫌で大人しく過ごしていたけれど、それはただの八方美人だと気付いたのだ。

　取り巻きの令嬢達が他人の悪口を言うのを諫いさめられないのを情けなく思っていたから。

　ソフィー様と過ごすうちに、変わりたい、変わらなければという思いを抱いだいていたのも事実だ。その方法がわからなかったから先延ばしにしてきたけれど、これはいい機会なのかもしれない。

　結局、私は誰かに背中を押おしてもらいたかったのだろう。

　変わっても大丈夫だよ、と言って欲しかったのかもしれない。

　ルーファス様は最初の頃から私の自信のなさのことを指し摘てきして励はげましてくれていた。

　だったら、ウジウジ悩なやんで人の目を気にしてコソコソと動き回るのは、もうやめよう、と思って顔を上げると、真面目な顔をしたルーファス様と目が合った。

「もし、誰かに傷つけられるようなことがあれば、ぼ、いや、姉さんがアメリアを守るでしょ。それに、バーネット侯爵家はアメリアの味方だから」

「え？　バーネット侯爵家が？」

「そう、バーネット侯爵家がね」

　どうしてバーネット侯爵家が味方になるのかわからなかったけれど、唐とう突とつに言われた言葉に私は噴ふき出だしてしまった。

　それはルーファス様も同じだったようで真しん剣けんな表情を浮かべていたのに、私を見てほぼ同時に笑ってしまっていた。

　彼の態度を見て、私は妙みような安心感を抱く。

　だって、これまで何度も私を助けてくれたルーファス様の言うことだから。

　その人が言うのだから、絶対に大丈夫だって思えてくる。

「……物凄く、強力な味方ですね」

「心強いでしょ？」

「ええ、本当に。そこまで仰ってくださっているのに、変わらないという選せん択たくなどできませんね」

　すぐには無理だと思うけれど、少しずつでも前を向けたらいいな。

　私は、そう思った。

「背中を押してくださって、ありがとうございます。ソフィー様の友人として恥ずかしくないよう、努力しようと思います」

「ふぅん。まあ、頑張って。…………あ、ちょっと待って！　頑張るのはいいけど、ほどほどにしてよね」

　また、難しいことを言う！

　ほどほどに頑張るって、どの程度なのかわからないわよ。

　その微び妙みような加減は、どう解釈すればいいわけ？

「敵が増えたら困るし」

「敵？　あ、悪目立ちして他の生徒から目の敵かたきにされるかもしれないってことですか？」

「ちがっ……わなくもない」

　なるほど。そこを心配してくれていたのね。

　急に視線を前に向けて背筋を伸ばして所作を戻したら人目を引くかもしれないけれど、それで目の敵にされるとは考えにくいわ。

　だから、大丈夫だと思うの。

「ご心配には及およびません。学院には所作の綺麗な方がたくさんいますから。それだけで目の敵にはされません」

「……そうだね」

　ルーファス様は力なく答えた。

　脱だつ力りよくしているようにも見えるわ。私ったら、また返事を間ま違ちがえたのかしら？

「はぁ、まあいいや。それから、ついでだしコレあげる」

　ポケットから綺麗に包装された小さな袋ふくろを取り出したルーファス様は、そっぽを向きながら私に差し出してきた。

「これを私にですか？」

「アメリア以外、この場にいないでしょ。ほら、さっさと受け取ってよ」

「はぁ、では、ありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　受け取った私が興味深そうに袋を眺めていると、どことなく不機嫌そうな声が聞こえてきた。

「それ、焼き菓が子しだから。そんなに珍しいものじゃないのに、マジマジと見つめないでくれる？　ほら、甘いものが好きだって聞いたから。夏の長期休暇で迷めい惑わくをかけたし、姉さんを助けてくれてるし。お礼みたいなもの」

　早口で捲まくし立たてるように言ったルーファス様の顔が赤くなっている。

　女性が苦手だと聞いているから、贈おくり物ものをするのが初めてで恥ずかしいのかもしれない。

　私が甘いものが好きっていう情報源は洋菓子店で話をしたことのあるマリオン殿下だろう。

　ちゃんと私の好みを考こう慮りよしてもらえるなんて、嬉しい。それに家族以外から贈り物をもらうなんて初めてだから、ドキドキしてしまう。

「ありがとうございます！　ですが、長期休暇のことは気にしておりませんし、ソフィー様の件に関しましても私が勝手に行っていることですから、このように贈り物を受け取るのはなんだか申し訳ないです」

「……アメリアがいなかったら、マリオン殿下が暴走していただろうし、姉さんもロゼッタ嬢に嫌がらせしていたかもしれないでしょ。それを未然に防いでくれたんだから、もっと胸を張ったら？　あと、前も今も、ちょっと言いすぎた部分があったかもって思ったから、その」

　もしかして、謝罪の気持ちも込められているのかしら。

　私のウジウジした態度を見かねて言ってくれたのでしょうし、結果的に前を向こうという気持ちになれたのは確かだから、気にしなくてもいいのに。

「言いすぎだなんてことはありません。私はルーファス様が、お優しい方だと存じ上げておりますから。いつも助けてもらってばかりで、お返しが何もできないのが心苦しいくらいです」

「やさ、優しい……僕が!?　目がおかしいんじゃないの？」

「いえ、ルーファス様はお優しい方です。ソフィー様の友人でしかない私を叱しつ咤た激げき励れいしてくださって、こうしてお礼にと贈り物までいただきました。他人を思いやる心がなければ、できないことです」

　本当にありがとうございます、と口にすると、ルーファス様はさらに顔を真っ赤にした。

　今までは心で思っているだけだったが、こうして口にしなければ相手には何も伝わらない。

　人から言われないと長所って自分じゃわからない。私がそうだった。

　ルーファス様から私のいいところを指摘されて、本当に嬉しかった。だから、私もいろいろと助けてくれたルーファス様に喜んでもらいたい。

「……アメリアって本当に変わってる」

「そうかもしれませんね。あまり人と交流を持たなかったので、少しずれたところがあるのかもしれません」

「そういうことじゃないんだけど」

　じゃあ、どういうことなのだろう。

　何を指して私が変わっているとルーファス様が言っているのか、私にはわからなかった。
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　ルーファス様に宣言をした翌日から、私は下に向けていた視線を上げて背筋を伸のばして過ごすようになった。

　さらに、同じクラスの生徒達たちにも話しかけるようにした。いきなりの行動に驚おどろかれるかしら？　と思ったけど、そんな人は誰だれもいなかった。

　その上他の人に話しかけるようになってから、声をかけられることが増えたのである。

「無口な方だと思っていたけれど、意外と話しやすい方だったのね」とか好印象を持ってもらえたみたいで嬉うれしかった。

　勇気を出して前を向いてよかったかもしれない。

　それから、これまで取り巻きの令れい嬢じよう達の会話に相あい槌づちを打つだけだったのだけれど、積極的に会話に混ざるようにした。

　その些さ細さいな変化に気付いたのは、令嬢達……ではなく、ソフィー様だった。

　彼かの女じよは背筋の伸びた私を見て、満足そうにウンウンと頷うなずいていたのである。

　完かん璧ぺきなソフィー様から、頑がん張ばっているんだなと温かな目で見られるとなんだか恥はずかしくなってしまう。




　それにしても、地味で大人しい印象を変えたくらいで、他の人は私に注目したりしない。

　さほど他人に関心がないのか、それとも私に興味がないのかしら。まあ、両方だと思うわ。

　いきなり人から注目を浴びてしまう事態にならなくて安心したけれどね。

　多分、十年前に笑われたことが原因で余計に被ひ害がい者意識を持っていたのね。自意識過か剰じようだったわ。

　これからもできるところから改善していこう。少しでも前を向くことで、ソフィー様の隣となりにいても恥ずかしくないような人間になりたいから。

　私がそんなことを考えていると、一人の令嬢がソフィー様に向かって口を開いた。

「最近、王太子殿でん下かと過ごされていらっしゃらないようですが、何かございました？」

「いいえ、何もないわ。……クレイグ殿下はお忙いそがしい方でいらっしゃるから、私が気を使っただけよ」

　令嬢達は口々に、さすがソフィー様だの、婚こん約やく者の鏡ですね、などと言って褒ほめ称たたえている。

　裏の事情を知っている私は愛あい想そ笑わらいを浮うかべることしかできない。

　休きゆう暇か中ちゆうに聞いたことから推察すると、ソフィー様は王太子殿下と距きよ離りを置いて今後のことを考えたいのだろう。

　このまま王太子殿下の婚約者のままでいるか、身を引くか。

　それに関係しているのかわからないが、マリオン殿下との手紙のやり取りは以前よりも増えているようだった。

　手紙のやり取りを楽しんでいるソフィー様を見るのが好きだからいいのだけれど。

　と思っていると、一人の令嬢が目を輝かがやかせて、こう告げた。

「そうだったのですね。実は王太子殿下と過ごされているので遠えん慮りよしていたのですが、一度、ソフィー様を屋や敷しきにご招待したいと思っておりましたの。お時間があれば、お越こしくださいませ」

「あ、ずるいですわ！　ソフィー様、私の屋敷にもいらしてください」

「あ、我わが屋敷にもぜひ！　うちの領地で取れたハーブティーは有名ですのよ？　ソフィー様に飲んでいただきたいと思っておりますの」

　私も私もとソフィー様を屋敷に招待しようと皆みなさんは躍やつ起きになっている。

　肉食獣のような彼女達に私はドン引きしていた。

　でも、あのアグレッシブさはすごいと思う。

　冷めた目で見ている私とは違ちがい、ソフィー様は「どうしようかしら？」と困り顔だ。

　彼女達はソフィー様と仲良くなりたくて仕方がないのだ。目的が良家の嫡ちやく男なんと結けつ婚こんしたいからっていうのはわかりきっているけれど。

「……貴女あなたはソフィー様をお屋敷に招待したくはありませんの？」

　隣に座すわっていた令嬢から突とつ然ぜん話しかけられ、私は目を瞠みはった。

　彼女は無表情で私をジッと見ている。

　何を考えているのかわからなくて、知らないうちに目が泳いでしまう。




　そんなこんなで、私が隣の令嬢に気を取られている間に、ソフィー様は順に皆さんのお屋敷に招かれることになっていた。

　やや疲つかれたような表情を浮かべているソフィー様を見て、私は心の中で「お疲れ様です」と告げた。

　すると、始めにソフィー様を招待する令嬢が表情を綻ほころばせ「早さつ速そく、今から我が屋敷に！」と言ってのけたのである。

　私が驚いていると、彼女は自分の従者を呼び寄せて、ソフィー様がこれからいらっしゃることを家族に伝えて欲ほしいと命じていた。

　こうして、呆あきれたように笑うソフィー様を連れて、令嬢はその場から去っていく。

「では、私達も帰りましょうか」

「そうね。ソフィー様をおもてなしする準備を整えなければなりませんもの」

「いつまでもお一人だけに独どく占せんさせるわけにまいりませんからね」

　彼女達は勝かち誇ほこったように私を一いち瞥べつすると、早足で行ってしまう。

　正直、張り合われても困る……。

　勝手にライバル視されていることに私は項垂うなだれた。




　お茶会が解散した後、私が校門まで歩いていると、反対側の廊ろう下かをクレイグ王太子殿下が急ぎ足で歩いているのが見えた。

「この時間に学院にいらっしゃるなんて珍めずらしいわ」

　ソフィー様からは忙しいと聞いていたのに。

　それに、なんだか焦あせっているようにも見えたわ。王太子殿下が向かっていたのは図書館の方向。

　途と端たんに、私は数日前の泣いていたロゼッタさんの姿を思い出す。

　もしも、また王太子殿下がソフィー様を裏切ってロゼッタさんと会っていたら。

「ありえないわ。だってお二人で会っているなんて噂うわさは全く聞かないもの」

　きっと、別の用事があったのよ。

　ただ、図書館の方向に行っただけ。臆おく測そくで決めつけるのはよくないわ。

　そう思いつつも、私は嫌いやな胸むな騒さわぎを感じたの。
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　しばらくソフィー様は、ほぼ毎日のように取り巻きの令れい嬢じよう達たちのお屋や敷しきに招かれていたけれど、ようやく落ち着いたのか放課後に姿を見かけることが増えてきた。

　傍はた目めにも疲ひ労ろう感が漂ただよっていたから、一段落してよかったと思う。

　そんな中、私はマリオン殿でん下かから声をかけられた。

「学院の外れにある旧校舎にですか？」

　いきなりのことに少し大きな声を出してしまい、私は慌あわてて周囲を見回す。

　けれど、マリオン殿下が気を使ってくれたのか、声をかけてきたのは人通りの少ない場所であったことから、他の生徒の姿はない。

「そう。二階に上がって三つ目の部屋まで来て欲ほしいんだ」

　誰だれにも聞かれなかったことにホッとしていると、続けて言われた言葉に私は首を傾かしげた。

「あの、ここではお話できないことなのですか？」

「今日は時間がなくてさ。大だい丈じよう夫ぶ、二人きりというわけではないから、安心して」

　あまり気乗りはしなかったけれど、断れるような雰ふん囲い気きではなかった。

　マリオン殿下は何がなんでも私に学院の外れにある建物に行ってもらいたいらしい。

「……わかりました」

「よかった。じゃあ、三日後にね」

　ニコリと笑ったマリオン殿下は軽く手を振ふって去っていく。

　一体なんの話なのか。

　けれど、二人きりではないと言っていたので、もしかしたらルーファス様かソフィー様がいらっしゃるのかもしれない。

「まあ、行ってみればわかるわよね」




　こうして、指定された日を迎むかえた。

　放課後に私がソフィー様達と中庭でお茶会をしている最中に、令嬢の一人がある噂うわさ話ばなしを口にした。

　その噂話というのは、新たにわき起こったものではなく、再燃したもの。

　つまり、王太子殿下がロゼッタさんと会っている、という噂だった。

　それを聞いた取り巻きの皆みなさんは一様に目を吊つり上あげていた。

　ただ、ソフィー様は予想していたことだったのか、あまり動どう揺ようは見られなかったけれど。

「クレイグ殿下も困った方だわ。お会いになるのなら、人目につかない場所を選べばよろしいのに」

　小声で囁ささやかれたソフィー様の言葉に隣となりに座すわっていた私はギョッとした。

　ロゼッタさんの悪口に熱中している皆さんには聞こえていないと思うけれど、それでも他の人がいる場で、その発言はいろいろとマズイと思う。

「ソフィー様」

　彼かの女じよにしか聞こえないように私は、その発言は危険だということを伝える。

「あら、いけない」

　ソフィー様は悪びれない様子でニコリと笑った。

　一体、どうしたというのだろうか。ソフィー様らしくない。

　私が心配していると、ソフィー様は何かを思い出したのか、あ、と声に出した。

「ねえ、アメリアさん。この後、図書館でお話ししたいのだけれど、時間はあって？」

「……申し訳ございません。今日は用事がありまして」

　この後、マリオン殿下から呼び出されているのだ。何を言われるのかちょっと怖こわいけれど。

　行けないと知って残念そうな表情を浮うかべているソフィー様に、謝罪の言葉を口にする。

　すると、一人の令嬢が私に声をかけてきた。

「ねぇ、アメリアさん。貴女あなただって憤いきどおりを感じていらっしゃるでしょう？」

「え？」

「ソフィー様という婚こん約やく者がいらっしゃるにも拘かかわらず、いまだに王太子殿下に近寄るロゼッタさんを卑ひ怯きようだと思いませんの？　他の殿との方がたにもお近づきになっているし、とんでもない悪女ではありませんか」

　他の皆さんの視線が私に集まる。

　以前の私だったら曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かしていた場面だけれど、今の私はそういったことはしたくない。

　傍ぼう観かん者だって加害者になるって知っているから。

　だから私は、自分の考えていることを噓うそ偽いつわりなく答えようと思った。

「私は、ロゼッタさんに対して憤りを感じてはおりません」

　そう答えると、皆さんは驚おどろいたように目を見開いた。

「まあ、アメリアさんはロゼッタさんの味方なのですか？」

「そのようなことではございません。確かに王太子殿下と親しくしておられるのはどうなのかと思ってはいます。それでも、私はロゼッタさんのことをよく存じ上げておりません。彼女が本当に悪女、と言われるような女性なのか判断がつきませんので、憤るとまではいかないだけです」

「そのようなことを仰おつしやるのですね……」

　私を非難するような視線を向ける皆さん。

　そもそも、近寄ることを許可している王太子殿下にも責任があると思っている。王太子殿下が適切な距きよ離りを保っていればいいだけの話なのだから。

　曖昧にしているから、周囲から不満の声が上がるのだ。

「ソフィー様に対する裏切りですわ」

「そうです。ロゼッタさんに怒いかりを感じないなんて信じられません」

「貴女、まさかロゼッタさんと王太子殿下を応おう援えんしていらっしゃるのではないでしょうね」

　また斜ななめ上の考えを……。

「応援などしておりません。私が応援しているのはソフィー様だけでございます」

「でしたら、ロゼッタさんに対して──」

「おやめなさい」

　文句を言おうとした令嬢をソフィー様が一いち瞥べつして冷めた声で制止する。

　一気に場の空気が凍こおってしまった。

「私もロゼッタさんに対して憤り、怒りは感じておりません。勝手に私の気持ちを代弁なさらないで」

「ソフィー様？」

　張本人からの言葉に、皆さんは困こん惑わくしている。

　ムスッとした表情を浮かべているソフィー様は、皆さんを見回した。

「ご自分達と同じ考えでないからといって責めるのはおやめなさい。お一人お一人、違ちがう人間なのだから、考えが違っていて当たり前でしょう。貴女あなた方がたがロゼッタさんに憤り、怒りを感じているように、私やアメリアさんはそうではないというだけよ。私を使って結けつ託たくしようとしないでちょうだい」

「お言葉ですが、ロゼッタさんの行動は見過ごせるものではございません。学院中の生徒が危機感を抱いだいているのですよ？」

「それでも、真実がどうなのかも御ご存ぞんじない状態でロゼッタさんを悪く仰るのはどうなのかしら？　本当にいけないと思ったら、私がロゼッタさんと王太子殿下に申し上げます。ですので、彼女のお話はこれで終わりにしましょう」

　まだ何か言い足りないのか、皆さんは不満そうにしていたけれど、ソフィー様から注意されてしまうと、これ以上口を開けないようだ。

　微ほほ笑えみを浮かべたソフィー様が別の話題を口にしたことで、ロゼッタさんのお話は終わった。

　しばらく皆さんと会話をした後でお茶会は終わり、私はマリオン殿下に会うために学院内の外れにある旧校舎へと向かう。




「ここで合ってるわよね」

　老ろう朽きゆう化で今は使われていない旧校舎はかなり年季が入っている。

　今すぐに壊こわれそうという感じじゃないけれど、進んで足を踏ふみ入いれようとは思わない。

「え～と、確か二階に上がって三つ目の部屋だったわよね。ノックはしないで中に入れとか、無礼にも程ほどがあると思うわ。まあ、マリオン殿下が仰るなら、そうするけど」

　ブツブツと独り言を言いながら、私は呼び出された部屋の前までやってきた。

　本当にノックをしないでいいのかな、と思いつつ、言いつけは守らなければと思い、私は扉とびらを開ける。




　すると、中にいた人達が目を見開いて私を凝ぎよう視しした。

　私も扉を開けたまま何も言えずに固まってしまう。
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　どうして、王太子殿下とロゼッタさんがいるの!?　見み間ま違ちがいでなければ、本人よね？　ていうか、抱だき合あってますよね!?

　前に、図書館の方へ向かう王太子殿下を見かけたけれど、あれはやっぱりロゼッタさんに会いに行っていたということなの？

　お二人は、すぐに体を離はなしたけれど、抱き合っていたのは間違いないわ。

　というか、絶対にマリオン殿下に嵌はめられたのよね、これ。

　お二人が密会している現場を私に見せてどうしようというのよ！

　私がここにいないマリオン殿下を責めていると、先に正気に戻もどった王太子殿下が口を開いたの。

「君は、以前会った……。勝手なことを言うようだが、ここで見たことは内密にしてもらいたい」

　そうなりますよね。口を封ふうじにかかりますよね。

　でも、私はソフィー様の友人。黙だまっていることはできないわ。

　大体、ソフィー様が距離を置いた途と端たんにこれってどうなの？　軽けい率そつな行動を取る王太子殿下が信じられないわ。

　ソフィー様があれだけ悩なやんでいるのに。

　それに、ロゼッタさんにはもう会わないと言っていたのは噓だったの？

「いつぞやぶりでございますね。あのときは私が誰か尋たずねてこられなかったので申し上げませんでしたが、実は私はソフィー様の友人の一人なのです。前回と違って今回のことはさすがに内密にすることはできません」

　私がソフィー様と友人だと知った王太子殿下はさらに目を見開いているし、ロゼッタさんに至っては怖いのか子こ鹿じかのように震ふるえている。

「申し遅おくれました。私はアメリア・レストンと申します。レストン伯はく爵しやく家の娘むすめでございます。失礼ながら、これはどのような状じよう況きようなのでしょうか？」

　自分でも驚くくらい、私は冷静さを取り戻していた

　困ったことになったと思うよりも怒りの感情がこみ上げてくる。もちろん、王太子殿下に対してである。

　前を向こうと決める前だったら、きっと頷うなずいて逃にげていたはずなのに、心持ちひとつでこうも変わるなんて驚きだ。

「少し、彼女の相談に乗っていただけだ。疚やましいことは何もない」

「こんな外れにある人気のないところで、でございますか？」

「そうだ。人目のあるところだと、どうしても他の生徒に見られてしまうのでね」

「ですが以前、王太子殿下はもうロゼッタさんに会わないと仰いましたよね？　ソフィー様と向き合うのだと。これは、あのときの決意が噓だったということになりますが。それに、婚約者がいらっしゃるのに他の女性と二人きりというのは、さすがに……」

　苦しい言い訳だと思うのよ。

　見たままを言えば、密会していたとしか思えないもの。

「……君に噓を言ってしまったことは詫わびよう。だが、どうしても彼女に伝えたいことがあって、我が慢まんができなかった。それと、落おち込こんでいた彼女の肩かたに触ふれただけで、抱きしめてはいない」

「では、ソフィー様にお伝えしても問題はございませんね」

　途端に王太子殿下は表情を強こわ張ばらせる。

　言われたら困ることをしているという自覚があるのなら、自重するべきだと思う。

「……それは、ソフィーにいらぬ心配をかけてしまう」

「ソフィー様は、きちんと事情をお聞きになった上で判断なさいます。問題がないと思えば何も仰ることはございません」

「俺おれは君よりもソフィーとの付き合いが長い。だから、彼女の考えることがわかる。彼女はきっと、取り乱して泣いてしまうだろう。だから、秘密にしてもらいたいんだ」

　以前までのソフィー様だったら、そうなっていたでしょうね。

　でも、今のソフィー様は取り乱したりなんかしない。

「私は五年前よりずっと側そばでソフィー様を拝見して参りました。その高潔さ、真面目さを尊敬し、お慕したい申し上げているのです。今のお話がソフィー様の耳に入ったとしても、取り乱したりなどなさるわけがございません。王太子殿下も疚しいことがないのであれば、もっと堂々となさってくださいませ」

　お二人が必要以上に親密であるというのはわかっているから、何を言われても説得力がないけれど。

　実際に、お二人は押おし黙ってしまっている。

　口にしようかどうか悩んだけれど、どうしても私は言いたい！　と思い、不敬を覚かく悟ごで口を開いた。

「王太子殿下は、ソフィー様のことをどう考えていらっしゃるのでしょうか？　ご自身の行動が周囲に影えい響きようを与あたえることを御存じでいらっしゃいますか？」

「……わかっている。俺は、ソフィーを……」

　言いかけたところで、その場に第三者の声が響ひびいた。

「私がなんです」

　驚いて後ろを振り向くと、無表情のソフィー様が腕うでを組んで立っていた。

　どうしてここにソフィー様が現れるのだろうか。

　何も言えずにいると、彼女はゆっくりと部屋に入ってくる。

「少し前から会話を伺うかがっておりました。噂は耳にしておりましたから、特に驚きはございませんでしたが……」

「ソフィー、これは！」

「言い訳は結構でございます。私が伺いたいのは一つだけ。クレイグ殿下はロゼッタさんを愛していらっしゃるのですか？」

　問われた王太子殿下は口をパクパクとさせて、言葉が出てこない様子だった。

「それは……」

「否定なさらないということは、それが事実だと私は受け取りますが。ああ、責めているわけではございません。私はただ、明らかにしたいだけなのです」

「すまない」

　謝罪の言葉を口にしたことで、王太子殿下はロゼッタさんを好きだということを認めた形となる。

　すると、子鹿のように震えていたロゼッタさんが一歩前に進み出た。

「申し訳ございません！　言い訳のしようもございません！　全ては私が悪いのです。ソフィー様がいらっしゃるのを存じ上げながら、私は自分の欲に勝てませんでした。この場で終わりにしますから、どうか罰ばつは私だけにしてください！」

　深々と頭を下げたロゼッタさんを一瞥したソフィー様は、冷めた目を王太子殿下に向けた。

「女性にこのようなことをさせていらっしゃいますが、クレイグ殿下はどうなのです。まさか、ロゼッタさんに罪をなすりつけるおつもりなのですか？」

「……いや、そのようなことはしない。君という存在がありながら、ロゼッタと会った俺が悪い。最初に声をかけたのは俺だ。話をしようと近づいたのも俺だ」

「そうですか。では、殿下はロゼッタさんを愛していらっしゃるということでよろしいですね」

　冷静な口調で話すソフィー様にお二人は面食らっているのか、互たがいに顔を見合わせている。

　私も、どうしてソフィー様が落ち着いているのか不思議だった。

「まさか遊びだったのですか？　卒業後は自由がないからと今のうちに遊んでおこうと考えていらしたと」

「違う！　俺はロゼッタを……愛して、いるから」

「承知いたしました。それで、どうなさるおつもりで？　私と婚約しているのですから、彼女を王太子妃ひとするのは不可能だと思われますが、愛人にでもなさいますか」

「愛人になどするわけがない！　俺は……自由にできるのは学院を卒業するまでだと言われていたから、彼女とのことは思い出にするつもりだった。決して、君を傷つけようと思ったわけじゃない」

　王太子殿下の話を聞いたソフィー様は呆あきれたように息を吐はいた。

　どうしようもない、という感情が漏もれている。

「そうですか。よくわかりました。アメリアさん。クレイグ殿下と二人で話がしたいので、ロゼッタさんと一緒に席を外してもらえるかしら」

「構いませんが、大丈夫ですか？」

「大丈夫よ。少し話をするだけだもの。気を付けて帰ってね」

「……わかりました。それでは、失礼します」

　この部屋に来て初めて笑え顔がおを見せてくれたソフィー様に安心しつつ、私はロゼッタさんを連れて建物から出た。

　校門まで向かう間、話すことが何もなく無言だったのだけれど、不意に彼女から話しかけられた。

「申し訳ございませんでした」

「いえ、私の方こそ部外者なのに、あれこれと口にしてしまって申し訳ありませんでした」

「アメリア様はソフィー様のご友人ですもの。それに、舞まい上あがってクレイグ殿下から離れなかった私が悪いのですから」

「本当に王太子殿下を慕っていらっしゃるのですね」

　少し間が空いて彼女は、はい、と口にした。

「最初は、同じ趣しゆ味みだということがわかり、それで会話をするようになったのです」

「まあ、そうでしたか」

「はい。触しよつ覚かくの素す晴ばらしさ、跳ちよう躍やく距離に関して盛り上がりまして」

「お待ちください」

　思わずロゼッタさんの話を止めてしまったわ。

　だって、想定外のことを言われたんだもの。触覚って何よ。跳躍距離って何!?

　どんな話題で王太子殿下と盛り上がったのよ！

「一体、なんの話題なのですか？」

「あ、昆こん虫ちゆうの話です。偶ぐう然ぜん、裏庭で昆虫採集をなさっているクレイグ殿下と遭そう遇ぐうしまして。意外だと思いましたが、私も昆虫は好きでしたので、それで」

　昆虫好きってどこかで聞いたことがあるような……。




『偶然、昆虫の話で盛り上がっている男子生徒の会話が耳に入ってきてね。それで、男性は昆虫を好きなのが一いつ般ぱん的なのかしらと思っただけなの。クレイグ殿下も昆虫がお好きなら詳くわしくなければいけないと思って』




『あ、あの……もしかしたら、一般的な男性というのはレースやフリルがお好きで、でも世せ間けん体ていを考えて隠かくしていらっしゃるのかしら？　アメリアさんは年ねん齢れいや身分に関係なく男性がレースやフリルをお好きだと思う？』




　……あ！　思い出したわ。夏の長期休きゆう暇か前にソフィー様が言っていた話。

　あれって王太子殿下の好みのことだったの？

　ということはレースやフリルが好きっていうのも王太子殿下。

　男らしい方だと思っていたから意外だわ。

　でも、あのソフィー様が戸と惑まどわれたのも考えれば無理もないかもしれないわね。

「そうして、親しくさせていただいていたところ、他の男性にも声をかけられることが多くなりまして」

　ああ、いつも違う男性と一いつ緒しよにいるとか噂になっていたものね。

「田舎いなかの出身ということもあり、都会に慣れていない私が珍めずらしかったのでしょう。それとは別に、王太子殿下と親しくしているからと面おも白しろがって声をかけてくる方もいらっしゃいました。裏では、誰が私を落とせるかと賭かけをされていたそうです。あからさまに誘さそわれるので困っていたところをクレイグ殿下に何度も助けていただいたのです」

　人を賭け事の道具にするとは、なんて性格の悪い方達なのかしら。

　自分のことじゃないのに、腹が立つわ。

　だけど、ロゼッタさんは、そうした王太子殿下の振る舞いから彼かれを好きになってしまったのね。

　困っているところを助けてもらったら、そりゃあ感謝もするし好意も持つもの。

「ただ、遠くからお姿を拝見しているだけでよかったのに、立場も考えずに馬ば鹿かなことをしてしまいました。盛り上がって、傷つく方がいらっしゃることに目を逸そらしていたのです。ハッキリと拒きよ絶ぜつするべきでした」

　私はロゼッタさんの言うことに何も言えなかった。

「ソフィー様には、後日きちんと謝罪をいたします。謝罪することしか私にはできませんが、もうクレイグ殿下とお会いすることはいたしません。このようなことになって、ようやく気付けたのが情けないですが、私にできる償つぐないはしたいので」




　物もの凄すごく丁てい寧ねいに頭を下げたロゼッタさんは、そのまま馬車に乗って遠ざかっていく。

　ソフィー様と王太子殿下の話し合いがどうなったのか気になりつつ、私も馬車に乗り、屋敷へと帰った。
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　ソフィー様とクレイグ王太子殿でん下かの話し合いの結果が気になりつつ登校すると、ソフィー様が今日は休みであると報告を受けた。

　もしかして、昨日の話し合いが決けつ裂れつして傷ついたから休んだのかもしれない。

　こういう場合は、すぐにお屋や敷しきに向かって慰なぐさめるべきだろうか。それとも時間を置いた方がいいのだろうか。

　経験がないからわからない。

「重いご病気でなければよろしいのですが……。そうだわ。ソフィー様のご様子をルーファス様に尋ねてみようかしら」

「あら、私わたし達たちが尋ねたところでルーファス様は教えてくださらないと思うわ。何せ、女性とは距きよ離りを置いている方ですもの」

「そうだったわね。では、ソフィー様が登校なさるまで待つしかないわね」

　彼かの女じよの言葉に、私はその手があった！　とひらめいた。

　ルーファス様ならソフィー様がどうしているのか知っているはずだ。

　それに、私だったら教えてくれるかもしれない。

　お屋敷に伺うかがっても大だい丈じよう夫ぶかどうかを確かく認にんしよう。







　ということで、早さつ速そく、私はルーファス様に話を聞くべく、放課後に彼かれの元へと向かった。

　一年生のクラスを遠目で見てルーファス様が出てくるところを待っていると、マリオン殿下と一いつ緒しよに彼が教室から出てきた。

　でも、周囲に女子生徒達がいるから近寄りにくい。

　理由が理由だから非難はされないと思うけれど、ちょっと怖こわい。

　どうしようかと悩なやんでいるうちに、お二人が女子生徒達と一緒に、こちらへ近寄ってきた。

　話しかける機会は今しかないし……。ちょっとソフィー様の様子を聞くだけだから大丈夫。うん、きっと大丈夫。

　深呼吸をして気持ちを落ち着かせた私は、物もの陰かげからゆっくりと出ていった。




　私の姿を見つけたルーファス様は驚おどろいた後に表情を緩ゆるめ、マリオン殿下は目を見開いて私を見つめていた。

　周囲の女子生徒達はお二人の変化の原因が私だとわかったのか、訝いぶかしげにこちらを眺ながめている。

　回れ右をして逃にげ出だしたくなるが、聞かなければ……！

「ルーファス様。ソフィー様の件で伺いたいことがあるのですが、お時間はございますか？」

　用事がソフィー様のことだとわかり、女子生徒達の空気が少し和やわらいだのがわかった。

　ルーファス様に言い寄ろうと近づいたわけじゃないんですよ～、と示すため、私は人じん畜ちく無害そうな笑え顔がおを彼女達に向ける。

　だけど、好意的な感じだったルーファス様は、急に不ふ機き嫌げんそうになってしまった。

　聞いてはいけない話だったのかもしれない。

「…………わかった。いいよ。こっちに来て」

　一緒にいたマリオン殿下に断りを入れ、私とルーファス様は中庭へと向かった。

　不機嫌そうだった彼は移動中も無言でスタスタと歩いていく。

　この反応からすると、あまり話題にして欲ほしくないことを言ってしまったということよね？

「あの、ルーファス様。ソフィー様の件を伺うのはいけないことだったのでしょうか？　もし、そうであれば、配はい慮りよが足りず申し訳ございませんでした」

　途と端たんに足を止めたルーファス様が物もの凄すごい勢いで振ふり返かえってきた。

「いつ、僕ぼくが姉さんのことを聞くなって言ったの？」

「だって、急に不機嫌になっていらっしゃったではないですか」

「そ、それは……ちょっと、期待を裏切られただけ！」

「期待？」

「こっちの話。そこを突つっ込こまないでくれる？　流してよ」

　えぇ！　気になる！

　でも、ソフィー様の話題がダメじゃなかったことにホッとしたわ。

　安心していると、ルーファス様がため息を吐はき出だした。顔に若じやつ干かん疲つかれが見えるのは私の気のせいかしら？

「……まあ、ここでいいよね。それで、姉さんの何が聞きたいって？」

　ルーファス様の顔をジッと見ていた私は、そこで本来の目的を思い出す。

　私は周囲に生徒の姿がないことを確認した。一応、小さな声で話した方がいいだろう。

「その前に、ルーファス様は昨日、ソフィー様の身に起こったことを御ご存ぞんじでしょうか？」

　もしも知らなくて余計なことを言ってしまったらまずいと思い、私が確認すると、神しん妙みような顔つきになったルーファス様が迷いなく頷うなずいた。

「王太子殿下とロゼッタ嬢じようのことでしょ。姉さんが父上達と話しているのを聞いていたから知ってる。てことは、あの場にアメリアもいたんだ」

「ええ。そうなのです。昨日の今日でソフィー様がお休みされたので、話し合いが決裂してショックを受けて休まれたのではないかと心配になってしまいまして」

「ああ、それはないから安心しなよ」

「そうなのですか!?」

　断言するルーファス様に私は拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　ならば、どうしてソフィー様は休んだのだろうか。

　疑問が顔に出ていたようで、彼が面めん倒どう臭くさそうに口を開いた。

「ちょっと別の件で父上達と揉もめてるだけ。揉めてるっていうか、姉さんが説得しているっていうか……。そこら辺は、解決したらアメリアにも説明があるんじゃない？　だから、終わるまで姉さんは学院に来ないよ」

「……ソフィー様は落おち込んでいらっしゃらないのでしょうか？　王太子殿下のあのような姿をご覧になったのに」

「全く落ち込んでいなかったよ。こっちがどうしたの？　って言いたくなるくらいに元気だしね」

「空元気ということもございます。ですが、そのような事情であれば、私がバーネット侯こう爵しやく家に伺うのはやめておいた方がよろしいですね」

　事情は良くわからないけれど、お屋敷でいろいろと大変そうなことになっているみたいだもの。

　私が行っても迷めい惑わくなだけだわ。

　それにしても、バーネット侯爵を説得しているだなんて、ソフィー様は本当に大丈夫かしら。

「やけにスッキリとした顔をしていたから、空元気ということはないんじゃない？　今は目的に向かってまっしぐらって感じだし。我わが姉ながら、こうと決めたら突き進む姿はすごいと思うけどね」

「それがソフィー様のいいところだと思います」

「長所でもあり短所でもあると思うよ。本当に急に突とつ飛ぴなことを言い出すんだから、こっちは驚くしかないよね。お蔭かげで屋敷の雰ふん囲い気きがピリピリしているんだから。今日も朝から父上と姉さんの口論でウンザリだよ。屋敷に帰るのが嫌いやになる」

　そこまで殺さつ伐ばつとしているの？　ソフィー様が心配になってくるんだけど。話を聞く限り、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうっぽいし。待つことしかできないって、落ち着かないわ。

「で、姉さんの件の話ってそれで終わり？」

「ええ。お時間をいただきまして、ありがとうございました」

　会いに行くのはダメって話だし、今の私にできることはソフィー様が学院に来るのを待つのみだわ。

　現在の彼女の様子が知れただけでも十分。落ち込んでいないということにも安心したし、私は彼女の決めたことを応おう援えんするだけよ。

「まあ、姉さんのことは大丈夫だから。なんだかんだでなんとかするのが姉さんだし、王太子殿下も王太子殿下でマリオン殿下に協力してもらっていろいろと動いているみたいだから、問題は早く解決すると思うよ。それよりもアメリア、前と比べて随ずい分ぶんと印象が変わったんじゃないの？」

　柔やわらかい雰囲気になったルーファス様が目を細めて私を見ていた。

　あの彼が優やさしげな表情を浮うかべていることにドキッとしてしまう。

　もちろん、ソフィー様の友人として見られているだけだとわかっているけれど。それでも心臓に悪い。

　ルーファス様の視線を受け止めることに耐たえかね、私はそっと視線を外した。

　顔が見えなくなったことで落ち着きを取とり戻もどした私は、言われた言葉を思い返す。

　印象が変わったと彼は言っていた。

　なるべく背筋を伸のばして前を見るようにしているから、それのことだろう。

「僕の周りでも、アメリアってあんな喋しやべる人なんだって声が聞こえてくるようになった。好意的な声が多いよ。よかったじゃない。僕も嬉うれしいよ」

「好印象を持っていただけているようで安心しました。ちょっとした変化ではありますが、いろいろな方に話しかけて、交友関係を広げていこうかと思っております」

「……あんまり頑がん張ばりすぎないでよね。馬ば鹿かの目に留まると厄やつ介かいだから。ま、まあ、そうなっても僕が蹴け散ちらすからいいんだけど」

「そうですね。目立ちすぎて目をつけられてしまったら、大変ですものね。気を付けます」

　グッと拳こぶしを握にぎると、ルーファス様が呆あきれたようにため息を吐き出した。

「ほんと、アメリアはやっぱりアメリアだよね」

「どういうことですか？」

「これから苦労するだろうなって話。頑張らないといけないなって」

「……私、すでに目をつけられているのでしょうか？」

　そんなに目立つ真ま似ねはしていないと思うのだけれど、やっぱり人から見たら違ちがうのかしら。

　いずれ、呼び出しをくらって嫌いや味みを言われたりするの？

　こ、怖い。

　ブルブルと震ふるえていると、ルーファス様があからさまに慌あわて始めた。

「目はつけられてない！　ていうか、そういう話じゃないから。アメリアが苦労するわけじゃないよ」

「では、どなたが？」

「…………言うわけないでしょ！」

　耳まで真っ赤にしたルーファス様は頰ほおを膨ふくらませる。

　美少年は頰を膨らませても美少年だわ、と関係ないことを私は考えていた。

　でも、目をつけられたわけじゃないのならよかった。

　誰だれが頑張るのか、苦労するのかは教えてもらえなかったけれど、多分、悪い話ではないはずだ。

　悪い話だったら、ルーファス様から忠告のひとつくらいあるだろう。

　優しい方だから、ソフィー様の友人である私のことも助けてくれた。

　その彼が言うのだから、信じよう。

「いつか、そのときがきたら言う」

　ポツリと呟つぶやかれた言葉に、私は目を瞬しばたたかせた。

　ルーファス様はとても真しん剣けんな表情を浮かべている。

「わかりました。そのときがきたら教えてくださいませ」

「うん。それじゃ、気が重いけど、僕はもう帰るよ」

　私の横を通り過ぎ、校舎に戻ろうとしているルーファス様に言っていないことがまだあったことに気付いた。

　振り返った私は、彼を呼び止める。

「あの、ルーファス様。ソフィー様に伝言をお願いしてもよろしいでしょうか？」

「いいけど、何」

「私は、いついかなるときでもソフィー様を応援しております。貴女あなた様さまの望む結果となることを祈いのっております。幸せなお姿を拝見することだけが、私の望みです、と」

「……長いよ。覚えていられるか不安なんだけど」

「ちゃ、ちゃんと伝えてくださいませ……！」

　私が動どう揺ようしていると、ルーファス様はフッと笑えみを零こぼした。

「噓うそ。ちゃんと姉さんに伝えるよ。じゃあね」

　軽く手を挙げたルーファス様はその場から立ち去っていく。

　彼でも冗じよう談だんを言うのね。

　でも、ソフィー様に伝えてくれるみたいだし、よかった。







　なんて、思っていたのだけれど、結局ソフィー様は、それから半月経たっても学院に来ることはなかった。

　そうして、ある日、学院内で私は彼女に関する話を取り巻きの令れい嬢じようから聞かされる。




『王太子殿下とソフィー様の婚こん約やくが白紙になった』

　と。
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　ソフィー様の婚こん約やく白紙の話を取り巻きの令れい嬢じようから聞いた私は、それはもう驚おどろいた。

「そのお話は本当なのでしょうか？」

「ええ、白紙になったのは昨日のことだそうよ。なんでも、ソフィー様と王太子殿でん下かが話し合われた結果、婚約解消することに決まったのですって。とんでもないことになってしまいましたね」

「どう考えても原因はロゼッタさんでしょう？　だって、ほぼ同じくらいに彼かの女じよのご実家のベイリー男だん爵しやく家が当代限りで取り潰つぶしになると耳にしましたもの。あまりにもタイミングがよすぎます。王太子殿下を誑たぶらかした罪で裁かれたのですわ」

「ロゼッタさんが裁かれるのなら、婚約を解消なさる必要はございませんのに。ソフィー様が王太子殿下の婚約者ではなくなったら、私わたし達たちにも影えい響きようがあるのですよ。勝手にお決めになるなんて、自分勝手です」

　好き放題言っている取り巻きの令嬢達を見て、私は腹が立ってくる。

　皆みなさんは王太子殿下の婚約者という面でしかソフィー様を見ていない。そこから得られる自分達の利益しか考えていない。

　私が憧あこがれ、尊敬しているソフィー様を馬ば鹿かにしている。とても許せるものではない。

「それでもソフィー様はソフィー様です。この決断をするまで、悩なやんで苦しんできたことだと思います。その彼女の決断を受け入れることが友人である私達の役目ではありませんか？」

　私の言葉に顔を見合わせた令嬢達は、馬鹿にするような笑えみを浮うかべた。

「随ずい分ぶんとソフィー様の肩かたを持つのですね。まあ、以前から貴女あなたはソフィー様と親しくしていらしたから、そう思われるのも仕方のないことだと思いますが」

「なんのために私達がソフィー様の側そばにいたと思っていらっしゃるの？」

「王太子妃ひとなられたソフィー様の友人として、良家の嫡ちやく男なんと結けつ婚こんしたいから、でしたよね？　存じ上げております」

「……貴女だってそのようなお気持ちがあったはずです。だからソフィー様の側にいらしたのでしょう？」

　令嬢の言葉に私は首を振ふる。

「いいえ。一人だった私に優やさしく声をかけてくださったソフィー様に感謝し、彼女のような女性に憧れたからこそ、側にいたいと思ったのです。私はソフィー様を尊敬しております。私の敬愛するソフィー様を馬鹿にするのはおやめください」

　ジッと令嬢達を見み据すえていると、彼女達も腹が立ってきたのか表情が険しくなっていく。

「貴女、よくソフィー様を尊敬できますわね。あんな真面目なだけで面おも白しろみのない方を」

「バーネット侯こう爵しやく家の令嬢と親しくしていれば、何かしら得があるかと思いましたが、いつもお茶をして話をするだけ。その話も王太子殿下のことばかりでつまらないったら」

「ご自分のお屋や敷しきにすら招待してくださらなかったもの。私達がソフィー様を利用していたように、あの方も私達を利用していたのでしょう？　それにソフィー様だって、私達からおだてられて嬉うれしかったはずです」

「……そのようなことはソフィー様は思っていらっしゃいません」

「どうかしら。いい気分になっていたのは事実のはずです。私は王太子殿下の婚約者でなければ、ソフィー様の側にはおりませんでしたわ。ねぇ、皆さん」

　嫌いやらしく微ほほ笑えんだ令嬢が周囲を見回すと、全員が笑え顔がおで頷うなずいた。

　……性しよう根ねが腐くさっているとしか思えない。

「婚約解消となれば、早くソフィー様の側から離はなれなければなりませんね。そうしないと、私達まで白い目で見られてしまいますもの」

「破は棄きでなくてようございました。まだ、猶ゆう予よはございますから」

「貴女も義理立てしていたら、幸せを逃のがしてしまいますわよ」

　勝手なことばかり言っている令嬢達を私は睨にらみつける。

「私は、何があろうともソフィー様のお側から離れません」

「そう。不幸になるのがわかっているのに、変な方ね。皆さん、参りましょう」

　取り巻きの令嬢達は、その場から立ち去っていく。

　悔くやしさから私は痛いくらいに手を握にぎった。

「まあ、あんな性根の人間が周囲からいなくなって、ソフィーにとってはよかったと思うよ」

　落ち着いた声が聞こえて顔を上げると、どこから聞いていたのかマリオン殿下が物もの陰かげから現れた。

「それにしても、結構、物事をハッキリと言うんだ。少し驚いたよ。以前までは、おどおどとして、自信なさげだったのに」

「……悔しかったのです。皆さんがソフィー様を王太子殿下の婚約者としてしかご覧になっていないことが。ソフィー様は素す晴ばらしい方なのに、って」

「まあ、俺おれは胸がスッとしたけどさ。望んでいた結果になったとはいえ、ソフィーの悪口を聞くのは腹が立つから」

　マリオン殿下は、とてもいい笑顔を浮かべているわ。

　でも、表情とは裏腹に、とても怒おこっているように見える。

　……あ！　そうだ。この間の呼び出しの件！

「そういえば、あの場に私を呼び出されたのは、王太子殿下とロゼッタさんの密会を見せるおつもりだったからですか？」

「ああ、違ちがうよ。あれは、ソフィーからの手紙に兄上とロゼッタ嬢が二人で会っているところに出くわしたいから、知っていたら教えて欲ほしいって書かれていたのさ。だから、調べて教えたんだよ。でも、ソフィーだけじゃ心配だから君を巻まき込こんだわけ」

　それって、ソフィー様の味方に側にいて欲しかったってこと？

　結果的に私がいてよかったのかどうかわからないわ。

「それでも、事前に事情を伺うかがいたかったです。てっきりマリオン殿下がいらっしゃると思っていたので、本当に驚いたのですから」

「ごめんね。言うのを忘れてたんだ」

　とんでもなく綺き麗れいな笑顔だわ。これは全く悪いとは思っていないわね。

　……まあ、ソフィー様をお一人であの場に行かせたくないというマリオン殿下の気持ちもわかるけれど。

「君には悪いことをしたと思っているよ。でも君がいてよかった。こうしてソフィーの側にいてくれるんだから。……さて、問題はソフィーを見捨てて逃げていった者達だね。彼女達の素す性じようを調べて、後ろ暗いことがあったらコッソリ耳打ちしてみようかな？　きっと恐きよう怖ふで真っ青になるだろう。ねぇ、君はどう思う？」

「あのような方々は自じ滅めつするのがオチですから」

　腹が立ったのは事実だけど、報復したいとは思っていない。

　そんなことをするよりも、ソフィー様を支えたい。

「何もしないんだね。優しいなぁ。俺なんか腸はらわたが煮にえくりかえっているっていうのに」

「今は、それよりもやるべきことがございますから。まずは、学院に戻もどっていらしたソフィー様が周りに私しかいなくて傷ついてしまわれることのフォローでしょうか」

「ああ、そうだね。……ソフィーのことだから、離れる者がいるのは予想していると思うけれど、好こう奇きの視線に晒さらされてしまうことを考えると、気き掛がかりだね」

「落ち着けば、そのような視線に晒されることもなくなると思いますが、私が盾たてになれるか……」

　盾としては脆ぜい弱じやくすぎるもの。いつもソフィー様に守られている立場だから、逆で考えると不安しかない。

「そこは心配していないよ。アメリア嬢はソフィーにとってなくてはならない存在だし、君がいるだけで彼女は安心する。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せているからさ。だから、君がソフィーの側を離れないなら、大だい丈じよう夫ぶ。彼女はきっと乗のり越こえられる」

「マリオン殿下は私をとても評価してくださっているのですね。ありがたいですが、そのような評価をされるようなことは何も」

「多少、態度が変わっても中身はそう簡単に変わらないんだね。君は自分が思っているよりも価値のある人間だよ。気難しい奴やつの気持ちを変えることができるぐらい影響力はあるみたいだしね」

　気難しい方？　心当たりがないわ。

　大体、私にそんな影響力はないと思うのよ。

「君が手を差さし伸のべたことで変わった人間は三人いる。そのうちの二人が俺とソフィーだよ。君が手を出さなければ、彼女はロゼッタ嬢に嫌がらせをして兄上との婚約は白紙どころか破棄になっていたかもしれないし、それを見み越こして俺も兄上に協力をし続けていただろうしね」

　確かに最悪の結果となっていたのは想像できるわ。

「ちなみに、最後の一人はどなたでしょうか？」

「教えたら俺が楽しくないから、教えないよ」

　そんな理由で教えてもらえないの!?

　気になるような言い方をするってずるくない？

「まあ、こうなった以上、ソフィーが注目を集めるのは明らかだ。少しの間だけれどね」

「少しの間、ですか？」

「そう。王家とバーネット侯爵家の間で取とり交かわされた決め事が公表されれば、ソフィーの評判は元に戻るはずだからさ。これは、兄上、ソフィー、ロゼッタ嬢に対する罰ばつみたいなものだから。それで公表されるまでの間、俺もできる限りソフィーの側にいるようにして周囲の目から彼女を助けようと思う。それに君も協力してもらいたいんだよね」

　もう一人を教えてくれる気は微み塵じんもないのか、マリオン殿下は話題を変えてきた。

　気になるけれど、しつこく聞くこともできない。だって相手は王族だ。

　納なつ得とくすることはできないまま、私は彼かれの言葉を肯こう定ていした。

「ソフィー様をお助けするのは当然のことです。周りから誰だれもいなくなったとしても、私は最後までソフィー様のお側におります」

　私の答えに満足するように、マリオン殿下は腹黒い笑みを浮かべた。

「だから、俺は君を信頼しているんだよ。絶対にソフィーを裏切ることのない君をね」

「ソフィー様のお側から離れることなど考えられません」

　力強く私は言い切る。

　周囲の目が気になってビクビクしていた頃ころとは違う。

　目立ちすぎるかも、という不安はなかった。

　今は、好奇の視線に晒されるであろうソフィー様の支えになりたいという思いしかない。
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　ソフィー様が学校に来にくいのではないか、という私の心配は杞き憂ゆうに終わった。

　学院に王太子殿でん下かとの婚こん約やくが解消となったと知しれ渡わたった翌日、彼かの女じよはいつものように学院に登校してきたのだ。

「ソフィー様！」

　約半月ぶりに顔を見せたソフィー様の許もとに私は急ぎ足で向かう。

　彼女は、私の姿を見つけると嬉うれしそうに表情を綻ほころばせた。

「心配をかけてしまったわね。問題が片付いたから、ようやく学院に来られたわ」

「お元気そうで安心いたしました。ですが、話を伺うかがって驚おどろきました」

「ああ、クレイグ殿下との婚約が解消となった件ね。いきなりで驚いたでしょう？　でも、ずっと考えていたことだったのよ。この選せん択たくは間ま違ちがっていないと思っているわ」

　前にルーファス様が言っていたように、ソフィー様の表情は晴れ晴れとしている。

　胸のつかえが取れたような感じなのかもしれない。

　驚いたけれど、彼女が笑っていることが何よりも嬉しい。私も自然に口元が緩ゆるんでしまう。

　私わたし達たちの会話が途と切ぎれたところで、周囲の生徒の声が耳に入ってくる。

「意外と元気ね」

「もっと落おち込こんでいるかと思ったわ」

「でも、アメリアさんしか側そばに行かないっていうのが、ねぇ。他の方はいなくなってしまわれたのでしょう？」

　そんな言葉をソフィー様の耳に入れないで欲ほしい。

　憤いきどおりを感じて唇くちびるを嚙かみしめていると、彼女がそっと私の頰ほおに両手を添そえてきた。

「だめよ。怒いかりの感情は貴女あなたに相応ふさわしくないわ」

「ソフィー様……」

「冷静な貴女を見て、私は我に返ることができるの。暴走しそうな私を止めてくれるのはいつだって貴女なのよ？」

　ソフィー様の真しん剣けんな表情に私の頭が冷えていく。

　頰をグニグニと押おされて、眉み間けんの皺しわが取れていくのがわかる。

「申し訳ございません」

「いいえ、私のために怒おこってくださったのよね。ありがとう。……それにしても、予想通りの展開だわ。他の方はきっと私から離はなれていったと思っていたから、驚きはなかったけれど」

「恩知らずな方ばかりで、情けないと思います」

「私を利用しているとわかっていて深く付き合わなかった私の責任よ。自分の行動が招いた結果だもの。きちんと受け止めるわ。さぁ、授業が始まってしまうわ。席に着きましょう」

　私はソフィー様から肩かたを軽く叩たたかれて、席に着いた。

　休み時間には、ソフィー様の様子を見ようと他のクラスから生徒が偶ぐう然ぜんを装よそおって教室に来たりして、ちょっとした騒さわぎになった。

　でも、彼女は周囲の声に狼狽うろたえたりすることなく真まっ直すぐ前を見ている。

　心の内ではどう思っているかわからないが、私はそんなソフィー様を誇ほこらしく感じていた。







　放課後になり、私はソフィー様に誘さそわれて取り巻きの令れい嬢じよう達たちといつも利用していた中庭のテーブルへとやってきた。

　周りに生徒の姿がいないことを確かく認にんした私は頭を下げる。

「実はソフィー様に秘密にしていたことがありました。夏の長期休きゆう暇かの前くらいになりますが、私は王太子殿下と偶然お目にかかって話をしたことがあったのです。そのときに、ロゼッタさんのことは諦あきらめる、ソフィー様と向き合うと仰おつしやっていたのです。誰だれにも言わないで欲しいと言われ、ソフィー様が混乱してしまうかもと思い、口に出せず……。申し訳ありませんでした」

「……だから、旧校舎でアメリアさんはあのようなことを言っていたのね。謎なぞが解けたわ。でも、謝罪なんてする必要はないのよ。私のためを思ってのことだったのでしょう？　それに、その時期に聞かされていたら、きっと混乱していたと思うもの」

　私の判断は間違っていないとソフィー様は口にした。

　やはり、彼女は事情を聞いた上で冷静に判断される方。

「ずっと黙だまっていて心苦しかったでしょう。きちんとお話ししてくれてありがとう。だから、私もこうなった事情をお話しできる範はん囲いで伝えたいと思うの」

「お辛つらいのなら、仰らずともよろしいのですよ？」

「いえ、それでは私の気が済まないの。ちゃんと説明させてちょうだい。それに、貴女の話を聞いて、私の判断は間違っていないと確信できたから」

　有う無むを言わさぬ口調に、これはちゃんと聞かねばならないと私は背筋を伸のばした。

「クレイグ殿下とロゼッタさんが会っていたあの日『卒業後はどうなさるつもりなのですか』と私はクレイグ殿下に尋たずねたでしょう？　そうしたら、あの方は『ロゼッタさんとのことは思い出にするつもりだ』とお答えになったことを覚えているかしら？」

「ええ。覚えております」

「私はそれを伺って、殿下に失望してしまったのよ」

「ソフィー様にとっては喜ばしいことではないのですか？」

　ソフィー様は私の言葉に緩く首を振ふった。

「私はね、クレイグ殿下のロゼッタさんに対する想おもいは強固なものだと信じていたの。それこそ、恋れん愛あい小説の主人公とヒーローのようにね。障害をはね除のけてでも、彼女と一いつ緒しよになると仰るだろうと思っていたのよ」

「ソフィー様は、それでよろしいのですか？」

「私だって、最初からそのように思っていたわけではないわ。私は本気でクレイグ殿下をお慕したいしていたもの。その気持ちは誰にも負けないと思っていたわ。自分が変われば、クレイグ殿下は私を愛してくださると思っていたの。でも、あの方はどれだけ努力をしても私を見てはくださらなかった」

「そうなのですか？」

「ええ。クレイグ殿下は私を通していつもロゼッタさんをご覧になっていたわ。そうして、私の振ふる舞まいに落らく胆たんしていらっしゃった。そうした姿を拝見して、最初は苛いら立だちを感じていたけれど、次し第だいにそれも仕方ないと思うようになっていたの」

　落おち着つき払はらったソフィー様の様子は、王太子殿下のことは諦めたように思える。

「加えて、私に見せてくれたクレイグ殿下の本当のお姿に戸と惑まどいもあった。このようなことで気持ちが揺ゆらぐ自分に自己嫌けん悪おしたわ。でも、そのお姿をロゼッタさんは御ご存ぞんじだった。その上で、彼女は殿下を慕っていらしたのよ。私とは違い、意外な好みをお持ちでもあの方を慕っている彼女をすごいと思って、私は自分の負けを認めたのよ。私は彼女に敵かなわないとね」

　そして、身を引こうと決めたのね。

「なのに、クレイグ殿下から返ってきたのは、思い出にする、という言葉。ロゼッタさんに対する気持ちは、その程度なのかと私は怒りを抑おさえるので精せい一いつ杯ぱいだったわ。ご自身のことを考えたら、そうなさるのが最善なのでしょうけれど、私に対してもロゼッタさんに対しても不誠実だと思わない？　美お味いしいところだけいただこうなんて、甘あまいと思わない？」

　なんというか、吹ふっ切きれたソフィー様はある意味で物もの凄すごく強いと思ってしまった。

　恋こいをしていた王太子殿下に対して、ここまで言うなんて……。

　もう、想いを寄せられていないのだろうか。

「あの、今のお話を伺っていると、ソフィー様は王太子殿下に対して恋をしていないように思われるのですが」

「そうね。尊敬の念は変わらないけれど、以前のような気持ちはないわ。恋愛小説を読んだことやクレイグ殿下の本当のお姿を拝見したこと、それに私が貴女のお蔭かげで冷静になったからこそ、客観的に見られるようになったのかもしれないわね。だから、私からクレイグ殿下に婚約を解消しましょうと持ちかけたのだもの」

　ソフィー様の方から婚約破は棄きを切り出したの？

「だって、思い出にすると仰っていながら、ロゼッタさんと二人で会っていらしたのよ？　結けつ婚こんしても守られないと思うでしょう？　私という障害があることで気持ちが燃え上がっているというのなら、一いつ旦たん、その障害を取り除いた方がいいと思ったの。なんの障害もない状態で、それでも好きだと思われたなら、ロゼッタさんに求きゆう婚こんすればよろしいのではと思ったのよ。だとしたら、その想いは本物だということでしょう？　そうするのがお互たがいに幸せだと思ったの」

「そうですか……。ですが、王太子殿下は驚かれたのではありませんか？」

「ええ。驚いていらしたわ。あの方は私がクレイグ殿下をお慕いしていると思っていらしたからね。でも、いろいろとお話をして、最終的に納なつ得とくしていただけたの。クレイグ殿下の説得よりも両親の説得の方が大変だったわ」

　ああ、ルーファス様が言ってましたね。すごく家の雰ふん囲い気きがギスギスしているって。

　公表したということは、ソフィー様が説得できたってことなのでしょうけれど。

「ルーファスやマリオン殿下の尽じん力りよくもあって、なんとか両親と陛下と王おう妃ひ様を説得できたのよ。婚約していることで状じよう況きようが悪化しているなら、一旦解消して頭を冷やしましょう、というのが表向きの婚約解消の理由ね」

　ルーファス様のみならず、マリオン殿下まで!?

　ソフィー様に恋をしているマリオン殿下のことだから、それはもう、必死にバーネット侯こう爵しやくを説得したのだろうと予想ができるわ。

　幻げん聴ちようだけど、どこからかマリオン殿下の高笑いが聞こえてくるよう。

「では、本当の理由は？」

「王家とバーネット侯爵家が話し合って決めたことなので、詳くわしくはまだ申し上げることはできないの。でも、殿下の選択によっては全て丸く収まることになると思うわ」

「でしたら、公表できる段階になってから婚約を解消なさればよろしいのでは？　今のままではソフィー様が悪い意味で注目を集めてしまいます」

「勝手に婚約を解消すると決めた私と他の方を愛してしまった王太子殿下、ロゼッタさんに対する罰ばつの意味もあるのでしょうね。婚約解消となれば、私は嫌いやでも人の注目を浴びて、あれこれと言われてしまうから。公表できる段階になるまでは、それに耐たえなさいということよ」

　それでも、好こう奇きの視線に晒さらされるのは耐えがたいと思うわ。

　どうしてソフィー様は涼すずしい顔をしているの？　辛くはないの？

「婚約解消となったら、私に向けられる視線に悩なやまされるかもと思ったけれど、アメリアさんがいるから大だい丈じよう夫ぶだと思えたの」

「いえ、私は何もしておりません」

「そのようなことはないわ。貴女がいなければ、婚約解消なんて考えもしなかったもの。それだけ、私の中で貴女の存在が大きかったの。絶対に私を見捨てたりしないと信しん頼らいしていたのよ」

　ソフィー様は、私の手に自分の手を重ねてきた。

「実際、アメリアさんは私を見捨てなかった。こうして側にいてくださる。たったお一人でも私を心から心配して側にいてくださる方がいるのだから、私はとても幸せ者だわ。本当にありがとう」

　優やさしく微ほほ笑えんでいるソフィー様に、私は涙なみだがこみ上げてくる。

　泣くわけにはいかないと、グッと堪こらえて笑った。

「私がソフィー様のお側から離れるわけがありません。ソフィー様は私の尊敬する方なのですよ？　最後までお側にいさせてくださいませ」

「……本当に貴女と出会えてよかったわ。私のせいでいろいろと言われてしまうかもしれないけれど」

「それは覚かく悟ごの上です。精一杯ソフィー様を支えさせてください」
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　重ねられたソフィー様の手に、私はもう片方の手を添えて、握にぎりしめた。

　私の言葉に噓うそ偽いつわりは何もない。

　尊敬するソフィー様の幸せな姿を見たいのだもの。傷つき泣く姿なんて見たくない。

　そのためだったら、目立ってしまうことになっても構わないのだから。

　次第に目が潤うるんでいくソフィー様は、堪えるように強く目を瞑つぶった。

　しばらくして、目を開けた彼女は嬉しそうに微笑んだ。

「ありがとう。それが何よりも私の心の支えだわ。……これからもよろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　お互いに涙目になりながら、私達は言葉を交かわした。
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　あれから、皆みなさんはソフィー様にいろいろな視線をぶつけては、ヒソヒソと何かを話したり、笑ったりとしていたの。

　他にも、同情めいた視線とか、婚こん約やく者がいなくなった彼かの女じよを狙ねらう男性の視線だとかがあったけれど、そういった視線に悩なやまされる時間は短期間で終わった。

　それは、マリオン殿でん下かがよく話しかけてくるようになったからよ。

　周囲は婚約が白紙となったソフィー様を心配して、マリオン殿下が声をかけていると思っているみたい。

　でも、実際はソフィー様との距きよ離りを縮めようとしているだけなのよね。わかっているのは私のみ。

　そういった姿を見せていたせいか、生徒達たちの注目は徐じよ々じよに浴びなくなっている。

　それよりも今は目の前の状じよう況きようよね。

　と、私は少し離はなれた場所にいるクレイグ王太子殿下に視線を向ける。

「それにしても、予想通りの展開になっておりますね」

　昼休みの最中、私は王太子殿下に群がっている令れい嬢じよう達を見ながら呟つぶやいた。

　ソフィー様もそちらを見て、冷ややかな笑えみを浮うかべている。

「婚約が白紙になったのだもの。私の代わりに王太子妃ひになりたいという方がいらっしゃるのはわかりきったことだわ」

「それでも、白紙になって早々にだなんて」

「皆さん、前向きでよろしいのでは？」

　他ひ人と事ごとのように言ったソフィー様は飄ひよう々ひようとしている。

　本当に吹ふっ切きれたのね、と思っていると、テーブルに影かげが差した。

　見上げると、勝かち誇ほこったような笑みを浮かべたジゼル様が立っていた。

「婚約が白紙となって落おち込こんでいらっしゃるかと思っておりましたが、お元気そうですわね。もしかして、結局最後はクレイグ殿下がご自分をお選びになると思っていらっしゃるのかしら？」

「……特にそのようには思っておりません。どなたを選ぶのかはクレイグ殿下の自由ですから」

「あら、そう。では、私が行動してもよろしいのですね？」

「ええ。ご自由に。無事にクレイグ殿下のお心を射止めることができればよろしいですね」

　ソフィー様がニコリと微ほほ笑えむと、ジゼル様の口元が引きつる。

　王太子殿下が誰だれを好きなのか、それは全校生徒が知っていることだもの。

　ロゼッタさんから奪うばえるものなら奪ってみろ、とソフィー様は言ったも同然。

　かなりの難易度だということはソフィー様の件でわかっているはず。

「クレイグ殿下と話し合われた結果ということですが、ご自分ではクレイグ殿下のお心を変えることができないとわかって逃にげたのでしょう？　情けないことです」

「白紙にするのがお互たがいのためだと思ったからです。逃げたわけではございません」

「口ではなんとでも仰おつしやれるわ」

　ジゼル様ってば、ソフィー様に嫌いや味みを言いにきたのかしら。

　別にわざわざ来なくても、王太子殿下のところに行けばいいのに。

「ジゼル様。クレイグ殿下にお近づきになる許可を私に得ずとも結構です。そのような時間がおありなのですか？　他の方に先を越こされていらっしゃいますよ」

　ソフィー様も私と同じことを考えていたみたい。

　チラリとジゼル様を見ると、彼女は目を吊つり上あげていた。

　うわ、怖こわい。

　慌あわてて視線を外すと、彼女の少し後ろにソフィー様の取り巻きだった令嬢達が気まずそうに佇たたずんでいるのを見つけた。

　どうやら、彼かの女じよ達はジゼル様の取り巻きとなったらしい。

　変わり身の早いことだわ。

「言われずとも、そうさせていただきます。王太子妃になるのは、この私ですから。私を慕したって側そばにいらした皆さんには少しいい気分を体験させて差し上げようと思っているだけですもの」

「皆様のことまで考えていらっしゃるなんて、お優やさしいですね」

「ええ。私は貴女あなたと違ちがってクレイグ殿下を独ひとり占じめしようなどと考えておりませんもの。皆さんに報むくいるために行動しておりますので。上辺だけのお付き合いでは、いざというときに逃げられてしまいますからね」

　ジゼル様の目が少し後ろにいたソフィー様の元取り巻きの皆さんに向けられる。

　居い心ごこ地ちが悪そうにしていた皆さんは、彼女の言葉を受けて安心したように笑みを浮かべていた。

「……それは、私の反省すべき点だったと思います。私はクレイグ殿下しか目に入っておりませんでしたからね。皆さんと向き合わなかった私の落ち度です」

　本気で思っているのか、ソフィー様は後こう悔かいしているような口調だった。

「ですから、貴女には、そこにいる中位貴族の令嬢しか残らなかったのでしょうね。クレイグ殿下の婚約者としてしか貴女の魅み力りよくはなかったということですわ」

　あまりの言いい種ぐさに我が慢まんできず、私は立ち上がった。

「そのようなことは……！」

「アメリアさん」

　ソフィー様から静かに名前を呼ばれた私は一いつ瞬しゆんで冷静になり、そのまま椅い子すに腰こしを下ろす。

　訝いぶかしそうに私を見るジゼル様は、何かを思い出したのか、ああ、と小さな声で呟いた。

「どこかで拝見した顔だと思っておりましたが、貴女、あのときのご令嬢でしたのね。十年前の自信満々で高飛車なご様子とは随ずい分ぶんと印象が変わっていらっしゃるので、気付きませんでした。今もピアノは弾ひいていらっしゃるのかしら？」

「いえ」

　突とつ然ぜん、十年前のことを言われ、私は戸と惑まどいつつもそう答えた。

　十年前のことを知っているということは、あの場にジゼル様もいたということだ。

　何を言われるのか気になったけれど、不思議と前のような恐きよう怖ふ心はない。

　全く表情の変わらない私を見て、ジゼル様は探さぐるような視線を向けてくる。

「お顔に似合わず、ピアノはお上手だったのに残念なことです。身なりを綺き麗れいにしても外見が平へい凡ぼんだと見み栄ばえが、ねぇ」

　クスクスと意地悪く笑うジゼル様の顔はひどいものであった。

　悪意を口にするとこういう表情になるのね。私は絶対に言わないようにしよう。

　人の振ふり見て我わが振り直せというものね。

　冷静に考えていると、野次馬として近くにいた複数の生徒がジロジロと私を見ていることに気が付いた。




　もしかして、あの方達も十年前にあの場にいたのかしら？　だったら、今の会話で私が泣いて逃げた子供だとバレてしまったということよね。

　バレたというのに、意外と動どう揺ようしてないのは、過去を乗り越えて前を向こうと決心したからかもしれないわ。

　ちょっと強くなった自分が誇ほこらしいと思ってしまう。

「ジゼル様。少々、口が過ぎるのではありませんか？　アメリアさんは、大変可か愛わいらしい方です。素す直なおでいて優しく、人を幸せな気持ちにさせてくれる不思議な魅力の持ち主です。どうか訂てい正せいを」

「彼女と仲がよろしいのですね。中位貴族の令嬢など利点は何もないでしょうに」

「利点があるから親しくしているわけではございません。彼女と過ごしていると楽しいから一いつ緒しよにいるのです」

「まあ、そうですの。そのような方が一人しかいらっしゃらないなんて、ソフィー様って案外寂さびしい方なのですね。見た目の釣つり合あいが全く取れておりませんが」

　何が可お笑かしいのか、ジゼル様と取り巻きの令嬢達は馬ば鹿かにしたように笑っている。

　私は自分の見た目のことなら言われ慣れているわ。自覚もしているから、傷つかない。

　だけど、ソフィー様を馬鹿にするのは許せない。

　ジッとジゼル様を見つめた私は彼女と目を合わせた。

「人は外見が全てではないと私は思っています。態度や仕草で他の方から見た印象は変わりますから」

　前にルーファス様から言われた言葉を私はそのまま口にした。

　ありがとうルーファス様。貴方のお蔭かげで私はソフィー様を馬鹿にするジゼル様に自分で意見を言うことができました。

「印象が変わってもソフィー様の側にいる時点で他者が見る目は厳しくなりますわよ？　なんなら、私のところにいらっしゃる？　歓かん迎げいいたしますわ」

「申し出はありがたいのですが、私がソフィー様のお側にいたいのです」

　申し訳なさを顔に出したけれど、私は嫌だ。絶対に嫌だ。

　私はソフィー様の側にいると決めたのよ。

　大体、他人の悪口に興じたくないし、ジゼル様とは性格が合うわけがないもの。

「まあ、見る目がない方ですわね。向上心がないのかしら？」

「彼女は昔からそうですのよ」

「ええ。先日も、ソフィー様を尊敬していらっしゃるとか仰ってましたし。少し変わっていらっしゃるのですよ」

　ソフィー様の取り巻きだった令嬢達がジゼル様に言うと、彼女は嫌みったらしく笑って私を見てきた。

「つまり、ソフィー様とお似合いの方だということですわね。これは失礼しました。似た者同士、仲良くしてくださいませ」

　オホホと口元に手を当てて高らかに笑ったジゼル様は、取り巻きの令嬢達を連れてようやく立ち去ってくれた。

　姿が見えなくなったところで、私とソフィー様は同時に項垂うなだれた。

「……本当に、よくもまあ、あそこまで口にできるわねと思うわ」

「同感です。というか、皆さん、変わり身が早すぎると思います」

「ジゼル様は行動力がおありだから、頼たのもしく見えるのでしょう。実際、彼女が王太子妃に一番近い場所にいらっしゃるのだもの」

　そうなのよね。ダリモア侯こう爵しやく家はバーネット侯爵家の次に権力のあるお家うち。

　最後まで婚約者候補として名前が挙がっていたのだから、ソフィー様との婚約が白紙になったら次はジゼル様が、となるのは自然だわ。

　でも、王太子殿下にはロゼッタさんがいる。

「行動力がおありだからこそ、波乱もあると思うのよ」

「……どういうことでしょうか？」

「あのジゼル様がクレイグ殿下の想おもい人であるロゼッタさんに何もなさらないと思う？」

　思いません。

　いや、もう、全力で排はい除じよしにかかりますよね。

　何せ、ソフィー様が嫌がらせしようか悩んだくらいだもの。ジゼル様だったらやるわ。

「私としては、クレイグ殿下にはロゼッタさんと一緒になっていただきたいと思っているのよ。いろいろな重圧で押おしつぶされそうになる、あの方を支えられるのはロゼッタさんしかいないと思うから」

　ふぅ、と息を吐はいたソフィー様は遠くを見つめていた。

「だからこそ、心配なのよ。嫌がらせをしようと考えていた私が言うことではないけれど、あのお二人の仲が引ひき裂さかれるようなことにはなって欲ほしくないわ」

「さすがにジゼル様も愚おろかではないでしょうから、目立った真ま似ねはなさらないのでは？」

「そうだとよろしいわね」

　嫌がらせをすることを前提に話しているせいか、空気が重いまま私達は昼食を終えた。
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　ジゼル様は目立った真ま似ねをしないだろうと予想した数日後、ロゼッタさんがソフィー様の元取り巻きの皆みなさんに囲まれている場面を見かけてしまい、私は膝ひざから崩くずれ落おちた。

　私がロゼッタさんと皆さんを見たのは偶ぐう然ぜんでもなんでもない。

　だって、皆さんは生徒の往来のある場所でロゼッタさんを囲んでいたのだもの。

　周囲にいた生徒も遠巻きに彼かの女じよ達たちを眺ながめていた。

　どうして誰だれも声をかけないの？　って思ったけれど、囲んでいるだけで嫌いやがらせをしているという判断はできないわよね。

　ただお話をしているという可能性もあるもの。

　できれば、後者であって欲ほしいと思いつつ、私はコッソリと彼女達に近寄る。

　会話が聞こえる場所まで近づき、物もの陰かげに身を潜ひそめた。

　盗ぬすみ聞ぎきなんてやっちゃいけないけれど、嫌がらせをしているのなら放っておくことはできない。

　見て見ぬ振ふりは、もうしないと誓ちかったのだもの、と私は耳を澄すませる。

「確かロゼッタさんは男だん爵しやく家の方でしたわね？」

「はい」

「ベイリー男爵家といえば、家か業ぎようが傾かたむいて大変だと伺うかがっておりますが、よく学院に入学できましたわね。どなたかからお金を借りていらっしゃるの？」

「……きちんと父が支し払はらってくれました。家はそれほど裕ゆう福ふくではありませんが、食べるのに困るほどではございません」

「ですがパーティーでは、いつも同じドレスをお召めしだったではありませんか。新調するお金もないのかしらって私達はいつも話しておりましたのよ？　特に、ソフィー様は貴女あなたを見て笑っていらしたし」

　皆さんは一いつ斉せいに、ロゼッタさんを小こ馬ば鹿かにして笑っていた。

　それにしても、ソフィー様が彼かの女じよを笑っていたなんて噓うそをよくつけるものだ。

　でも、間ま違ちがいなくこれは嫌がらせの類いだ。言われたロゼッタさんが下を向いてしまっている。

　手を握にぎりしめて耐たえているのがわかった。

「貴族令れい嬢じようとして相応ふさわしくない振ふる舞まいはおやめになったらいかが？　ほら、身分を考えずに王太子殿でん下かにお近づきになることとか」

「それは……」

「貴女の行動のせいで、傷ついた方がいらっしゃるのよ？　責任は感じませんの？　罪悪感もないのですか？」

「あら、下位貴族の彼女に恥はじの概がい念ねんはないのでは？　何せドレスが一着しかないのですもの」

　それもそうでしたわね、と彼女達はクスクスと笑っている。

　嫌がらせだってことはわかったし、もういいわよね。

　私は、そっと物陰から出て彼女達に声をかけた。

「もう、おやめください」

「誰!?　って、アメリアさん」

　声をかけてきたのが私だったせいか、皆さんは明らかに安心しているようだった。

　私には何もできないと思っているのがよくわかる。

「止めるも何も、私達は親切心でロゼッタさんに周囲の評価を教えて差し上げているだけよ」

「でしたら、笑う必要はございません。それに、先ほど傷ついた方がいらっしゃると仰おつしやっていましたが、あれはまさかソフィー様のことですか？」

「実際に傷ついていらしたでしょう？　噓ではございません」

「すでにソフィー様から離はなれた皆様が口にするのはおかしいと思うのですが。今、皆様はジゼル様と仲良くされているではありませんか」

　皆さんは、もうソフィー様の取り巻きではないのだもの。

　彼女を引き合いに出して嫌味を言うなんて、とんでもないわ。

「あら、私達はソフィー様のためにジゼル様に近づいただけです。王太子殿下の婚こん約やく者は、これまでと変わらずソフィー様、ただお一人ですから」

「何を……」

　わざとらしく大声を出した令嬢は、周囲を窺うかがうように視線を動かした。

　その行動に私は違い和わ感かんを覚える。

　あれだけソフィー様を馬鹿にして離れたのに、今いま更さら彼女のためだなんて信じられない。

　何か裏がありそうだ。

「何を企たくらんでおいでなのですか？」

「企むなどとんでもない！　私達は、あの方に命じられたので行動しているだけですもの」

　ちょっと！　その言い方だとソフィー様が命じていると思われるじゃない！

　周囲の生徒達は、彼女の言葉を聞いてざわめき始めた。

「あの方って、まさかソフィー様が？」

「信じられないけれど、王太子殿下との婚約が白紙になったことから考えると理由はございますものね」

「公平な方だと思っていたが、やっぱりソフィー様も他の女性と一いつ緒しよで、王太子殿下を奪うばったロゼッタさんを忌いま忌いましく思っていたんだな」

「違います！」

　大声で否定するけれど、ソフィー様が命じていると信じてしまった生徒達には届かない。

　混乱したまま、私が取り巻きの令嬢達に視線を向けると、彼女達は上う手まくいったといわんばかりに満足そうな表情を浮うかべていた。




　違うわ。ソフィー様は嫌がらせをしろなんて命じない。絶対にしない。

　じゃあ、彼女達が勝手にソフィー様の無念を晴らそうとして？　と考えたけれど、それも違う。

　彼女達は噓をついている。保身のためにソフィー様から離れたのは間違いないもの。

　裏に誰かいるのは間違いないわ。

　例えば、彼女達が鞍くら替がえしたジゼル様とかだったら説明はつく。

　ソフィー様の評判を落として得をするのは彼女だもの。

「……皆様はソフィー様と王太子殿下の婚約が白紙になったと知った途と端たんに、彼女を見捨てたではありませんか」

「あら、私達がいつソフィー様から離れたというのかしら？　記き憶おくにあって？」

「いいえ。何も。アメリアさんが勘かん違ちがいをしていらっしゃるのでしょうね」

「私達の心はいつまでもソフィー様と共にありますもの」

　どの口がそれを言うのよ！

　なんとしてでも、ソフィー様に向けられている疑いを晴らさなければ！

「いいえ、確かに皆様は『このままでは、私達も白い目で見られることになる』と仰いました。それに、ソフィー様はロゼッタさんを苛いじめて欲しいなどとは命じません。ありもしないことを仰るのはおやめください。皆様に貴族としての誇ほこりがあるのであれば、後ろ暗いことなどおやめください」

「ご立派ですわね。さすが、過去に笑われたことがある方は仰ることが違いますわ。正義感で出しゃばると、また笑われる破目になりますわよ」

「また笑われてしまうことになっても今は側そばにいてくださる方がいらっしゃるので平気です。私はもう、人の悪口を諫いさめもせずに聞き流すことはしたくないのです。悪口を仰っている方と同じ、加害者です。ですから、私はもう逃にげません。見て見ぬ振りは、もうしません」

　キッパリと言い切ると、取り巻きの皆さんがたじろいだのがわかった。

　私は臆おく病びようなままでいたくない。前を向くと決めたのよ。

　互たがいに無言になったことで、周囲が静まり返っていることに私は気が付いた。

　目立ってしまったけれど、構わないわ。

「とにかく！　ソフィー様は命じておりません。皆様の独断なのか、他のどなたかに命じられたのか存じ上げませんが、ソフィー様に濡ぬれ衣ぎぬを着せるのはおやめください」

「勇ましいことですわね」

　背後から静かな声が聞こえてきたことで、私が振り返ると、眉まゆを寄せたジゼル様が不ふ機き嫌げんそうに立っていた。

「ジゼル様……」

　私の声を無視した彼女は、ゆったりとした足取りでロゼッタさんへと近づいていく。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶでしたか？　皆様からひどい言葉を投げかけられたのでしょう？　私が来たからにはもう、大丈夫ですわよ」

　ジゼル様は気き遣づかうようにロゼッタさんの手を取って優やさしく微ほほ笑えんだ。

　いつもの意地悪な姿からは想像もできないくらいの優しさだわ。

「……平気です。私の愚おろかな行いのせいで傷つけてしまった方がいらっしゃるのは事実ですから」

「そう。健けな気げな方ですわね。嫉しつ妬とから彼女達に嫌がらせをしなさいと命じたソフィー様とは大違いですわ。婚約解消となったのだから、弁わきまえていただかないと。このようなことをなさってもクレイグ殿下のお心が戻もどるわけがございませんのに……。あまりに卑ひ怯きようなやり方ですわ。ですが、ソフィー様は昔からご自分の手を汚よごさない方でしたから、こうしてご友人の皆さんにお願いしたのでしょうね」

　あまりに普ふ段だんのジゼル様からかけ離れている言葉に違和感しかない。

　それに、ソフィー様に悪感情を抱いだかせるようなことばかり口にしている。

　大体、ソフィー様は自分の手を汚さない方ではないわ。ジゼル様の言っていることは噓ばかり。

　噓まで言ってソフィー様に罪をなすりつけるなんて……。

　それに、ジゼル様は今来たばかりなのにソフィー様が嫌がらせを命じているということを疑いもせず、肯こう定ていしているなんておかしいわ。

　やっぱり、これはジゼル様が考えたことなのでは？

　王太子妃ひになりたいジゼル様がロゼッタさんとソフィー様を排はい除じよしようとしているのなら、辻つじ褄つまが合うもの。

　一度に片が付くし。しかも、ソフィー様の元取り巻きの皆さんがロゼッタさんに嫌がらせすることで彼女が命じたと思わせることもできるわ。

　なんて卑ひ劣れつなことを考えるのかしら。

「貴女の方から仰ることはできないでしょうから、私からソフィー様に申し上げておきますわ。安心なさって」

「いえ、私はソフィー様が命じられたとは思っておりませんので、そのような気遣いは無用にございます」

「え？」

　ロゼッタさんの言葉にジゼル様は真顔になっている。

「私は、どうしてもソフィー様が命じたとは思えないのです。それならば、もっと早くこうなっていたはずですから」

「それは、婚約が白紙となったことで疑いの目がご自分に向かないと思ったからこそ、なさったのでしょう？」

　いいえ、とロゼッタさんは首を振る。

「私がクレイグ殿下と親しくさせていただいていたせいで、皆様から私に向けられる視線が厳しいものだったのは理解しております。それでも、親しくし続けた私にソフィー様はただの一度も文句を仰ってきたことはございませんでした。厳しい目を向けられたこともございません。だからこそ、婚約解消になったという理由だけで命じられたとは思えないのです」

　貴族令嬢として正しくあろうとしたソフィー様の行動のお蔭かげで、ロゼッタさんが疑いを持つことがなかったのね。

　本人から疑われていないことに安心したわ。

「ジゼル様。助けにいらしてくださってありがとうございました。私は大丈夫ですので」

「そう……」と言ったジゼル様は、ゆっくりと振り返り、憎ぞう悪おを宿した目を私に向けてきた。

「……貴女」

「あ、先生が来たよ！」

　口を開きかけたジゼル様は、先生が来るかもしれない状じよう況きように冷静になったのか、私を睨にらみつけた後で足早に去っていく。

　慌あわてて彼女の後を追う取り巻きの令嬢達を見送った私は、安心したと同時に膝が震ふるえてしまっていた。

「……こ、怖こわかった」

「無む謀ぼうすぎるわ」

　振り向くと、心配そうな顔をしたソフィー様が私を見ていた。

「ソフィー様……」

「とっさにルーファスが先生がいらしたと口にしたけれど、ヒヤヒヤしたわ」

　え？　さっき、声を出したのはルーファス様だったの!?

　だけど、周囲には彼かれの姿はない。キョロキョロと見回しているとソフィー様から声をかけられた。

「ルーファスは私との話が終わったら、貴女に話したいことがあるみたいで、少し離れたところで待っているの」

　そうなのね。私もさっきのことのお礼を言いたいし、ちょうどいいわ。

「私が出るとジゼル様を刺し激げきしてしまって収しゆう拾しゆうがつかなくなるとルーファスに言われてしまってね。弟を使ってでしか助けられなくて、ごめんなさいね」

「いえ、助かりました。ありがとうございます」

　あのままだったら、ジゼル様からいろいろと言われていたと思うもの。

　本当にルーファス様が声を出してくれて助かったわ。

「それと、ロゼッタさん」

「は、はい！」

「そのように怯おびえなくとも大丈夫よ。感謝の言葉を伝えたいだけだから」

「感謝、ですか？」

「ええ。私のことを信じてくれてありがとうと申し上げたかったの」

　言われた途端にロゼッタさんの顔が赤くなった。

「か、感謝など私には過ぎたことです！　ソフィー様のことを存じ上げていたからこそ、絶対にありえないと思っただけで」

「それでも、あの場を収めてくださったもの。貴女も大変なときでしょうに、本当に感謝しているわ」

「……いえ、私もソフィー様の優しさが嬉うれしいと思っておりましたから」

「なら、お互い様ね」

　フフッと笑ったソフィー様を見て、ロゼッタさんは呆あつ気けにとられている。

「では、私はアメリアさんとの用事があるので」

　そう言って、ソフィー様は笑えみを浮かべたまま私の方を見た。

　これで話が終わったと判断したのか、ロゼッタさんは私達に頭を下げて去っていく。

　私がロゼッタさんを見送っていると、ソフィー様から声をかけられた。

「それにしても、思っていた通りの展開になってしまったわね。まさか、あの方達を利用なさるなんて」

「……落ち着いていらっしゃるのですね」

　濡れ衣を着せられそうになっているのに、妙みように冷静なソフィー様の態度が不思議だわ。

「ジゼル様の仰ることをクレイグ殿下が信じるはずがないもの。表に出ていないだけで、私はクレイグ殿下とお話をして、お互いに納なつ得とくした上で婚約解消したのだし。さすがに、一方からのお話だけで判断なさるとは思えないわ」

「それは、そうですが」

　ソフィー様の言葉もわかるが、この場にいた生徒達はソフィー様が命じていたと信じたようだった。

　そこから話が広まったら、さすがに王太子殿下といえども無視することはできないのではないだろうか。

　気になった私は、そっと周囲を窺うと大半の生徒は立ち去った後だったが、何名かの生徒達は留まったままで私達の様子を眺めていた。

　野次馬という感じではなさそうだけれど、どうして留まっているのだろうか。

　不思議に思っていると下級生と思われる女子生徒二人が、こちらに近寄ってくる。

「あの、アメリア様」

「ア、アメリア、様!?」

　様付けで呼ばれることなど、使用人以外からはなかったので、私は心底驚おどろいた。

　口を開けて無様な顔を晒さらしている私に突つっ込こみをいれることもなく、二人は笑え顔がおを向けてきている。

「先ほどのアメリア様のお言葉に感動いたしました。見ているだけの者も加害者になる……全くその通りだと気付かされました」

「ロゼッタさんに嫌味を仰っている皆様に毅き然ぜんとした態度で物申されている姿が格好よかったです！」

「ええ!?」

　もしかして野次馬じゃなくて、私に声をかけようとして留まっていたの!?

「それに、アメリア様が昔、話題になったピアノのお上手な方でいらしたなんて……。今まで存じ上げずにもったいないことをしてしまいました」

「いえ、同年代の方に比べてというだけでしたので」

「とんでもございません！　貴族の間では有名でしたのよ？　十年前から話を聞かなくなって、どうなさったのかしらと思っていたのですが、まさかソフィー様のご友人でいらしたとは……。どうして今まで気付かなかったのでしょう」

　それは、私が目立たないように隠かくれて生きていたからじゃないかしら？

　でも、あの場面を見てそう言ってもらえるのは、ちょっと恥はずかしいわ。

　自分が行動しようと思ってしたことだもの。

　キラキラした眼まな差ざしで私を見てくる皆さんになぜか既き視し感かんを覚えていると、背後からソフィー様が、そうでしょう！　と嬉しそうな声を上げた。
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「本当にアメリアさんは、優しくて可か愛わいらしくて素す晴ばらしい方なのよ！　彼女のよさをわかってくださる方がいらっしゃるなんて……」

「ソフィー様!?」

　いきなり何を興奮気味に話しているのですか！

　失しつ笑しようものですよ！　と思っていると、皆さんは口々に、ソフィー様の仰る通りですねなどと言い始めた。

「……お二人は、ソフィー様があのようなことを命じたとは思っていらっしゃらないのですか？」

　物もの凄すごく好意的にソフィー様に言葉を返しているけれど、あの場面を見ていたのよね？

　だったら、彼女が命じたと信じたのでは？　という私の疑問に二人は一様に首を振った。

「私達はソフィー様が嫌がらせを命じたとは思っておりません。これまでのソフィー様を拝見していたら、あのような卑怯な真似をなさる方だとは思えませんから」

「ええ。誠実な方でいらっしゃるのは、周知の事実でございます。だというのにソフィー様がロゼッタさんを苛めるよう命じたと信じる者がいるのが悲しいところですが」

「いいえ。それでも、私を信じてくださった方がいらっしゃるのは本当に嬉しいわ。ありがとう」

「もったいなきお言葉でございます」

　綺き麗れいに礼をした彼女達は顔を上げると、なぜか目がキラキラとしていた。

「あの、アメリア様！　お許しいただけるのなら、これからもお声をかけて構いませんか？」

「え？　はい。もちろんです。とは申しましても、面おも白しろいお話は何もできないと思うのですが」

「いいえ。アメリア様とお話しできるだけで十分ですから」

　物凄く既視感があると思ったら、ソフィー様に憧あこがれている私と同じなんだわ。

　私って、こんなふうにソフィー様から見られていたのね。

　それにしても、昔の私を否定せずにこうまで慕したってくれる方がいたなんて嬉しいと思ってしまう。




　結局、ひとしきりソフィー様と彼女達が私の話題で盛り上がった後で、解散となる。

　褒ほめられ慣れてない私はひたすら、聞こえないふりをしてその場をやり過ごすしかなかった。

「では、後はルーファスに任せるわね」

　そう言って、ソフィー様達が立ち去ると、入れ違いにルーファス様が私の側へとやってくる。

「無謀だと思わなかったの？　彼女は侯こう爵しやく家の人間なんだから、相手は選ばないと」

「あれは不ふ可か抗こう力りよくかと思いますが……。ですが、ルーファス様が声を上げてくださったお蔭で助かりました。ありがとうございます。私って、ルーファス様に助けられてばかりですね」

「別に助けてないし！　目の端はしに映っただけだし！　あと姉さんが出たら、もっと揉もめると思っただけだし！」

「そうですね。ありがとうございます」

　助けてないって言っているけど、きっと違う。

　ソフィー様のこともあったとは思うが、目の端に映っただけで声を上げただけとは思っていない。

　本当に、私はルーファス様に助けられてばかりだわ。

「まあ、でも、ちょっと格好よかったよ。……ちょっとだけね！　ほんの少しだけ！」

　ルーファス様の言い方に、私は思わずクスリと笑みを零こぼした。

　笑ったのが気に障さわったようで、彼は頰ほおを膨ふくらませている。

　怒おこっているはずなのに、可愛らしいなんてずるい。

「何が可お笑かしいのさ」

「申し訳ございません。いつものルーファス様だと思って、安心してしまって」

「ふんっ。僕ぼくの変わらない態度に感謝しなよね」

「はい。感謝しております」

　素す直なおに口にしたら、ルーファス様が絶句してしまったわ。

　この返答は予想外だったのかしら。

「本当にこっちのペースを崩くずされる」

「また変な返答をしてしまったのでしょうか？」

「それはいつものことでしょ？　別にいいよ。それよりも、ようやく自分の評価がわかったんじゃないの？」

「評価ですか？」

「そう。十年前のアメリアは、皆から馬鹿にされていたわけじゃないってこと。ああして憧れていた奴やつもいたってことだよ。馬鹿にしていたのは一部の貴族だけだってわかったでしょ？」

　いやぁ、それはどうかしら。

　愛あい想そ笑わらいを浮かべた私を見て、ルーファス様は呆あきれたようにため息を吐いた。

「本当に他人から向けられる好意に疎うといよね。素直に受け取りなよ」

「そうなのですが、本当に私を!?　という気持ちの方が強くてですね」

「姉さんの元取り巻き達にあれだけ言っておいて、よく言うよ。前よりも行動的になっているってちゃんと自覚してよね」

「見て見ぬ振りはしたくなかったので。あと、あれだけ注目を集めるとは思っておらず」

　だって、まさかジゼル様が出てくるなんて思わなかったのだもの。

　彼女達だけだったから、出られた部分もあるわ。中位貴族の私が上位貴族のジゼル様に面と向かって物申すのは、やってはいけないこと。

　それぐらいの分別はある。

「まあ、あれのお蔭でいい方向に行ったからいいけどね。ということで、この話はこれでお終しまい。あとさ、ちょっとアメリアに相談があるんだけど」

「え？　相談ですか？」

　私に？　と聞き返すと、ルーファス様はニコリと微笑んだ。

「今回のことがあって、さすがに姉さんも落おち込んでるじゃないかと思って、元気づけたくてさ。それで何か贈おくろうかと思っているんだけど、その……プレゼントを選ぶのに付き合ってくれない？」

「私がですか!?　私でよろしいのですか？」

「だって、姉さんの好みは近くにいるアメリアがよく知っているでしょう？」

　まあ、確かに一番近くにいるのは私よね。

　う～ん。ソフィー様の好み……好みねぇ。といえば、あれしかないわよね。

「でしたら、恋れん愛あい小説を贈られてはいかがでしょうか？」

「却きやつ下か」

「えぇ!?」

　即そく座ざに却下された。

　どうして!?　ソフィー様はきっと喜んでくれるはずなのに！

「なんで、ものの数秒で正解を出すの!?　もうちょっと、こう……何にするか悩なやんでくれないとすぐに終わっちゃうでしょ！　すぐに帰るつもりなの!?」

「私と長時間一緒にいらっしゃるのですか!?　つまらないと思いますよ？」

「違うし！　別に一緒にいたいとか思ってないし！　浮かれてもないし！　……あああああ！」

　雄お叫たけびを上げてルーファス様が膝をついてしまったわ。

　大して面白い話もできないから、つまらないと思っただけなのに。

「……あの、大丈夫でしょうか？」

「大丈夫なように見えるの？」

「いえ……」

　ごめんなさい。全く大丈夫なように見えません。

「やはり、別の方にお願いされた方が」

「嫌だ。アメリアがいい」

「でしたら、恋愛小説でよろしいではありませんか」

「それだと味気ない。アメリアは、僕と出掛けるのが嫌なの？」

　困り顔で見上げられ、私はあまりの可愛らしさに言葉に詰つまる。

　その顔でその言葉は反則よ。断れないじゃない。

「……嫌では、ありません」

　私が答えると、ルーファス様は真顔になって素す早ばやく立ち上がった。

「なら、次の休日に屋や敷しきまで迎むかえに行くから。いい？　僕と出掛けるんだからね。バーネット侯爵家の次男と出掛けるんだからね。綺麗な格好で来てよね」

「そのように念を押おさずともわかっておりますから！　ただ、期待はしないでくださいね」

「どういう評価を下すのかは僕が決めるから、心配はしなくていいよ。あと、やっぱり行かないとかいうのは却下だから。わかった？」

　いいね！　と言われて私が頷うなずくと、ルーファス様はニヤリと笑った。

　……屋敷に地味じゃない服はあったかしら？
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　帰宅した私は、大おお慌あわてで外出用の服を探しに向かった。

「地味じゃない服……地味じゃない服……」

　呪じゆ文もんのように呟つぶやきながら、私は並べられている外出用の上品な服を一着一着搔かき分わけながら探していく。

「お、お嬢じよう様さま。私共がお探しいたしますので」

「いいのよ。動いていないと、やっぱり断ろうかしらって気持ちになってくるから。動いていた方が落ち着くの」

「断る……？　どなたかとお約束をなさったのですか？」

「え？　ええ。ルーファス様と出掛ける約束をしたのよ。ソフィー様に──」

　贈おくる品を一いつ緒しよに選ぶためにね、と言いかけたところで、年配の女性使用人が大声を上げた。

「おおお奥おく様さま！　奥様！　大変でございます！　お嬢様が男性とお出掛けになるそうです！」

「あ、ちょっと！」

　そのまま、彼かの女じよは部屋を飛び出していき、声を聞きつけた使用人達たちの驚おどろきの声が徐じよ々じよに遠くの方へと移動していく。




　どこまで行ったのよ！

　別にデートとかじゃないんだから、あそこまで騒さわぎ立たてなくてもいいのに。

　はぁ、とため息を吐ついた私は、地味じゃない服探しを再開する。




　数分後、息を切らせたお母様が部屋に飛とび込こんできたので、私は驚いて手を止めてしまった。

「リッ、リアッ……ちゃん！」

「とりあえず、落ち着いてください！」

　物もの凄すごく息が上がっているじゃないですか！　こんなお母様は初めて見たわよ。

　どうどう、と落ち着かせていると、お母様は息が整ってきたのか私の肩かたを両手でガシッと摑つかんできたの。

「ルーファス様ってバーネット侯こう爵しやく家のルーファス様で間ま違ちがいないわね？」

「ええ。そのルーファス様です」

「二人で出掛けるの？」

「ええ。ですが、ソフィー様に」

　贈る品を一緒に選ぶためなのです、と言いかけた私の口にお母様は人差し指で触ふれた。

　いや、全て言わせて欲ほしいのだけれど。多分、大きな勘かん違ちがいをしていると思う。

「でかしたわ、リアちゃん！　あのルーファス様を射止めるなんて！　さすが私の娘むすめ。前に隙すきのある女性のことを聞いてきたのは、ルーファス様に求愛するためだったのね！　貴女あなたは昔から可か愛わいい子だったから、きっと素す晴ばらしい男性を見つけると思っていたけれど、想像以上だったわ」

　もはや、どこから突つっ込みをいれていいかわからない……。

　でも、さすがにルーファス様と付き合っているという誤解は解いておかないと、彼かれに迷めい惑わくをかけてしまう。

「私とルーファス様は、お母様が想像するような関係ではありません。今回はソフィー様への贈り物を選ぶのを手伝って欲しいと仰おつしやるので、一緒に出掛けることになっただけです」

「あら、ルーファス様が女性と二人で出掛けたなど伺うかがったことがないわ。それに、家族への贈り物を一緒に選んで欲しいと持ちかけるのは、デートしようと言えない恥はずかしがり屋さんがよく使う手よ？」

「ルーファス様は恥ずかしがり屋さんではないので、それはありえませんね。お母様は、どうして全てを恋れん愛あいに結びつけるのですか。単純にソフィー様と親しいなら、彼女が何を欲しがっているか知っているだろうから協力して欲しいだけだと思います」

　お母様は、いじけたように指をいじりながら、だってぇと口にした。

「ソフィー様のことなら使用人に聞けばいいじゃないの？　わざわざリアちゃんにお願いする必要性もないと思うのよ。それに、いくらソフィー様とリアちゃんの仲がいいとはいえ、姉や妹の友人と二人で出かけるのは、あまり聞かないわよ？」

「それは……。で、ですが、デートではないことだけは確かです」

　現実を見て、お母様。貴女の娘は至って平へい凡ぼんで地味な容姿なのだから。

　あんな可愛らしい方から恋愛感情を持たれるなんてあり得ないのだ。

　納なつ得とくしたのかしてないのか、お母様は黙だまったまま私を見ていた。

「さあ、お母様。私は着ていく服を選ばなければならないので」

「……いつもの服ではダメなの？」

「綺き麗れいな服でと仰っていたので」

　途と端たんにお母様の目が輝かがやきを取とり戻もどした。

「ほら！　ほら！　男性が女性の服に注文をつけるのは、いつもと違う姿を見たいからなのよ。それはすなわち」

「で・す・か・ら！　ルーファス様の隣となりに地味な格好の地味な私がいるのは許せないってだけでしょう？　深読みしすぎです」

　私の言葉を無視したお母様は、使用人に服を持ってくるように指示を出していた。

　絶対に私に似合わない派手な服を勧すすめられそうで、私は頭を抱かかえるしかない。







　という、やり取りを経て、ルーファス様と出掛ける日がやってきた。

　今日の私は、お母様がしつこく勧めてきたスカイブルーの服を着ている。

　首元まで襟えりがあるので、非常に清せい楚そに見える。色も派手ではなく、かといって地味でもないという絶ぜつ妙みようの服。

　なんだかんだで、お母様の見立てはいいということなのかもしれない。

　ついでに、私はガッツリと化け粧しようを施ほどこされていた。

　パーティーのときは、白おし粉ろいと頰ほお紅べに、それと口紅くらいなのだが、今日は眉まゆを整えられ、目元の化粧もされた。

　いつもよりは見られる容姿になっていると思うものの、元が元だから大して変わってないように見える。

「お嬢様。バーネット侯爵家の方がお越こしです」

「……今、行くわ」

　果たして、この格好はルーファス様のお気に召めすものなのかという不安を抱え、私は彼の許もとへと足を進めた。

「お待たせいたしました」

「……別に待ってない、し……」

　途と中ちゆうで喋しやべるのを止めてしまったルーファス様は、啞あ然ぜんとした様子で私を見ていた。

　これは、呆あきれられているのだろうか。地味な女が頑がん張ばってお洒しや落れをしたのが見て分かるくらいの出で来き栄ばえだとか。

「あの、いかがでしょうか？　ご希望通り、綺麗な格好をしてみたのですが、ルーファス様の隣にいても不自然にならないくらいには見えているでしょうか？」

「……」

「このように明るい色の服を着たのは、子供の頃ころ以来で落ち着きませんね。自分じゃ似合っているのかどうかわかりませんから」

　アハハと笑ってみるが、ルーファス様は無反応だ。

　もしかして、言葉もないくらいに似合っていないの!?

「ルーファス様？」

　呼びかけると、彼は驚いたように体をびくつかせた。

　私から視線を外して、口元を手で覆おおっている。

「似合ってない」

「やはりですか」

「こともない」

「どちらですか!?」

　思わず口に出すと、後ろからお母様の忍しのび笑わらいが聞こえてきた。

　このままでは、またデートだとか言い出すに決まっているわ。ルーファス様に失礼だし、とりあえず屋敷から出ましょう。

「では、ルーファス様、参りましょうか。もうお店は決めてあるのですか？」

「いくつか見当はつけてあるよ。では、レストン伯はく爵しやく夫ふ人じん。お嬢じようさんを一日お借りいたします」

「ええ。よろしくお願いしますね。いってらっしゃい、リアちゃん」

「い、行って参ります」

　いろんな感情を含ふくんだ笑え顔がおを向けられ、私の表情が引きつる。

　とにかく、屋敷から出られるのだから、いいわよね。

　そうして、ルーファス様と共に馬車へと乗って、私達は街へと向かった。




　最初に到とう着ちやくしたのは、シルク製品を取とり扱あつかっているお店だった。

　馬車から先に降りたルーファス様がなぜか私の方へと手を差さし伸のべている。

「あの、ルーファス様？」

「さっさと手を取ってくれる？」

「はい？」

「何、その反応。もしかして僕ぼくがエスコートもできない男だと思ってるの？」

　いえ、そんなことはないのだけれど……。

「あのね。いくら女性が苦手だからってエスコートぐらいできるよ」

「そのようなことは思っておりません！」

「じゃあ、早く手を出して。いつまで経たっても馬車から降りてこないなんて、僕が恥ずかしいでしょ」

　確かにそれもそうだ。

　ちょっと恥ずかしいけれど、お店に入るまでの辛しん抱ぼうである。

　私は怖おず怖おずと差し出されたルーファス様の手を取った。

「段差に気を付けてよね」

「口にされると、失敗してしまいそうになります……」

「別に転んでも受け止めるし」

　そう言って、ルーファス様はとても紳しん士し的に私を馬車から降ろしてくれた。

　お姫ひめ様みたいな扱いに、嬉うれしさと恥ずかしさで顔が熱くなる。

　ルーファス様に手を引かれる形で歩いていたところ、周囲のざわめきが聞こえてきて、私が見回すと、通行人の視線がこちらに集まっていた。




　しまった！　ルーファス様が目立つ方だと忘れていたわ！

　隣に私がいるとバレたら、血祭りにあげられちゃう！

「あら、ルーファス様の隣にいらっしゃるのは、どなたかしら？」

「さあ？　見かけないお顔ですね」

　やった！　いつもより濃こい化粧のお蔭かげで気付かれてないわ！

　でも、見られるのは慣れないから、早くお店に入りたい……！




　なるべく視線を下に向けないように頑張りながら、私達は無事にお店へと入った。

　ルーファス様は品物を興味深そうに眺ながめながら、店主にいろいろと質問をしている。

　ピンとくるものがないのか、彼は腕うでを組んで考え込んでしまった。

「刺し繡しゆうされたハンカチもよろしいかもしれません。特に、ソフィー様がお好きな花が刺繡されたものですと喜ばれるかもしれませんよ」

「ふ～ん。ところで参考までに聞くけど、アメリアは好きな花ってあるの？」

「私ですか？　特に好きな花はございませんが、大輪の花よりかは、控ひかえめな花の方が好みですね」

「そう。じゃあ、次の店に行くよ」

　ということは、ルーファス様のお気に召すものがなかったということよね。

　どういうものを求めているか、一応聞いておいた方がいいかもしれないわ。

「ちなみにルーファス様は、どのようなものを考えていらっしゃるのですか？　日常で使える物ですとか、飾かざって見て楽しむものですとかございますか？」

「……特に考えてないよ。アメリアの意見と直感で決めようと思っているから」

「そのような重大な任務を私に与あたえないでくださいませ……！」

「最後まで決まらなかったら、消去法で選んで買うから心配しなくていいよ」

　ソフィー様に！　あのソフィー様に、そんないい加減な方法で選んだ物を贈るなんて！

　許されないことだわ。これは、なんとしても、ソフィー様に喜ばれるような贈り物を選んでルーファス様に勧めなくては……！

「何、立ち止まってるの？　次の店に行くよ」

「あ、お待ちくださいませ！」

　店を出ていったルーファス様の後を追って、私も外に出る。

「次は、少し先のガラス細工の店」

　ということで、再び馬車に乗って、私達はガラス細工の店へと向かった。

　ここで、私はひとつの商品に目が釘くぎ付づけとなる。

　それは、ガラス細工とオルゴールが一体化したものであった。

　曲を奏かなでながら、ダンスを踊おどっている男女のガラス細工がゆっくりと回っている。

「……懐なつかしい」

　不意に口から漏もれ出た言葉を聞いたルーファス様は、少し考え込んだ後で納得するような声を出した。

「十年前のあの屋敷でアメリアが弾ひいていた曲だね。原曲よりはスローテンポになってるんだ」

「ええ。今でも私の大好きな曲なのです。あんなことがあっても、曲だけは嫌きらいになれませんでした」

「この曲を聴きいても嫌いやな思い出は蘇よみがえらないんだ？」

「はい。あのお蔭でソフィー様と出会えたのですし、自分が変わるきっかけになった出来事ですから」

「そう。じゃあ、それにする。店主。これを」

　あっさりと決めてしまったルーファス様を私は見上げる。

　私が気に入っても、ソフィー様が気に入るとは限らないのに。

「ルーファス様。もう少し、お考えになった方がよろしいのではありませんか？　私の気に入ったものを贈っても、ソフィー様がお喜びになるとは限りません」

「何言っているの？　これは姉さんにじゃなくて、アメリアに贈るために買ったんだけど」

「はい!?」

「ほら、いつも世話になってるし、今日も付き合ってもらっているし……だから、お礼だよ！　深い意味はないからね！　お礼だからね！」

　ええ!?　目的は!?　当初の目的は!?

　本来の目的の贈り物を選ばないといけないのに、なんで私に……。

　ああ、いいえ、大だい丈じよう夫ぶよ。深い意味がないのはちゃんと理解しているわ。

「お礼だというのも深い意味がないのもわかっておりますから、ご安心くださいませ。それよりも、ソフィー様への贈り物を先に選びませんと」

「え？　わかっているの？　ほんのちょっとでも、もしかしてとか思ってないの？」

「ええ。全く思っておりませんから、ご安心ください。それよりも、ソフィー様への贈り物を……ルーファス様？」

　え？　噓うそでしょう？　と言いながら、ルーファス様が目を瞠みはって私を見ていた。

　これはどういう反応なのだろうか。

「……僕の努力って……」

「あの、ルーファス様。もしかして、何か別の意味があったりしたのでしょうか？」

「はぁ!?　ないけど！」

　そうですよね。自惚うぬぼれているみたいなことを言ってすみませんでした。

　全力で否定されると、物凄く恥ずかしいわ。

　余計なことを言ってしまったわね。

「で、では、ソフィー様への贈り物はいかがいたしましょうか？」

　これはもう、流してしまうに限ると、私は話題をすり替かえた。

「姉さんの好きな花のガラス細工があったから、それを贈るつもり。アメリアと一緒に選んだって言ったら、喜んでくれると思うしね」

「私の名前など出さずとも、ルーファス様が心を込めて選んだものなら、ソフィー様は喜んでくださいます」

「だといいけどね」

　きっとソフィー様は喜ぶと思う。

　なぜ贈り物をしようと思ったのかを聞いたら、もっと喜んでくれる。

「ああ、包み終わったみたいだね」

　ルーファス様の声に、私は我に返った。

「はい。アメリアの分」
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　手のひらに、さっきルーファス様が購こう入にゆうしたガラス細工のオルゴールの入った箱が乗せられた。

　そんなに重くないもののはずなのに、なぜかずっしりとした重量感があるように感じる。

「ありがとうございます。ソフィー様への贈り物を選ぶのにお付き合いしただけなのに、私にまでいただけるなんて。大事にしますね」

　笑顔を浮うかべて、そう言うと、ルーファス様は横目で私をチラリと見てすぐに視線を逸そらした。

「……それ、お礼って言ったけど、ちょっと下心も入ってるから。あと、今日のアメリアはいつもよりも、可愛いし……というか可愛すぎるし……服も似合ってるから。いつもそんな格好をすればいいのに」

　下心？　……それって、何か私に頼みたいことがあって、賄わい賂ろのつもりで贈ったとかそういうこと？

　というか、可愛いってルーファス様の目は大丈夫かしら？　化粧で多少誤ご魔ま化かされていますが、元は地味な女ですよ？

　啞然としている私と咳せき払ばらいをするルーファス様。

　どことなく気まずい空気が流れる。

「そ、それじゃ、贈り物も買ったし、菓か子し店に行こうか」

「購入したら帰るわけではないのですね」

「……いくらなんでも、早すぎるでしょ。夕方くらいまでは付き合ってもらうから」

「それ、楽しいですか？　私と一緒ですよ？」

　ソフィー様のいいところを羅ら列れつするくらいしかできませんよ？

　あとマリオン殿でん下かの愚ぐ痴ちとか。

「アメリアと一緒だったら、退たい屈くつしないからね。僕は楽しいと思ってるし、アメリアともっと話したいと思ってるよ」

　うわぁ、まるで恋愛小説のような台詞せりふだわ。

　無む駄だにドキドキして、自惚れそうになってしまう。

　……ちょっと待って。それは、ダメよ！

　いくら、ルーファス様がお優やさしいからって、私を好いているかもとか勘違いしてはいけないわ。

　あくまでも、姉の友人として見ているだけ。

　大体、身分が違うし、見た目も釣つり合あわないのだから、勘違いすること自体おこがましいわ。

　自分を納得させているはずなのに、私の胸がなぜかズキンと痛んだ。

「百面相は見ていて楽しいけれど、絶対に碌ろくなことを考えてないよね？」

「……そんなに顔に出ていましたか？」

「出てた。アメリアって結構顔に出るタイプだけど、気付いてなかったの？」

　全然気付いていなかったわ。

　気を付けようにも自覚がないから難しそうね。

「まあ、見ている側からすると、何を考えているのかわかるから助かるけど。……ほら、行くよ」

　背中をポンと軽く叩たたかれ、私はルーファス様とガラス細工のお店を出た。







　そうして、王都で有名なお菓子店に向かった。

　目立つのが嫌な私に配はい慮りよしてくれたのか、個室に案内される。

「気を使っていただいてありがとうございます」

「別に……。それに僕も人に見られたくなかったし」

「ああ、そうですね。男性はあまりお菓子店に入りませんから、注目を集めてしまいますもの」

「それも理由のひとつだけど、一番はアメリアを見せたくなかった」

　私から視線を逸らしたルーファス様を見て、さっき彼から可愛いと言われたことを思い出してしまい、顔が見る見るうちに真っ赤に染まっていく。

　勘違いをしてはいけないと言い聞かせたばかりなのに、ありえない想像をしてしまう。

　何も言えずに押おし黙だまっていると、不思議に思ったのかルーファス様が視線を私に向けてくる。

「それは正しく受け取るんだ……。てっきり『こんな地味な女と一緒だと思われるのが嫌だからですね』とか言うのかと思っていたのに」

「……いえ、先ほどのルーファス様の言葉を思い出してしまってですね。ですが、勘違いはしておりませんので！　きちんとお世辞だと理解しておりますから」

　冷静さを取り戻した私が力強く言い切ると、ルーファス様は項垂うなだれた後で大きなため息を吐はき出だした。

「本当、アメリアって僕の予想の斜ななめ上をいくよね」

「でしたら、次はルーファス様の予想通りの返答ができるように頑張ります」

「そこは努力しなくていいよ。……まあ、いいか。時間はあるんだし。それで、何を食べるの？　ここはマカロンが有名だとか聞いたことがあるけど」

「そうなのですね。それなら、私はマカロンにします。ルーファス様はどうされますか？」

　メニューを見ていたルーファス様は、チョコレートのお菓子と紅茶を選び、店員を呼んで注文してくれた。

　少しして、頼んだ物が運ばれてきて、再び二人きりとなる。

　シンと静まり返っているのに耐たえきれず、私は口を開いた。

「改めてオルゴールのプレゼント、ありがとうございました。それにしても、十年前に私が弾いたピアノの曲をよく覚えていらっしゃいましたね」

「あれは……！　僕を助けてくれた女の子が誰だれか知りたかったんだけど、手がかりがピアノの曲しか思おもい浮うかばなかったから。それで覚えていただけ」

「でしたら、バーネット侯こう爵しやく夫ふ人じんに尋たずねればよろしかったのに」

「犬をけしかけられて泣かされたなんて、母さんに言いたくなかったんだよ」

　確かに。幼いとはいえ男の子だもの。恥ずかしいという気持ちの方が勝ったのね。

「ですが、幼いルーファス様のお姿を覚えていないとは、惜おしいことをしてしまいました。きっと、絶対にお可愛らしかったはずですもの」

「覚えていられても、その評価は嬉しくない」

　ルーファス様は片方の手に頰ほおを乗せて、不ふ機き嫌げんさをアピールしている。

　けれど、幼い子供というのは可愛いとしか言い様がない。

「今だって可愛いとか言われて、僕は男なのに」

「ええ。ルーファス様は男性です。力がお強くて女性を支えることだってできますし、ダンスのリードもお上手でした。私を何度も助けてくださったことやソフィー様を思いやる優しさもございます。可愛いという評価だけの方ではないと私は思っています」

　私がそう言うと、ルーファス様は目を丸くした。

　でも、すぐに元に戻もどり、頰を乗せていた手で口を覆った。

「……ありがと」

　素す直なおに感謝の言葉を口にするルーファス様を見て、私は満面の笑えみを浮かべた。




　こうして、私とルーファス様は時間の許す限り話をして、一日を終えたのだった。

　帰宅した私は、話を聞きたそうなお母様を宥なだめてから自室に入る。

　ルーファス様から貰ったガラス細工のオルゴールを袋から取り出して、ネジを巻き机に置く。

　思い出深い曲が流れ、上のガラス細工が回り始めるのを見ながら、夢みたいな一日を思い出して私の胸はドキドキしていた。

「まるで恋愛小説みたいな一日だったわ。私が家族以外の男の人と出かけるなんてね。相手がルーファス様でよかった。とても楽しかったわ」

　帰るのが惜しくなるくらいに楽しかった。

　何よりも、ルーファス様の新たな一面を見られて嬉しかった。

　でも、今日の会話を思い出して、私は微ほほ笑えんだ後で冷静になる。

「……どうしてこんなにはしゃいでいるのかしら？　お父様と従い兄と弟こ以外の男性と初めて二人でお出かけしたから、強く印象に残っているだけよね、きっと」

　うん。そうに違いないわ。

　体験したことがなかったからよ。それに、恋愛小説のようなことが起こったから興奮しているだけだわ。

　……なのに、どうしてこんなにドキドキするのかしら？
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　ルーファス様と出かけたことで、誰だれかから何か言われるかと思っていたけど、不思議なほど何も起こらなかった。

　もっとも、今皆みなさんが注目しているのはロゼッタさんの話題だから、ルーファス様まで気が回らないのかもしれない。

　私にとってはよかったものの、ロゼッタさんにとっては全然よくない。

　味方がいない状態で、言い返すこともできないのだから。

　自業自得な面ももちろんあるけれど、それでもやりすぎだと思う。

　と、私は廊ろう下かの向こうで、ロゼッタさんに嫌いや味みを言っている令れい嬢じよう達たちを見て眉まゆを顰ひそめる。

　ソフィー様の元取り巻きだった令嬢達の行動のせいで、ロゼッタさんに対して嫌がらせをしてもいいという流れになってしまっているからか、ああいう場面を見ることが増えていた。

　今、嫌味を言っているだろう皆さんは、中位貴族の令嬢達で下位貴族のロゼッタさんにはどうすることもできない相手。

「全く、毎日毎日飽あきもせず、お暇ひまなのかしら。ですが一度、私の方からハッキリと申し上げた方がよろしいかもしれないわね」

　私と同じように憤いきどおりを感じていたのか、ソフィー様の口調は怒いかりを含ふくんでいた。

　止めるためにソフィー様と一いつ緒しよに私もロゼッタさん達に近寄っていく。

「陰かげでコソコソなさらない心意気は素す晴ばらしいけれど、淑しゆく女じよとしてみっともなくてよ」

「ソフィー様!?」

　令嬢達は、いきなりソフィー様が現れたので、驚おどろいている。

　目立つところで嫌味を言っているのだから、ソフィー様が来ることくらい予想できたでしょうに。

「私達はソフィー様の無念を晴らすために行っているのです」

「ソフィー様のご友人方も仰おつしやっていたではありませんか」

　ああ、元取り巻きの令嬢達が言ったことを彼かの女じよ達は信じているのね。

　それは違ちがいます、と口を開きかけた私をソフィー様が手で制してきた。

　ここはソフィー様に任せる場面なのに、出すぎた真ま似ねをしてしまったわ。

「そう。では、私の無念とは？」

「ロゼッタさんのせいで婚こん約やくが解消となったではありませんか。ソフィー様は今も王太子殿でん下かをお慕したいしていらっしゃるのに……。お労いたわしいことでございます」

「ですので、私達は傷ついてロゼッタさんに何も仰れないソフィー様の代わりに彼女を叱しかっているのです」

「そのようなことは私は頼たのんでないわ。私の気持ちを勝手に想像しないでちょうだい」

　思いっきりソフィー様に切り捨てられ、彼女のためと信じ切っていた令嬢達の表情が強こわ張ばる。

「私とクレイグ殿下は納なつ得とくした上で婚約を解消したの。だから、私がロゼッタさんに対して腹を立てているということは一いつ切さいないわ。私は皆さんに貴族令嬢として相応ふさわしい振ふる舞まいをして欲ほしいと思っているの。今後、彼女に嫌味を仰ったり、笑ったりなどなさらないように」

　言い終えたソフィー様は周囲をグルリと見回した。

「皆さんも、よろしくて？」

　興きよう味み津しん々しんといったように、こちらを見ていた方々にも彼女は念を押おす。

　その迫はく力りよくに、周囲の生徒はコクコクと何度も頷うなずいている。

「結構よ。それから、ロゼッタさん」

「は、はい！」

　ソフィー様の迫力に押されたのか、ロゼッタさんの声が上うわ擦ずっていた。

　気持ちはわかるわ。今の彼女の毅き然ぜんとした態度は、上位貴族の姿そのもの。

　私も知らないうちに背筋が伸のびてしまっている。

「貴女あなたも真面目に嫌味をお聞きにならなくてもよろしいのよ。私に対して罪悪感を抱いだくのもこれきりにしてちょうだい。もう終わったことなのだから、貴女も堂々となさって。それが私が望んでいることよ」

「……ありがとう、ございます。それと、本当に申し訳ございませんでした」

「ベイリー男だん爵しやくと貴女は、すでに謝罪なさったでしょう。私もバーネット侯こう爵しやく家も貴女あなた方がたの謝罪を受け入れたのだから、これ以上は不要よ。だから気になさらないで。それに、なるべくしてなった結果だもの。私は全てを受け入れているわ」

　涙なみだ目めになったロゼッタさんは、深々とソフィー様に対して頭を下げた。

　それを受け止めた彼女は、私の肩かたを叩たたいた。

「参りましょう」

　颯さつ爽そうとその場から離はなれるソフィー様の後を、我に返った私は追いかけた。

「伝えたいことは伝えたし、これで落ち着けばよろしいわね」

「あのような場面は好んで見たいとは思いませんから。収まってくれることを望みます」

「どうだろうね。上位貴族の令嬢達、特にジゼル嬢は諦あきらめていないようだし、今後の出方を考えている兄上は今は手出しするのを躊躇ためらっているけれど、心が決まれば兄上はロゼッタ嬢を放っておくはずがない。もっと揉もめるんじゃないかな？」

　人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべながら、物もの陰かげからマリオン殿下が現れた。

　いつも神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのよね。ビックリしたわ。いつから聞いていたのかしら？

　それにしても、今日はルーファス様は一緒じゃないのね。……残念。

　って、今はルーファス様のことに意識を向けている場合じゃないわ。

　クレイグ王太子殿下まで出てきてしまったら、収しゆう拾しゆうがつかなくなるでしょうね。

　そうなったら……。

「上位貴族の令嬢達がいじめに加担し始めたら、王族と同位貴族達しか相手を戒めることができないからね。……で、ソフィー。どうして俺おれから距きよ離りを取るの？」

　問われたソフィー様は、ぎこちない様子で首を横に振っている。

「いえ、突とつ然ぜんいらっしゃったので驚いただけです」

「ああ、ごめんね。驚かせるつもりはなかったんだよ」

「驚いた私が悪いのです。無礼をお許しください。それと、最近よく話しかけてくださいますが、婚約解消になって皆さんから好こう奇きの視線に晒さらされている私を気き遣づかってくださらなくてもよろしいのですよ？　私にはアメリアさんがいらっしゃるし、アメリアさんを尊敬し、彼女の側そばにいらっしゃる方々もおりますから」

　途と端たんに、マリオン殿下の眉がピクリと動いた。

　笑え顔がおのはずなのに、空気が凍こおったような気がするわ。

「それよりも、アメリア嬢を尊敬している令嬢達って？」

　意味ありげに私に視線を向けてくるマリオン殿下。

　これは、彼女達がソフィー様に害をなそうと近寄ってきたんじゃないのか疑っているのだろうか。……いや、きっとそうだ。

　話してもいいか空気を読みながら、私はゆっくりと口を開いた。

「……先日、ソフィー様から離れていった元友人の皆さんがロゼッタさんに嫌味を仰っていたので、私が止めたのです。そこでの出来事で傍ぼう観かん者のままではいけないと気付かれた周りの方々が私やソフィー様に話しかけてくださるようになって、それで共に過ごす時間が増えているということなのです」

　これからも話しかけてよろしいですか？　という言葉通り、彼女達は私とソフィー様によく話しかけてくれるようになったのである。

　取り巻きの皆さんが離れて、ソフィー様と二人だったのが賑にぎやかになった。

　話を聞いたマリオン殿下の肩から力が抜ぬけたのがわかった。

　納得してもらえたようで安心する。

「ソフィーが楽しそうに過ごしているみたいで安心したよ。でも、俺が話しかけているのは気遣っているからじゃないよ。俺がソフィーに話しかけたいから、そうしているだけ。そこは勘かん違ちがいしないで欲しいな」

「違うのですか？　私はてっきり……」

「俺はそこまで優やさしい人間じゃないさ。落おち込こんでいないか心配だったのは確かだけど、俺個人がソフィーを大事に思っているからだよ」

「ありがとうございます……」

　ソフィー様は照れたようにマリオン殿下から視線を外した。

「私は幸せ者ですね。マリオン殿下にアメリアさんや他の皆さん。それに、ルーファスもいるのですから。この間なんて、ルーファスからガラス細工をプレゼントされたのですよ？　いつもはぶっきらぼうで素っ気ないのに、大事なところで私を励はげましてくれるのです。本当に優しい弟です」

　途と中ちゆうからルーファス様の自じ慢まんが挟はさまって、私は名前が出ただけなのに挙動不ふ審しんになってしまう。

「アメリアさん？　どうかなさったの？」

「いいいえ、何もございません！　ルーファス様は本当にお優しい方ですよね！」

　うわあ、不審感満まん載さいの言い方だわ。恥はずかしい。

　下を向いて私が落ち込んでいると、マリオン殿下が「本当にね」と話し始めてた。

「ルーファスは大分、口調で損をしているからね。俺は付き合いが長いから、本心を察することができるけれど、他の人はそうはいかないから。もっと、人当たりをよくすればいいのにって歯は痒がゆくなるよ」

「ええ。私もそう思います。あのままでは、いい出会いなどないのではないかと心配になりますもの」

「ああ、それは心配ないよ。ルーファスは、もう心に決めている人がいるみたいだから。この間なんて、二人で出掛けていたみたいだしね。道行く人達の注目を集めていたようだよ？　ルーファスの隣となりにいる、あの美少女は誰なのか、ってね」

「まあ、そうですの？　ルーファスったら、私に教えてくれないなんて……」

　目を見開いて、驚いているソフィー様と同じく、私も衝しよう撃げきを受けた。

　でも、考えてみれば、ルーファス様にだって想おもいを寄せている方がいてもおかしくないはず。

　きっと、ルーファス様に負けず劣おとらずの可か愛わいらしい方なのだろう。あのルーファス様が好きになる方だもの、きっと性格もいいと思う。

　相手が誰がわからないけれど、散々お世話になったルーファス様には幸せになって欲しい。

　幸せになって欲しいと思っているのに、どうしてこんなに胸が痛むのか。泣きそうになっている自分に気が付いた。

　見たこともない、名前も知らない相手を羨うらやましく思うなんて……。

　別に、私はルーファス様のことを好き、なわけ、じゃ。




　…………ちょっと待って。今の私ってまるでルーファス様に恋こいをしているみたいじゃない。

　こんな場面を恋れん愛あい小説で見たことがあるわ。

　恋、私がルーファス様に恋？　ルーファス様を、好き？




　何度も何度も頭の中で反はん芻すうして、これまでのルーファス様との出来事や自分の感情の変化を思い出して、私はやっと自覚した。

　ああ、そうか。私はルーファス様のことが好きになってたんだ。だから、あんなに二人で出掛けた後に胸をときめかせたり、他に好きな人がいると聞いてショックを受けたんだ。

「どうしたの？」

　不意にマリオン殿下から声をかけられ、私はハッと我に返る。

　まさか、ルーファス様のことを好きだと自覚しました、なんて口にすることはできない。

　気持ちを知られるのは嫌。だって、彼かれは他の方が好きなのだ。

　だったら、私がルーファス様のことを好きだというのは言わない方がいい。彼の耳に入って欲しくない。

　気まずくなるのは嫌だから。

　そう思った私は、できるだけ自然に見えるように笑みを浮かべた。

「あの、その、少し考え事をしておりました」

「そう、ならいいけどね。君は結構、自己評価が低いから、何か余計なことを考えているんじゃないかって思って」

「そのようなことはございません」

「あら、そう？　貴女はとても素す敵てきな女性なのに、いつも自分なんて、と仰るじゃない。もっと自信を持ってもよろしいのに」

　自分では素敵な女性だとは思っていないから、ソフィー様の言葉に愛あい想そ笑わらいを返した。

　もちろん、素敵な女性に憧あこがれはある。でも、今の私はせいぜい、地味な女が頑がん張ばっている程度。ソフィー様の言う、素敵な女性の足元にも及およばない。

「他人を変えることができるというのは大した才能だと思うよ。そこは誇ほこってもいいんじゃないかな？　あんまり意固地になっていると、幸せを逃のがしてしまう破目になると思うけれど」

「私を変えたのは紛まぎれもなくアメリアさんなのだから。他の方が仰っても、きっと私は耳を傾かたむけなかったはずよ。貴女だったから、私は変わろうと思ったのだもの」

　お二人から力説され、そうでもないのに、という気持ちと嬉うれしい気持ちが湧わき上あがってくる。

　だって、第二王子とバーネット侯爵家令嬢から言われているのだもの。

　調子に乗るのはダメだと思うけれど、褒ほめられたらやっぱり嬉しいわ。

「……お褒めいただき、光栄です。そのような人に近づけるように精しよう進じんいたします」

　前向きな私の言葉に、お二人は満足げに頷いた。

「君にはもう少し強くなってもらわないと、これから大変だと思うから、前向きに考えてくれて助かるよ」

「何か起こるのですか？」

「起こるというか起こっている。ロゼッタ嬢に嫌がらせを指示しているのがソフィーだって話がどんどん広まっているからね。強く否定してくれる人が必要なんだよ」

　マリオン殿下の言葉に私とソフィー様は顔を見合わせて苦く笑しようする。

「いい迷めい惑わくだと思います。ソフィー様がそのようなことを指示なさるわけがございませんのに……。マリオン殿下がそう仰るということは、信じている方がいらっしゃるということですよね？」

「半々、といったところかな？　ダリモア侯爵側の人間は信じているけれど、それ以外は半信半疑。様子見の状態だね」

　よかった。全ての生徒が信じているわけではないのね。

「でも、これからどうなるのかはわからないからね。俺もできる限りフォローするけれど、ソフィーの一番近くにいるのは君だから。頼むよ」

　ソフィー様が指示していないのは、私が一番よくわかっているもの。

　どんなことがあっても、私は彼女の味方で居続けるわ。

「幸い、私を慕ってくださる方もいらっしゃいますから。それに皆さんもソフィー様の日ひ頃ごろの行動を拝見していれば、きっとわかってくださると思います。何があっても、私がソフィー様をお守りすると誓ちかいます」

「頼もしい言葉だね」

「私がアメリアさんを守ると申し上げたのに、情けないわね」

　確かに最初は、ソフィー様からそう言われた。

　その言葉通り、彼女は私を守ってくれた。絶対的な安心感を与あたえてくれた。

　だから、今度は私の番。

「五年前の恩返しをさせてくださいませ。それに、友人を助けるのは当たり前ではございませんか」

　今の私はソフィー様の取り巻きではない。彼女の友人だと胸を張って言える。

　ソフィー様は、ハッとした後で優しく微ほほ笑えみを浮かべた。

「そうね。そうだったわね。貴女は私の大事な友人。お互たがいに助け合うのが友人だものね」

「ええ。そうです」

　私達が笑い合うと、複雑そうな表情を浮かべたマリオン殿下が苦笑している。

「マリオン殿下」

「ああ、ルーファス。噂うわさをすればなんとやらだね」

「何、それ」

　突然のルーファス様の登場に、私の心臓が速くなる。

　声を聞いただけなのに、ドキドキするなんて……。

　心臓がうるさいくらいにドキドキしつつ、私は声がした方へと視線だけ動かしたけれど、いつもよりも輝かがやいて見えてしまって直視できない。

「アメリア、何をジタバタしてるの？」

　下を向いて顔を手で覆おおっていたら、ルーファス様から話しかけられてしまった。

　顔を覆ったまま動きを止めて、どう返事しようかと私は悩なやんでしまう。

　今までどうやってルーファス様と話をしていたのかわからなくなる。

　いつも通り話しかけるなんて無理だ。

　でも、何か言わないと変だと思われるし……。

「か、顔の」

「顔の？」

「マッサージをしておりました」

「その割には、体がよく動いていたけど」

　さすがにこれは苦しいですよね！　わかってましたとも！

「ま、まあ。何もないならいいんだけど」

「ええ、はい！　何もございません！」

　やった、上う手まく誤ご魔ま化かせた！　という思いが先にきて、私はうっかり顔を上げてしまい、真正面からルーファス様を見てしまった。

　ああ、やっぱり、いつも見ているルーファス様とは違うように見える。

　何か全体的にキラキラしている。いつもよりも倍以上に格好よく見える。

　頭を固定されたみたいにルーファス様から視線を外せない。

　恋って、こういうふうになるんだ。

　自分の思い通りにならない心臓と思考に、私はどうしたらいいのかと悩んでいた。
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　ロゼッタさんに対する嫌いや味みや中傷はソフィー様のお蔭かげで一度は収まった。

　そう、一度は。

　けれど、マリオン殿でん下かの予想通り、今後の出方を決めたであろう王太子殿下が頻ひん繁ぱんにロゼッタさんの隣となりに行くようになってしまったことで、今度は上位貴族の令れい嬢じよう方がたが動き出してしまったのである。

　幸い王太子殿下が一いつ緒しよにいるからか、目立った行動はできないようだが、それでもロゼッタさんが一人でいるところを探し当てて嫌味を言っているらしい。

　さらに、王太子殿下にも上位貴族の令嬢方は近寄り「これはソフィー様の指示だそうです」などと吹ふき込こんでいるのだとか。

　その行動力はどこからくるのかと呆あきれてしまうが、王太子殿下が本気にしたら大変なことになる。

　この騒そう動どうのせいで学院内ではソフィー様陰いん謀ぼう説がますます広まってしまっていた。

　どうしたものかと私は、はぁとため息を吐ついた。

「どうかなさいましたか？」

　前に私に声をかけてきてくれた下級生の女子生徒、名前をミランダさんというのだけれど、彼かの女じよが心配そうな表情を浮うかべながら、私を見ている。

　今はソフィー様とミランダさん達たちと一緒に昼食を食べている最中だというのに、余計な心配をかけてしまった。

「……いえ、ソフィー様の噂うわさやロゼッタさんのことが心配で」

「お気持ちはわかりますが、上位貴族の令嬢方が動いている以上、私達には何もできません。それに王太子殿下がいらっしゃるのですから、嫌がらせも続きませんよ。止まれば噂だって消えるでしょうし」

「ええ。わかっているのですが」

　王太子殿下が動いている以上、無む闇やみに首を突つっ込んだら両親やソフィー様に迷めい惑わくをかける結果となるのはわかりきっている。

　尻しりぬぐいを他の方にさせてまで行うのは、勇気でもなんでもない。ただの無む謀ぼう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、アメリア様」

　もう一人の下級生の女子生徒である、ジェーンさんは、そう口にすると穏おだやかな笑えみを浮かべていた。

「大丈夫とは？」

「確かにロゼッタさんには敵が多いですが、王太子殿下以外の味方も増えたのです」

　あ、味方になってくれいている方もいるのね。

「それなら安心ね。やはりロゼッタさんの人徳なのかしら？」

　ふふっと微ほほ笑えんだソフィー様が心配することなど何もないのよ、と安心させるように私の肩かたに手を置いた。

「人徳と申しますか、身分違ちがいの恋こいに色めき立って、ロゼッタさんと王太子殿下を応おう援えんなさる方が増えたのです。それで……ああ！　申し訳ございません！」

　いきなりジェーンさんは大声を出してソフィー様に頭を下げた。

「突とつ然ぜん、どうなさったの？」

「いえ、ソフィー様の前で申し上げることではございませんでした」

「……ああ、クレイグ殿下のことを仰おつしやったからかしら？　別に構わないのに。ジェーンさんは気にしすぎよ」

「そんな！　ソフィー様のお気持ちも考えずに、無神経でございました」

　ソフィー様がこれまでと変わらぬ態度だったから、つい口が滑すべってしまったのね。

　私だって、その話を知っていたら、きっと同じように口にしていたわ。

「もう！　私は、クレイグ殿下のことはなんとも思っていないのよ。元婚こん約やく者で尊敬する王太子殿下という気持ちしかないわ。だから、私は傷ついていないし大丈夫よ」

　優やさしげに微笑んだソフィー様を見て、ジェーンさんの強こわ張ばった表情が緩ゆるんでいく。

「ですが、ソフィー様の仕業だという噂には本当に腹が立ちます」

　ソフィー様が人を貶おとしめるような方ではないと私達は知っているから、イライラしているというのに、当の本人は平気そうな顔をしている。

「後ろ暗いことなど何もないのだから、堂々としていればいいの。ここで狼狽うろたえたらジゼル様の思う通りになってしまうもの。それにロゼッタさんが私達を信じてくださっているのだから、クレイグ殿下も信用してくださるはずよ」

　明るく言い切ったソフィー様は空気を変えるためか、ああ、そうだわと口にした。

「この間、アメリアさんがお二人に恋れん愛あい小説を薦すすめたと伺うかがったの。もうお読みになって？」

　一いつ瞬しゆんの間の後、ジェーンさんとミランダさんが同時に、はいと口にした。

　そうなの。実はこの間、お二人に恋愛小説を薦めたのよ。

　だって、恋愛小説仲間が欲ほしかったのだもの。盛り上がりたかったのだもの。

　わくわくしながら、私がお二人を見つめていると、先にミランダさんが話し始める。

「恋愛小説は初めて読みましたが、架か空くうの恋愛物にあそこまでのめり込むとは思っていませんでした」

「続きが気になってしまい、なかなか読むのを止められなくて……。あれは悪あく魔まの読み物です。お蔭で授業中に寝ねてしまうところでした」

　好意的な意見に私がテーブルの下で小さくガッツポーズをする。

「もう、アメリアさん。はしたなくってよ」

　注意を受けてしまったが、ソフィー様もこっそり手を握にぎりしめている。

　私は彼女も気持ちは同じであると受け取った。

　恋愛小説仲間が増えたことに、私とソフィー様はニンマリと微笑む。

　布教活動をして本当によかった、と思っていると、ソフィー様が静かに口を開いた。

「それで、心配するお気持ちを一時でも忘れさせることができたかしら？」

　どんな恋愛小説が好みなのかいつか聞いてみたい、と思っていると、お二人に聞こえないくらいの声でソフィー様に言われ、私は真顔になる。

　もしかして、ロゼッタさんのことで何もできない私を心配してくれていたのだろうか。

「殿下もいらっしゃる、味方もいらっしゃる。彼女は一人ではないわ。彼女の側そばにいるということは、きっと殿下は心を決められたでしょうから、公表されるまでの辛しん抱ぼうよ」

「ソフィー様は、いろいろと裏の事情を御ご存ぞんじなのですね」

「当たり前でしょう？　私は当事者よ？」

　そうだったわ。ソフィー様は王太子殿下と話し合っていたし、王家とバーネット侯こう爵しやく家との取り決めのこともあるって言っていたわよね。

　ソフィー様が大丈夫だと口にするなら、本当に大丈夫なのでしょうね。

　でも、せめて陰かげからロゼッタさんやソフィー様の悪い噂を否定して回ることはしたいわ。

「それから、この間、ルーファスから貰もらったガラス細工。あれは、アメリアさんの見立てだったのですってね。ルーファスが口を滑らせたわ。アメリアさんと出掛けたと伺って、驚おどろいたのよ。弟と仲良くしてくれて、ありがとうね」

「いえ、あれはルーファス様が選んだものです。私は何も」

「え!?　アメリア様とルーファス様ってそのようなご関係なのですか！」

「学院内では親しくしているところを拝見したことがございませんでしたが……。まあ、まあ、まあ」

「違います！　ソフィー様への贈おくり物ものを選ぶのにお付き合いしただけです！　他の理由はございません！」

　私は首を振ふって否定したけれど、向けられる視線は生暖かいまま。

「以前、ルーファス様がとんでもない美少女とお出かけなさったと噂になっておりましたが、まさか、アメリア様なのですか？」

「違います！　それは別の方です！　私ではありません。ありえません！」

「ですが、他にお二人で出掛けていたという話は聞きませんでしたよ？」

「秘密にしていらっしゃるのでしょう？　きっと、他の方に知られたくないと思っていらっしゃるのだと思います」

　確かに二人で出掛けたけれど、私は美少女じゃないもの。噂ではとんでもない美少女だったのでしょう？

　尚なお更さら、私ではないわ。

　大体、私はルーファス様を好きだけど、ルーファス様は他の方が好きなんです！　とは彼かれの気持ちを考えると口が裂さけても言えない。

　チクチクと痛む胸を押おさえながら、私はミランダさん達の言葉を全力で否定していた。
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　ルーファス様に好きな方がいると聞いて、とりあえず私は彼かれと会って事実確かく認にんと今後のことを話そうと機会を窺うかがっていた。

　そして、なんとか偶ぐう然ぜんを装よそおって彼と二人で会うことに成功する。

「アメリアから話しかけてくるの珍めずらしい。どうかしたの？」

「あ、いえ。少し、ルーファス様とお話がしたくて」

「ふ～ん」

　興味のなさそうな返答だが、心なしか嬉うれしそうにしていると思えた。

　恋こいをしている私がそう思いたいだけかもしれないけれど。

「それで、話って何？」

「その、今後はこうして二人でお会いするのは控ひかえた方がいいのではないかと思いまして、そのお話をしにきたのです」

「なんで？」

　一気に周囲の気温が下がった気がする。

　ルーファス様の声も物もの凄すごく低かった。

　理由はわからないが、私は彼の地じ雷らいを踏ふんでしまったらしい。

　けれど、ここで言わなければ名も知らぬ少女を悲しませてしまうかもしれない。

「先日、ルーファス様には心に決めた女性がいるとマリオン殿でん下かから伺うかがいまして」

「は？」

「なのに、私と二人で会っていたら、その女性に勘かん違ちがいをされてしまうのではないかと心配になり、それで」

「あ、あの方は……！　どうして余計なことを言うかな」

　額に青筋を立てたルーファス様は、ここにいないマリオン殿下に文句を言っている。

　ということは、やっぱりマリオン殿下が言っていたことは本当なのだ。

　ルーファス様の反応に私の胸がズキズキと痛む。

「た、確かに僕ぼくには心に決めた奴やつがいるけど。それとアメリアと会わないのは関係ないよ」

「ですが、その女性をお好きなのですよね？　……その、お付き合いしたいと思っていらっしゃるのですよね？」

「……まあ、そのつもりだよ」

「でしたら、不誠実な真ま似ねはなさらない方がいいと思います。ルーファス様は魅み力りよく的な方ですから、きっとその女性もルーファス様を好きになってくださると思いますもの。私と会っているのが知られたら、面めん倒どうなことになりかねません」

「今、もうなってるんだけど……」

「すでに知られているのですか!?　きちんと誤解は解いてくださいね！」

　失しつ恋れんしてしまいますよ！　と私が詰つめ寄よると、ルーファス様は遠くを見つめていた。

　現実逃とう避ひをしている場合じゃないと思う。

「どうやって解いたらいいのかわからなくて絶望しかないのに」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。真しん摯しに向き合えばわかってくださるはずです。ルーファス様が好きになるほどの女性ですもの。落ち着いた素す直なおな女性なのでしょう？」

「そうだね。お人ひと好よしで優やさしくて、でも芯しんは強くて正義感もあって。なのに、ちっとも僕の予想通りになってくれないし、振ふり回まわされてばっかりだし、可か愛わいいし。会うたびに好きになるんだ」

　もう言葉が出なかった。

　彼かの女じよのことを話すルーファス様の表情は見たことがないくらいに穏おだやかで優しげで。

　想像以上に彼女のことが好きなのだとわかってしまった。

　でも、失恋したというのに、私は思ったよりもショックを受けていない。

　彼女が愛いとおしいというルーファス様を見て、相手に嫉しつ妬とするよりも彼を応おう援えんしたいという気持ちが先にきたから。

　こんなにも素す敵てきなルーファス様に幸せになってもらいたい。笑っていて欲ほしい。

　端はなから私が彼とお付き合いできるなんて思ってなかったけれど、親しくしていることも事実。

　もしもお付き合いするようになって、親しくしている姿を見た相手の女性がどう思うか。

　私だったら嫌いやだ。傷ついて泣いてしまう。

　そうまでして、ルーファス様と親しくし続けたいとは思えなかった。

「そのお気持ちが相手の女性に伝わるといいですね」

「伝わる気配が微み塵じんもないように思えるんだけど」

「ルーファス様なら大丈夫です！　応援していますからね」

「やっぱり伝わってないし……」

「頑がん張ばってください！　あ、このことはどなたにも話しませんからご安心を。では、失礼します」

「ちょ！」

　呼び止めようとするルーファス様を振ふり切きって、私は足早にその場を後にした。

　彼を好きだという気持ちは変わらないけれど、気持ちに踏ふん切ぎりはついた。







　そんなことがあって、ある意味心が晴れ晴れとしていた私はその日お母様と一いつ緒しよに、お母様の友人である子し爵しやく夫ふ人じんが主しゆ催さいするお茶会へと招かれていた。

　私わたし達たちの他にも数組の母娘おやこが招かれていたんだけれど、その中になんとロゼッタさんがいたのだ。

　どうやら、気落ちしている彼女を親しん戚せきの女性が連れてきたらしい。

　チラリとロゼッタさんの様子を見てみると、彼女はお茶会を楽しんでいるようには見えなかった。

　どちらかというと落おち込こんでいるような感じがする。ここには学院で彼女を攻こう撃げきする上位貴族の令れい嬢じよう方はいないのに……。

　それだけ、学院内で上位貴族の令嬢達から嫌がらせされているのが辛つらいのかもしれない。

　味方が多いとはいっても、不意打ちで悪意をぶつけられたらそうなっても仕方がない。

「ごきげんよう、ロゼッタさん」

　下を向いていたロゼッタさんに私が声をかけると、彼女はハッとしたように顔を上げた。

　私を確認した彼女は目を見開いて驚おどろいている。

「ご、ごきげんよう、アメリアさん」

「このような場でロゼッタさんとお会いできるなんて思っていませんでした」

「はい、私もです。アメリアさんのお母様は子爵夫人とご友人だったのですね」

　ロゼッタさんは微ほほ笑えんでいるけれど、どこかぎこちなさがある。

「あの、その後、ソフィー様はいかがでしょうか？　本当に傷ついてはいらっしゃらないでしょうか？　前にソフィー様は気にしていないと仰おつしやっていましたが、さすがにお言葉をそのまま信じることもできなくて」

「私が拝見した限りでは、傷ついていらっしゃいませんよ。最近は、親しくしているミランダさんやジェーンさんと一緒に恋れん愛あい小説のことで盛り上がっていますので」

「恋愛小説で、ですか？　ソフィー様でも恋愛小説を読まれるのですね。少し意外です。ですが、お元気そうで安心いたしました」

「ですので、ロゼッタさんがそこまで心配なさらずとも大丈夫です。ソフィー様は前を向いていらっしゃいます」

　そこまで責任を感じなくても大丈夫だと私がロゼッタさんに伝えると、彼女はホッとしたように息を吐はき出だした。

「それにソフィー様は、お二人の仲を応援していらっしゃいますもの」

「そうなのですか!?」

　信じられないとでも言いたげに、ロゼッタさんの目が大きくなる。

　まあ、そうなるだろう。お二人の婚こん約やく解消になったきっかけの張本人からしたら、その反応になるのも納なつ得とくだ。

「約束を破って、今もクレイグ殿下とお話ししている私を怒おこってはいないのですか？」

「あれは仕方のない部分もございます。上位貴族のご令嬢が出られている以上、王太子殿下かマリオン殿下しか止められませんし、庇かばえませんもの。大体、ロゼッタさんから話はなしかけているわけではないですし。それよりも、ロゼッタさんは大丈夫ですか？　お辛くはありませんか？」

　学院から離はなれた場所で嫌がらせのことを話題にするのはいけないとは思うけれど、ロゼッタさんの様子が深刻そうだったので、つい私は口にしていた。

　キュッと口を結んだ彼女は、視線を下に向ける。

「クレイグ殿下や一部の方が助けてくださるので、そこまで辛くはないのです。それに、私のしたことはこれぐらいでは償つぐなえませんから」

「それなのですが、ロゼッタさんは、必要以上に責任を感じていらっしゃると思うのです。償いということなら、ベイリー男だん爵しやく家に対する処しよ罰ばつで済んでいるではありませんか。王家とバーネット侯こう爵しやく家が、それでよしとしたのなら、ロゼッタさんはすでに罪を償っていると思うのです」

「ですが、ソフィー様の幸せを壊こわしてしまったのに、このような罰でいいはずがないと思ってしまうのです。私のしたことは、最低のことなのに……。それに、ソフィー様は私とクレイグ殿下のことを応援してくださっている。そう思うと、私はクレイグ殿下の手を取るべきではないのかもしれません」

　どうして、王太子殿下の手を取らない方がいいという話になるの？

　婚約は解消となって、ソフィー様はお二人を応援している。ロゼッタさんに対する処罰はされたし、その後に王太子殿下とお付き合いしても、混乱はあれど、前ほど問題にはならないんじゃないかしら？

　まあ、婚約解消に至った原因の女性と付き合うというのは、世せ間けん体ていが悪いと思うけれど。

「あの、お二人が両想いであれば、世間体はよくありませんが、お互たがいに婚約者もいないので大丈夫なのでは？」

「…………私は、クレイグ殿下と結ばれるのが本当にいいことなのかわからないのです。クレイグ殿下との身分のこともございますし、あの方の未来を閉ざしてしまっていいのだろうかと思ってしまいまして。それに私は、誰だれかを不幸にしてまで、幸せになりたいわけではないのです」

　誰かを不幸にしてまで幸せになりたいと思わない。

　その言葉を聞いた私は、先日偶然を装って会うことに成功したルーファス様との出来事を思い出していた。

　きっとロゼッタさんも同じ気持ちなのよね。

　立場と経けい緯いを考えたら、彼女のように思うのも無理はないと思うけれど、ちょっと責任を感じすぎだと思うわ。

　私と違ちがって彼女と王太子殿下は両想おもいなのだから。

「ここで王太子殿下と離れたら、きっとロゼッタさんは後こう悔かいします。ご自分の気持ちに正直になられるのが一番だと思いますよ？　王太子殿下のことがお好きなのでしょう？　殿下もロゼッタさんをお好きだと仰っているのですから、遠えん慮りよすることなどありません」

「アメリアさん……」

「罰ばつはもう受けていらっしゃるではありませんか。あとはロゼッタさんがどうなさるのかというだけです。私は貴女あなたを応援します」

「……そのように優しい言葉をかけてくださるなんて」

　ロゼッタさんの可か愛わいらしい顔がクシャリと歪ゆがみ、目から大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。




　どうしよう！　泣かせてしまったわ！

　泣かせたかったわけじゃなかったのに、どうしよう！




　私がアタフタしていると、ロゼッタさんはハンカチーフを取り出して目元を拭ぬぐっている。

　あと一押おしで彼女の心が決まると私は予想した。

「ソフィー様は王太子殿下へのお気持ちはもうないと謝罪も受け入れていると仰っておりました。貴女が王太子殿下の手をお取りになっても、ソフィー様は傷つきません。ソフィー様を理由にしてあれこれ考えるのはおやめください」

　言い終えた後で、私は冷静になって自分の失言に頭を抱かかえる。

　ロゼッタさんに対して、キツイことを言ってしまった。

　考えなしだったと自己嫌けん悪おしていると、ポカンと口を開けたロゼッタさんが呆ぼう然ぜんとした様子で私を見ていた。

「余計なことを申し上げてしまいましたね。申し訳ございませんでした」

「……いえ、いいえ。アメリアさんの仰る通りです。私はずっとソフィー様に申し訳ない、傷つけてまでクレイグ殿下と一緒になるのはいけないと、そればかり考えておりました。ですが、それは許してくださったソフィー様に対してとても失礼なことをしていたのですね……。ここまで言われないと気付けないなんて、情けないと思います。悲劇のヒロインに酔よっているだけだったと気付かせてくださって、ありがとうございます」

　涙が止まったロゼッタさんは、深々と私に頭を下げている。

　その様子に私は慌あわてふためく。

「おやめください！　頭を上げてくださいませ。余計なことを申し上げたのは私なのですから」

「いいえ。私の思い上がりを指し摘てきしてくださっただけです」

　顔を上げたロゼッタさんは、先ほどまでの落ち込んだ様子とは違い、わずかに笑えみを浮うかべていた。

「一度、きちんとクレイグ殿下とお話しをしてみようと思います。その上で、あの方の手を取るかどうかを決めます。ありがとうございました」

　もう一度、頭を下げたロゼッタさんはニコリと笑うと、私から離れていった。

　失言したと思っていたことが、どうやら彼女のためになったみたい。

　……いい方向に行きそうでよかったとは思うけれど、本当にこの性格をなんとかしないと。

　感情のままに動くのは自重しないといけない。

　私はロゼッタさんの後ろ姿を眺ながめながら、そう思っていた。







　その様子を冷ややかな目で見ている方がいたとも知らずに。
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「いい加減にしてくれないか！」

　学院内の玄げん関かんホールで突とつ然ぜん誰だれかの大声が響ひびき、私はソフィー様と一いつ緒しよに驚おどろいて足を止めた。

　声のした方を見てみると、そこには声を出したと思われるクレイグ王太子殿でん下かと彼かれに庇かばわれる形で青ざめているロゼッタさん。

　そして、王太子殿下の前で震ふるえているジゼル様達たちがいた。

　これは一体、どういう状じよう況きようなのだろうか。

「今、君はロゼッタに嫌いやがらせをするよう指示している人間がいると言っていたが、まさかソフィーだと言うんじゃないだろうな。彼かの女じよがそんなことをするような人間じゃないことは俺おれが一番よく知っている。大体、指示しているのは君だろう？　俺が何も知らないと思っているのか？」

「違ちがいます！　私はいつも彼女を庇っておりますのよ！　嫌がらせの指示などしておりませんわ！　誤解です！」

「ああ、そうだったな。君は他の令れい嬢じようから嫌いや味みを言われているロゼッタを助けていた。だが、それはあまりにも頻ひん繁ぱんだ。どうして人気のないところでも顔を出せる。どうやって知った？」

「……それは。それは、私の友人がロゼッタさんを連れ出したと報告があったので、それでですわ！　何もおかしなことはございません」

　顔面蒼そう白はくのジゼル様は声を荒あららげている。

　もしかしたら、ジゼル様は王太子殿下にソフィー様が黒幕だって伝えようとしたのかもしれない。だけど、王太子殿下はジゼル様がロゼッタさんのいじめを指示していると言っていたから、何か証しよう拠こを持っている可能性がある。

「私の元友人の皆みなさんを使ってあれこれとされていらしたから、私はジゼル様が指示していたと予想していたけれど、あれでは疑われても仕方ないわね」

「どこにでも顔を出していたら、ジゼル様だと思われても仕方ありませんよね。最初のやり取りで私もジゼル様が手を引いていらっしゃると思っていたわけですが」

　私達が冷静に話している中、王太子殿下は自分達に向けられている多数の生徒の視線を気にする素そ振ぶりもなく、ただジゼル様を険しい顔で見み据すえていた。

「おかしなところはないだって？　なら、君の友人ではない生徒達がロゼッタに嫌がらせをしていたときにも君が現れていた理由はなんだ。まさか、他の生徒も君に報告していたというのか？」

「ぐ、偶ぐう然ぜんですわ！　たまたま通りかかったのです！　ロゼッタさんが標的となっていることは有名でしたので、彼女のことをそれとなく気にしておりましたの。ですので、他の方よりも彼女を助けることが多かっただけです」

「では君がロゼッタに、まるでソフィーが指示しているようなことを言っていた件はどう説明する？　先ほども言ったが、俺はソフィーが卑ひ怯きような真ま似ねをする人だとは思っていない。ジゼル嬢だってソフィーと付き合いは長いのだから、性格はよく知っているはずなのに、随ずい分ぶんとしつこくロゼッタに言っていたらしいじゃないか。理由を説明してもらえないか？」

　言葉に詰つまってしまったジゼル様が王太子殿下から視線を外して周囲を見回している。

　まるで誰かを探しているような感じだ。一体どうしたというのだろうか。

　追い詰められて言い訳を考えているとか？　って目が合ってしまった！

　私を見たジゼル様は動きを止めた。

　さっきまでは明らかに動どう揺ようしていたはずなのに、なぜか彼女は落ち着きを取とり戻もどしていた。

　彼女はゆっくりと下を向きつつ、しおらしい態度で口を開く。

「それは……私も最初はソフィー様が指示されていると思っていたからでございます。ですが、この間友人からあるお話を聞いて、それは違っていたのだと思い至ったのです。今日殿下に伝えたかったのは、ロゼッタさんに嫌がらせをするよう指示していたのはソフィー様ではなく、その者だという件なのです」

「君でもなければ、ソフィーでもないと？」

「はい。私が個人的に調べた結果、真犯人がわかったのです」

「では、一体誰が」

　半信半疑といった王太子殿下の言葉に、ジゼル様は顔を上げた。

「ロゼッタさんをいじめるよう指示していた真犯人は彼女だったのです！」

　大声を出したジゼル様が、こちらの方を向いて勢いよく指を指してきた。




　まさか、ロゼッタさんをいじめるよう指示していた人物が近くにいるなんて……！




　私は誰なのかと思って周囲を見回した。

「…………アメリアさん。あれは多分、アメリアさんを指差しているのだと思うわ」

「はい!?」

　ソフィー様に言われ、私はゆっくりとジゼル様を見る。

　うわっ！　すごく目が合っているわ！

　って、私!?　真犯人って私!?

「いや、違いますよ！　私じゃありませんよ！」

　手と首を振ふって私は全力で否定する。

「落ち着いて、アメリアさん。私は貴女あなたが指示していたなんて疑ってもいないわ」

　ソフィー様に優やさしく肩かたを抱だかれ、狼狽うろたえていた私は涙なみだ目めになる。

「なんて白々しい態度なのでしょうか！　クレイグ殿下、騙だまされないでくださいませ！　彼女は王太子妃ひになりたいという理由でソフィー様に近づき、婚こん約やく解消となるように仕向けた悪人なのです！」

「……そうなのか？」

　半信半疑という感じで王太子殿下が私に視線を向けてきた。

　もちろん、違うので私は首を振って否定する。

「違うらしいが」

「彼女が噓うそをついているだけですわ！　実際、彼女がソフィー様と親しくなってから、ソフィー様は変わられたではありませんか。そうして、本当にソフィー様とクレイグ殿下との婚約は解消となりました。今度はロゼッタさんに嫌がらせをするよう裏で画策して、彼女を排はい除じよしようとしたのですわ。全てご自分が王太子妃となるための策でございます」

「とは言われても、俺は彼女と話をしたことがあるが、そんな人間には見えなかった。心からソフィーを尊敬しているように見えたし、俺のことに興味もなさそうだった。むしろ、信しん頼らいに値あたいする人物だという印象を持ったが。それに王太子妃になりたいと言われても、彼女の人ひと柄がらをよく知らない俺が好きになることは難しいと思うが」

　仰おつしやる通りでございます。

「きっと、嫌がらせが成功してロゼッタさんが離はなれた隙すきに傷ついたクレイグ殿下を慰なぐさめることで、殿下に好きになってもらおうとしているのですわ！」

　ジゼル様、物もの凄すごい勢いで言ってのけているので王太子殿下が引いていますよ。

　あと、ロゼッタさんも。

「よく、あのようなことがスラスラと出てきますね」

「ジゼル様がそうなさろうと考えていらしたからでしょうね。でも、クレイグ殿下がそのような策に騙されるとは思えないわ」

「ええ、私もそう思います」

　のほほんとソフィー様と話していると、ジゼル様がキッと私を睨にらみつけてきた。

　本当に巻き込むのをやめて欲ほしい。

「貴女、この間のお茶会でロゼッタさんを泣かせたそうじゃない！　本ほん性しようをあらわすのが早すぎましたわね」

「え？　泣かせた？」

「わざとらしいですわよ！　お茶会に出席された友人から聞きましたわ。貴女とロゼッタさんがお二人で話をしていたら、ロゼッタさんが急に泣き出したと」

　急に泣き出した？　……あ！　お母様のご友人に招かれたときのことを言っているのだわ！

　会話が聞こえなかったら、確かに私がロゼッタさんを泣かせているように見えたかもしれない……。

　真実を言おうにも、ロゼッタさんとの会話内容を話すことはできない。

　秘密の話だとは言われていないけれど、大勢の人の前で話すような内容じゃないし。

　どう説明しようかと悩なやんでいると、王太子殿下の後ろにいたロゼッタさんが歩み出てきた。

「違います！　あれは、クレイグ殿下とのことに悩んでいた私の話を聞いてくださっただけです。泣いたのは、アメリアさんの優しさが嬉うれしかったからです」

「ですから、それがあの者の策なのですわ」

「いいえ。アメリアさんは、悩んでいる私の背中を押おしてくださいました。私がソフィー様を理由にして逃にげていると気付かせてくださいました。そのアメリアさんが王太子妃になりたいと考えていらっしゃるとは思えません」

　震えるロゼッタさんを王太子殿下がそっと抱きしめて落ち着かせている。

「あのような可か愛わいらしさが私には足りなかったのでしょうね」

「いえ、私の前ではソフィー様はあのような感じですよ？」

「そうかしら？」

「何を吞のん気きに部外者ぶっているのです!?」

　ソフィー様の可愛らしいところを口にしようとしていたら、ジゼル様に叱しかられてしまったわ。

「いえ、身に覚えがございませんので。それに私にそのような度胸はございません」

「そうです！　アメリア様はいじめを指示なさるような方ではございません！」

「公衆の面前で、見ている者も加害者だと仰ったアメリア様がなさるわけがありません」

　人混みの中から私を慕したってくれているミランダさんとジェーンさんの声が聞こえて、泣きそうになってしまう。

　周囲の生徒達も、そうだそうだと同調してくれている。

　前を向こうといろんな方に話しかけていたことで、私がそういう人間じゃないと信じてもらえていたのかもしれない。

　過去の自分を改めようと行動していてよかったわ。

「大体、アメリアさんが王太子妃になりたいと仰ったのを直接聞いたのですか？」

　冷静な口調のソフィー様がジゼル様をジロリと睨みつけている。

「仰ってはおりませんでしたが……。ですが！　彼女は十年前に我わが家やで行われた演奏会に出席されていました。高飛車で、ご自分が一番の美少女なのだと信じ切っている彼女の姿を私は見ております。性格はそう変わりません。ですので、内心では、ご自分が王太子妃として相応ふさわしいと思っていらしてもおかしくはございません」

「……ああ、あれはジゼル様のお屋や敷しきだったのですね」

「は？」

　私の言葉にジゼル様は真顔になっている。

　だって、あの出来事がショックすぎて、どこの貴族から招待されたのか覚えていなかったのだ。

　だから、ジゼル様は私のことを知っていたのだと納なつ得とくしていると、不ふ機き嫌げんそうなルーファス様がこちらにやってきた。

　仏ぶつ頂ちよう面づらでも格好よく見えてしまうなんて、末期かもしれない。

　気持ちの整理はついたはずなのに心臓のドキドキは止まらないし、目が自然と彼を追ってしまう。

「なんか面めん倒どうなことに巻き込まれてるし」

「ごきげんよう。まさか、私に矛ほこ先さきが向かってくるとは思いも寄りませんでしたので」

　声が上うわ擦ずらないように冷静に、冷静にと考えながら、私が参りました、と笑っていると、ルーファス様はため息を吐ついてジゼル様を見た。

「いい加減にしたら？　アメリアが王太子妃になりたいなんて考えているわけないでしょう？」

「関係のない方は口出ししないでくださいな」

「関係なくはないよ。僕ぼくはアメリアが王太子妃に興味がないって知っているからね。……だって、彼女は僕の婚約者なんだから」

　ルーファス様の言葉に、その場の全員の動きが止まる。




　今、なんと？　婚約者？　私が？　ルーファス様の？




「こ、こん、婚約者!?　ルーファス様とアメリアさんが!?　ありえません！　そのようなお話は両親から聞いておりませんわ！　噓までついて彼女を庇うなんて……！」

「噓じゃないし。姉さんのことがあって、公表するのが遅おそくなっているだけだよ。バーネット侯こう爵しやく家とレストン伯はく爵しやく家で合意しているしね」

　そうだったの!?　私は何も聞いていないわ！

　というか、ルーファス様には好きな方がいるはずよ。なのに、私と婚約するなんてありえないわ。

　大体、本当だとしてもうちと婚こん姻いん関係を結んだところで、バーネット侯爵家の得にはならないもの。

「あの、ルーファス様」

「アメリアは黙だまってて。僕に任せておけばいいから」

　そう言って、ルーファス様が優しく微ほほ笑えんだ。

　これは私が口を出すとマズイってことかしら？

　だとすると、私を助けるために噓をついているということ？

　でも、そうなると他の生徒もいるのに、どう説明するの？　私を助けるための噓だったって説明されると、いたたまれなくなる。

　助けてくれるのは嬉しいけれど、ルーファス様が好きな方に誤解されてしまいかねない行こう為いだわ。

「ということで、アメリアが王太子妃になりたいとは思っていないってわかってくれた？」

　まさか、こんな話が出てくるとは思っていないだろうジゼル様は唇くちびるを嚙かみしめている。

　綺き麗れいなだけあって、物凄い迫はく力りよくだわ。

「後は、王太子殿下に任せます。ちゃんと言いい逃のがれできない証拠もあるんですよね？」

「ああ、ちゃんとある。それとルーファス、君の婚約者を巻き込んでしまって申し訳なかった」

「いえ、疑いを持たれるのが嫌だっただけですので。こちらには構わず、続けてください」

　で、皆さんの注目は王太子殿下とジゼル様に戻もどった。

　ああ、どうかルーファス様の好きな方がこの場にいませんように。

　誤解を解くのがもっと大変になるもの、と私が考えていると、王太子殿下の話が再開される。

「ジゼル嬢。君が大人しく罪を認めていれば出すこともなかったが、仕方あるまい。この手紙に見覚えがあるな？　これは、君の友人に送られたもので、中にはロゼッタをいじめるようにと書かれている。この手紙に使われている紙は他国で作られているもので、取引があるのはダリモア侯爵家のみ。筆ひつ跡せき鑑かん定ていもさせたが、君が書いたという結果が出た」

「違います！　私はアメリアさんに嵌はめられたのですわ！」

「あと、君は友人に自分が王太子妃となったら、便べん宜ぎを図はかると約束していたそうじゃないか。疑うたぐり深ぶかい君の友人は、その旨むねを書面にしてもらっていた。罪悪感のあった彼女からその手紙を俺は受け取っている。醜みにくい言い訳を口にしないでもらえるか？　大体、人に罪をなすりつけようとする女性を俺が選ぶはずもない。そもそも、気位だけが高くて他者を見下すような性格の女性はご免めんだ」

　王太子殿下にキッパリと拒きよ絶ぜつされたことで、ジゼル様が唇を震わせている。

　それにしても、王太子殿下ってジゼル様の本来の性格を知っていたのね。

「では、どなたを選ばれるというのです！　まさか、そこの貧びん乏ぼうな女ではないでしょうね！」

　怒いかりで体を震わせているジゼル様は、憎にくしみの籠こもった目でロゼッタさんを睨みつけた。

「彼女は王太子妃には絶対になれませんわ！　だって、そうでしょう？　王家の顔に泥どろを塗ぬった、ただの貧乏な男だん爵しやく令嬢ですわよ？　クレイグ殿下がお選びになっても、国王陛下や王おう妃ひ様がなんと仰るか！」

「君に心配されなくても、父上達とはすでに話し合っている。ソフィー、もしくは上位貴族の令嬢を選んだ場合は現状維い持じ。ロゼッタを選んだ場合、俺は王位継けい承しよう権を放ほう棄きして、卒業後は一臣下として生きていく、とな」

「な、な……」

　言葉が出ないのか、ジゼル様は口をパクパクとさせていた。

　周囲の生徒達も驚きのあまり王太子殿下を凝ぎよう視ししているし、そんな話になっていたと知らなかった私も驚いた。

　けれど、ロゼッタさんは至って落ち着いている。

　どうやら、王太子殿下は彼女に全てを話していたようだ。

　周囲がどよめく中、ジゼル様は持ち直したのか、目つきをさらに鋭するどくさせる。

「王太子と王族という地位を捨てられるのですか……！　父親が亡なくなれば、平民になるしかない、そんな女と結けつ婚こんするために！」

「俺はロゼッタとは結婚しない。いや、できない。そもそも、俺は生しよう涯がい誰とも結婚はしない。子供も残さない。一代限りの公こう爵しやくとして生きていくことを条件にロゼッタとのことを承しよう諾だくしてもらえた。だから、ロゼッタには結婚しない代わりに、生涯俺の側にいて欲しいと願った」

「……彼女のどこがいいと仰るのですか……。目を覚ましてくださいませ！　クレイグ殿下は、他の令嬢とは少し違う彼女が物もの珍めずらしいだけですわ。周囲から反対されて勘かん違ちがいをしていらっしゃるだけです」

「ソフィーと婚約していたときは一時期ロゼッタと会うことができず、思いが募つのるばかりだった。そのときは、置かれた状況からそう感じていると思っていたよ。だが、婚約が解消となって、障害が何もなくなってもロゼッタに対する気持ちは変わらなかった。むしろ日増しに強くなっていくほどだ。彼女がいじめられていると聞いて、居ても立ってもいられなくなって、俺は何があってもロゼッタを愛していることに気付いたんだ。彼女以外の女性など、考えられない」

　周囲は息を飲み、王太子殿下を静かに見つめている。

　私は、まるで恋れん愛あい小説みたいだわ、と関係ないことを思っていたけれど、ジゼル様一人だけが、怒りで体を震わせていた。

「……だからといって、王族としての務めを放棄するなど無責任ではありませんか？」

「ああ、俺は王族としての役目を果たさない馬ば鹿かだ。国よりも一人の女性を選んだ大馬鹿者だ。だが、どこかでホッとしている。側に王として相応しい者がいたにも拘かかわらず、第一王子という理由だけで王太子になり、失敗すれば落らく胆たんされ、上う手まくやっても当たり前にしか見られないのが辛つらかった。皆の期待が重圧だった。俺は最初から王太子に、王に相応しい器うつわではなかったんだ。無理をして皆が理想とする王太子を演じていたに過ぎない。王太子妃として相応しいソフィーから目を背そむけ、彼女を傷つけた最低の人間だ」

　王太子殿下は、ゆっくりと視線をジゼル様からソフィー様に向ける。

「俺の最大の被ひ害がい者は君だ。君の想おもいから目を背け逃げたことを謝罪する。本当に申し訳なかった。臣下として、王と王太子となるマリオンとその妃を支え続けると誓ちかう。死ぬまで国のために身を粉にして働くと誓おう」

「いいえ。私もクレイグ殿下に理想の王太子殿下のお姿を押しつけておりました。その点でいえば、私も加害者でございます。クレイグ殿下の辛さ、苦しさに気付けなかった私にも責任がございます。道は違たがえますが、どうか、無理はなさらずに。ロゼッタさんとお幸せに……」

「ああ。君も、どうか幸せに」
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　王太子殿下の言葉からすると、ロゼッタさんは彼と共に生きることを選んだのだ。

　やったことがやったことだから、結婚できないのは仕方のない部分もあるけれど。

　どこかシンミリとした空気が周囲に流れているが、頭に血が上ったジゼル様には関係ないらしく、鼻息が荒いままである。

「クレイグ殿下は───」

「ジゼル嬢、今回の君の件だが、陛下と王妃、ダリモア侯爵に報告させてもらう。家に対する注意と謹きん慎しん処分で済まされるだろうが、今後、ロゼッタには近づくな。俺は君のしたことを死ぬまで忘れない。話は以上だ。行こうロゼッタ」

　これ以上話をするつもりはなかったのか、王太子殿下はジゼル様の話を遮さえぎった。

　こちらに目を向けた彼女が私とソフィー様に向かって深々と頭を下げる。

　彼はそんなロゼッタさんの背中に手を添そえて、立ち去っていく。

　去って行く彼らの後ろ姿を見つめていると、過呼吸になったジゼル様も友人に抱かかえられながら校舎へと消えていった。

　残された生徒達は、今しがた起こったことを興奮気味に話したり、マリオン殿下が王太子になることに黄色い声を上げたりしている。

　もしかして、王家とバーネット侯爵家の取り決めってこのことだったの？

　代わりにマリオン殿下が王太子となることで、ソフィー様と王太子殿下の婚約解消が認められたということだったのね。

　なんにしても、一連の騒そう動どうが解決してよかった。

　ホッとするものの、私はまだ問題がひとつ解決していないことに思い至った。

　そう、ルーファス様との婚約話だ。
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　とんでもないことになったわ、と呆ぼう然ぜんとしていると、私は手をガシッと摑つかまれた。

「どうして仰おつしやってくれなかったの!?」

「あの、ソフィー様？　何がでしょうか？」

「婚約の話よ！　アメリアさんが義妹いもうとになるだなんて……」

　ソフィー様は嬉うれしそうに目をキラキラさせて、私の手を痛いくらいに握にぎりしめている。ち、力が強いです！

「婚約はルーファス様の作り話です！　噓うそです！　ね？　ルーファス様」

「いや、本当のことだけど？　まだレストン伯はく爵しやく家には話してないだけ」

　しれっと言われて、私は口をあんぐりと開けた。

　今、本当のことって言った？

「うちの両親には話してあるんだ。近いうちにレストン伯爵家に打だ診しんするつもりだから、噓は言ってないでしょ」

「私を助けるためについた噓を真まことになさらずともよろしいのですよ？　それに、婚約するにしても陛下の許可が必要ですよね？」

「それなら大だい丈じよう夫ぶ。姉さんの件で王家はバーネット侯こう爵しやく家に借りがあるからね。話がまとまればすぐに許可を出してもらえる」

　でも、ルーファス様はそれでいいのかしら？　だって、好きな方がいるのよね？

「あの、もしかして先ほど公言してしまったことで、ルーファス様が好きな方に勘かん違ちがいをされて修復が不可能になったから、とかではないですよね？」

「その勘違いを解くために公言したんだけど」

「ええ!?　私と婚約することと勘違いを解くのになんの関係があるというのですか」

　意味がわからないと言うと、ルーファス様が頭を抱かかえた。

「……あの、それにレストン伯爵家は普ふ通つうの家いえ柄がらですよ？　バーネット侯爵家の得にはならないと思いますが」

「得にはならないけど、損にもならない。うちはこれ以上家を大きくする必要はないしね。跡あとを継つぐのは兄さんだし、僕ぼくは割と自由が許されているの」

　うちが中位貴族だからこそ、バーネット侯爵は婚約話を受け入れたのかしら。

　話が急すぎて、戸と惑まどいの方が大きいわ。

　すると、黙だまってしまった私を見るルーファス様の顔がどんどん不ふ機き嫌げんになっていく。

「何？　僕と婚約するのがそんなに嫌いやなの？」

「いえ、そのようなことはありません！　突とつ然ぜん降って湧わいたお話ですし、信じられない気持ちの方が大きいですけれど、どちらかといえば嬉しいと思っています」

「じゃあ何？　両親と離はなれるのが嫌だとか？　だったら心配はいらないよ。僕がレストン伯爵家に入るからね」

「ええ!?」

「僕は次男だし。それに受うけ継つぐ予定の領地はレストン伯爵領から離れているから、アメリアが寂さびしくなるかなって思って。なら、僕がレストン伯爵家に入った方が話は簡単でしょ」

　サラッと言っているけれど、本当に本当なの？

　好きな方のことは諦あきらめてしまうの？

「あの、私を助けるために勢いで仰ったのなら、まだ口から出任せだと説明すれば皆みなさんに納なつ得とくしてもらえると思いますが」

「はあ!?　僕がアメリアを助けるためだけに噓を言うわけないじゃない！　あといい加減、気付いて欲ほしいんだけど。どうして好きでもない女のために、僕がそこまでしないといけないの！」

「そ、そうですよね！」

　思わず言ってしまった後で、私はルーファス様が『好きでもない女のために』と口にしたことに気付いた。

　え？　まさか、そんな、と思いつつ、私は遠えん慮りよがちに口を開く。

「あの、もしやと思いますが、私の思おもい違ちがいだったら非常に申し訳ないのですが、その、ルーファス様の好きな方って、私……なのですか？」

「そうだけど、文句ある!?」

　なんてことなの!?　まさか、ルーファス様の好きな人が私だったなんて！

　あのルーファス様が！　天使のようなお顔をしたルーファス様が私を好き!?

　惚ほれ薬を使った記き憶おくなんてないわよ！

「一体、いつから」

「初めからだけど！」

「え？　初めから？」

「そうだよ！　十年前に一ひと目め惚ぼれをして、同一人物だと気付かずに姉さんと二人でいるときに、なんて優やさしくて人のために頑がん張ばれる子なんだろうって思ったのがきっかけだよ！　悪い!?　大体、なんで気付かないの!?　女に対して愛あい想そがない僕が話しかけたり助けたりプレゼントしたり、二人きりで出掛けたりしていたのに」

「で、ですが、私はマリオン殿でん下かから、とんでもない美少女とお二人で出かけたことや、その女性を好きだということを伺うかがっていたので、絶対に私ではないと思っていたのです」

「それ、アメリアのことだから！」

　……は？

　とんでもない美少女だと噂うわさされていたのは私だったの？

「だから可か愛わいいって言ったでしょ！　他の奴やつの目に触ふれさせたくなくて、個室にしたってのに……」

　そんなこと言われても、まさか噂の張本人が自分だなんて気付きもしなかったのだもの。

　お母様の言葉にも全力で否定していたのに……まさか当たっていたなんて。

「で、婚約の話に戻もどるけど、アメリアは僕と婚約するのは嫌じゃないんだよね？　たとえ、僕に恋れん愛あい感情を抱いだいていなくても、婚約している間に絶対に僕に惚れさせるから。他の男なんて見る暇ひまがないくらいに一いつ緒しよにいるし、アメリアが望むのなら毎日好きだって言ってもいいんだから。だから、これからの人生を僕と歩いて欲しい」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで口にするルーファス様を見たら、断るなんて考えられないわ。

　ルーファス様はいつだって私を助けてくれたし、私の背中を押おしてくれたもの。

　他に好きな方がいると思ったから、その方との幸せを願っていたのに、その好きな方が私で両想いだったなんて。

「アメリア？」

　黙ってしまった私を心配するような声がした。

　でも、私は両想おもいだと知ったことで、すっかりのぼせ上がってしまっている。

　ダメだ。ルーファス様はきちんと私に告白してくれたのだから、私もそれに応えないと。

「あ、あの、信じられない気持ちの方が大きいのですが、婚約話が本当だと知って嬉しいです！　私にルーファス様の相手が務まるかわかりませんが、努力しますので婚約話を進めてください。あと、これから、よろしくお願いします！」

「本当に？　本当に婚約してくれるの？」

「はい」

「じゃあ、アメリアさんと義理の姉し妹まいになれるのね！　こんなに嬉しいことはないわ」

　弾はずんだ声がしたと思ったら、私はソフィー様に抱きしめられていた。

「ちょっと、姉さん！　うらやま、はしたないよ！」

「あら、貴方あなたはそこで指をくわえてご覧になってなさい」

　ふふん、とソフィー様は挑ちよう発はつするようなことを言っている。

　婚約、婚約かぁ。私がルーファス様と。

　一度は諦めたはずなのに、思いがけない形で本当のことを知って夢ゆめ見み心ごこ地ちの私は、ソフィー様と喜びを分かち合った。
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　地に足がついていないような足取りで私が帰宅すると、お父様とお母様が血相を変えて駆かけ寄よってきた。

「リ、リアちゃん！　さっき、バーネット侯こう爵しやく家の使者がいらして、リアちゃんとルーファス様との婚こん約やくを打だ診しんする手紙を受け取ったのだけれど！」

「どういうことだ！　ルーファス様と親しくしていたなんて聞いていないぞ！」

「やっぱり、私の勘かんは当たっていたのね！　バーネット侯爵家のルーファス様だなんて。さすがよ、リアちゃん！」

「どうして私に報告しなかった。よりにもよってバーネット侯爵家とは……。表立って細かく刻んでやれないじゃないか！」

「落ち着いてください！　あと同時に話さないで……！」

　お母様は満面の笑えみだし、お父様は顔を真っ赤にしているし、あまりに対照的すぎるわ。

　でも、いきなりバーネット侯爵家のルーファス様との婚約を打診されたら、そうなるわよね。

　数時間前の私がそうだったもの。

　それにしても、バーネット侯爵家からこんなに早く打診が来るなんて。

「そ、それで、アメリア。まさか、婚約を受け入れるなんて言わないだろうね？　目立つのが嫌いやで大人しくしていたんだから、バーネット侯爵家との結けつ婚こんなんて嫌だろう？」

　ね？　ね？　とお父様が必死に私に訴うつたえかけている。

　隣となりにいるお母様の目が吊つり上あがっているわ。お父様、落ち着いて。

「あなた！　リアちゃんの幸せを邪じや魔まするおつもりですか!?」

「そんなこと言われても……。アメリアの願いは田舎いなかで静かに暮らすことだろう？　真逆じゃないか。心配だ……」

「リアちゃんのためと仰おつしやりつつ、ご自分が嫌なだけではありませんの？　十七歳さいになるのに、婚約者を決めようともなさらず、のらりくらりと避さけておいでだったではありませんか。大体、うちがバーネット侯爵家から打診された婚約を断れるとお思いですか？」

　言われたことが事実だったのか、お父様の勢いがなくなる。

　怒おこったお母様には誰だれも勝てないのよね。

「さ、リアちゃん。お父様の仰ることは気にせずに答えてちょうだい。婚約話に異論はないの？」

　穏おだやかな表情に変わっていたお母様に詰つめ寄られ、私が控ひかえめに頷うなずくと、この世の終わりみたいな顔でお父様が絶句してしまった。

「ということは、リアちゃんもルーファス様を好いているのね？」

「……はい。お慕したいしております。ルーファス様にはこれまでいろいろと助けていただきまして。今のままではいけないと思いながらも行動に移せなかった私の背中を押おしてくださったのです」

「感謝の気持ちを恋こい心ごころだと勘かん違ちがいしているだけじゃないのか？」

「あなた！」

　お母様にペシッと腕うでを叩たたかれたお父様は泣きそうになっている。

　愛されているのは嬉うれしいけれど、ルーファス様とのことに賛成してくれないのはへこむ。

「お父様。ルーファス様は本当にお優やさしい方です。少し天あまの邪鬼じやくなところもありますが、根が正直で裏表がない方なのです。決して感謝しているからだけではありません。ルーファス様のいろいろな面を拝見して、好きだと気付いたのです」

　だから、反対はしないでください、という思いを込こめてお父様を見ると、頭を抱かかえて呻うめき出してしまった。

「お、お父様!?」

「大だい丈じよう夫ぶよ。娘むすめの幸せと娘を溺でき愛あいする自分の間で葛かつ藤とうしているだけだから」

「こんなになるほどに!?」

　それほどまでに愛されているなんて、やっぱり私は幸せ者よね。

「そうだ、お父様。実はルーファス様はレストン伯はく爵しやく家に婿むこ入いりする方向で考えているそうなのです」

「え？　ということは、アメリアはずっと家にいるのかい？」

「バーネット侯爵から許可をいただければ、そうなります」

　私が口にすると、真顔だったお父様の表情がパァと輝かがやき出した。

「聞いたか、グロリア！」

「ええ。聞いておりました」

「ずっと家にいてくれるなんて、これほど嬉しいことはない！」

　立ち上がったお父様はお母様の手を取って満面の笑みを浮うかべている。

　立ち直ってもらえたようで何よりだ。

「ですが、お父様は跡あと継つぎをどのようにお考えだったのでしょうか？　従い兄と弟こにと考えていたのなら、申し訳ないことをしてしまったかもしれません」

「いや、大丈夫だ。最初からアメリアの婿に譲ゆずると言っていたので、何も問題はない」

「では、ルーファス様との婚約の件は」

「愛する娘を奪うばわれることは未いまだに許しがたいが、バーネット侯爵家から打診された婚約を断ることもできん。非常に不ふ愉ゆ快かいだが、了りよう承しようしたいと思っている」

「ありがとうございます！」

　渋しぶ々しぶでも了承してもらえてよかったわ。

　お母様もホッとしているみたい。

「お手紙には二日後にレストン伯爵家にバーネット侯爵夫妻がいらっしゃると書かれていたのだけれど、さすがに私わたし達たちが伺うかがった方がいいわよね」

「立場を考えたら、こちらから伺った方がいい。すぐに、その旨むねを書いた手紙をあちらに送ろう」

　そう言うと、お父様は急ぎ足で書しよ斎さいへと行ってしまった。

「でも、本当によかったわ。十年前のことからリアちゃんはずっと落ち込んでいたから。こうして、自分から幸せを摑つかめたことが私は嬉しくて仕方ないの」

「お母様……」

「ルーファス様はとてもいい方だし、何よりもリアちゃんが自ら望んでいるのですもの。貴族は政略結婚が当たり前だとしても、やっぱり愛する娘には好きな方と結ばれて欲ほしいと思っていたのよ」

　そんなことを考えていたのね。

　お母様の言葉に私は涙なみだぐんでしまう。

「貴女あなたはずっと、自分を地味だの平へい凡ぼんだのと言っていたけれど、私達にとったら世界一可か愛わいい娘なのよ。優しくて、気き遣づかいができる貴女はとても魅み力りよく的で自じ慢まんの娘なの。それを忘れないで」

「はい。ありがとうございます」

　同じく涙ぐんだお母様に私は優しく抱だきしめられる。

　私はいつだって、お母様とお父様に愛されているのだわ。

　レストン伯爵家に生まれてよかった。お父様とお母様の子供でよかったと私は心の底から思った。







　そうして二日後。

　私達はバーネット侯爵家へと赴おもむき、そこでルーファス様との婚約に合意した。

　ルーファス様がレストン伯爵家に入る形となり、すぐに陛下の許可を賜たまわったのである。




　バーネット侯爵夫妻は私達を歓かん迎げいしてくれたわ。

　特に侯こう爵しやく夫ふ人じんは、私を気にかけていたみたい。

「母は十年前にアメリアが笑われて泣き出したのを見ていたから。もしも自分の娘が同じ立場になっていたらって考えて気になっていたみたい」

　そう、ルーファス様が教えてくれた。

　素す敵てきな女性になりましたねと言われて、私は嬉しくも恐おそれ多おおい気持ちになってしまった。




　こうして、正式に私はルーファス様の婚約者となったの。




　ちなみに、ロゼッタさんをいじめるよう指示していたジゼル様は王太子殿でん下かが言っていた通り、謹きん慎しん処分となった。

　彼かの女じよに加担していたソフィー様の元取り巻きの皆みなさんは注意だけで済まされたが、生徒達から白い目で見られ、学院で肩かた身みの狭せまい思いをしている。

　謹慎がとけた後のジゼル様も他の生徒達から同じような態度を取られるだろう。

　元取り巻きの皆さんは自分達がやったことをソフィー様に謝罪して、また親しくして欲しいと言ってきたけれど、彼女はキッパリと拒きよ絶ぜつした。

『私が親しくする相手は私が決めるわ。貴女あなた方がたは、ご自分の意志で私から離はなれたのでしょう？　都合がよすぎるとは思わないの？』

　そう言われた皆さんは、肩かたを落として立ち去った。

　ソフィー様は、これで学院も落ち着くわね、と言っていたけれど、私とルーファス様の婚約が決まったことで、いろいろと言ってくる人達はいるでしょうね。

　どうなることかと思っている中、国内の貴族達に私とルーファス様の婚約が発表された。
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　ルーファス様との婚こん約やくが発表されて、すぐに私は学院中の生徒達たちの注目を浴びた。

　王太子殿でん下かが継けい承しよう権を放ほう棄きしてマリオン殿下が王太子となったのが発表されたのとほぼ同時だったから、そこまで騒さわがれなかったのは幸いだわ。

　でも、ルーファス様は令れい嬢じよう達から人気のある方だから、きっと好意的には見てもらえないだろうと思っていたのよね。

　そして案の定、私を憎にくらしげに見てくる方や、すれ違ちがいざまに「なんでこんな地味な子が」なんて言われたりしている。

　地味なのは事実だから今いま更さら傷つかないし、言われるだけなら我が慢まんもできる。

　私はもう、笑われて泣く弱虫ではないから。悪いことは何もしていないのだから、堂々としていればいいと思っているの。

　バーネット侯こう爵しやく家との婚約だから、周囲が興きよう味み津しん々しんとなるのは覚かく悟ごしていたし、時間が解決してくれるものだと私は思っていた。

　でも思っていたよりも、もっと早くに皆みなさんは私への興味をなくしてしまったの。

　私への興味がなくなった理由。それは王太子となったマリオン殿下とソフィー様が婚約するのではないかという噂うわさが出回り始めたから。

　元々、クレイグ殿下との婚約を解消する条件として、マリオン殿下との婚約が持ち上がったのだそうだ。

　ソフィー様が王太子妃ひになるのは変わらないから、婚約解消が認められたのね、と彼かの女じよから聞いた私は納なつ得とくした。







　そんなある日、私がソフィー様と一いつ緒しよに学院の中庭で話をしていると、マリオン殿下がやってきた。

「やあ、ソフィー」

「ごきげんよう、マリオン殿下」

　私も挨あい拶さつをした後で、邪じや魔まにならないように控ひかえめに頭を下げた。

「ソフィーからの呼び出しなんて、珍めずらしいね。どうしたの？」

「ええ、確かく認にんしたいことがございまして」

「確認とは？」

「『名無しの君』のことに関してです」

　途と端たんにマリオン殿下の表情が強こわ張ばる。

　名無しの君って、もしかして手紙の？　ソフィー様は差出人が誰だれかわかっているということなのかしら。

　だから、マリオン殿下を呼び出したの？

「……なんの、ことかな？」

「あら、どうしてそのように動どう揺ようなさるのでしょう。心当たりがあるのですか？」

「いや……」

「ならば、私の口から申し上げますね。……私が手紙のやり取りをしていたお相手は、マリオン殿下なのでしょう？」

　うわあ、バレていたのだわ……。疑問形で聞いているけれど、しっかりと口にしていたから、きっとソフィー様は確信しているのね。

　これ、黙だまっていた私も怒おこられてしまうんじゃないかしら。

「夏の長期休きゆう暇かでマリオン殿下がレストン伯はく爵しやく領へとお越こしになったとき、殿下は『名無しの君』としかしていないお話を私になさいましたね。それで、もしや『名無しの君』はマリオン殿下なのではないかと思ったのです。その後も何度か『名無しの君』としかしていないお話を話題にしてみましたところ、全てお答えになりました。それで確信したのです」

　ちょっと！　マリオン殿下、迂う闊かつすぎ！

　ああ、ソフィー様の目が笑っていないような気がするわ。

　怒っているのかしら？　怒っているのよね？

「どのような理由がおありかは存じ上げませんが、隠かくし事ごとをされたままマリオン殿下と親しくし続けるのは、さすがに引っかかりまして」

「申し訳ない！」

　腰こしを九十度に曲げたマリオン殿下は、ソフィー様へと頭を下げている。

　慌あわてて私も、ソフィー様に向かって頭を下げた。

「申し訳ありませんでした！」

「あら、どうしてアメリアさんも謝罪なさるの？　……ああ、そうね。貴女あなたは手紙の相手がマリオン殿下だと御ご存ぞんじだったのですものね」

「はい。存じ上げておりました」

「アメリアさんの性格はわかっているわ。きっとマリオン殿下から強制されたのでしょう？　王族の方からの命に背そむくことなどできないもの。貴女の責任ではないわ。それに、私は怒っているわけではないの」

　噓うそをついていたのに怒っていないの？

「私があの手紙に励はげまされていたのは事実だもの。新しい友人ができたことが嬉うれしかったの。お相手がマリオン殿下だったのは驚おどろいたけれど、怒いかりはないわ」

「ソフィー……」

「それで、マリオン殿下。私と親しくしていると噂になっておりますが、よろしいのですか？　殿下には想おもいを寄せている方がいらっしゃるのでしょう？　お手紙に、そう書かれていたではありませんか。私と婚約などということになれば、殿下がお困りになると思いますが」

　…………マリオン殿下！　自分で自分の足を引っ張っているじゃないですか！

　ここで、全部暴ばく露ろしてくださいよ！　ほら、その好きな人はソフィー様だって言えば全部解決しますから。




　さすがに空気を読んで口には出さなかったが、顔を上げていたマリオン殿下の顔をジッと見て、念じていた。

　念が通じたのか、マリオン殿下は軽く頷うなずき口を開く。

「実は、手紙に書いた俺おれの好きな人っていうのはソフィーのことなんだよ」

「……私!?」

「そう。俺は子供の頃ころからずっとソフィーが好きだったんだ。でも、兄上と婚約することが決まって諦あきらめた。だから、ソフィーと親しくしていると噂になっても、まったく困らない。だけど、君に謝あやまらなければならないことがあるんだ」

　まさか、王太子、じゃなかった、クレイグ殿下とロゼッタさんに協力していた件を言うつもり？

　聞いたら、ソフィー様はさすがに怒るんじゃないかしら？　大だい丈じよう夫ぶなの？

「俺は最初の頃、兄上とロゼッタ嬢が二人きりになれるように、兄上のアリバイ作りに協力していたんだ。それで二人の距きよ離りは縮まってしまった。俺がソフィーを手に入れたいと、愚おろかな願いを持ってしまったがためにね」

　ソフィー様は驚いて絶句している。

　できれば、それは死ぬまで黙っていた方がよかったのでは？　と思っていると、少し落ち着いたのかソフィー様が「そう」と呟つぶやいた。

「怒っても無理はない話だと思うよ。両家の取り決めを破られても、縁えんを切られても仕方のないことをしたと思っている」

「婚約の件でしたら、マリオン殿下の好きな方が私ということなら、断りませんし縁も切りません」

「いいのかい？　裏でコソコソ動き回っていたような男だよ？」

「別にマリオン殿下が協力なさらずとも、あのお二人は恋こいに落ちていたと思うのです。ただ、少し早まってしまっただけかと。あの出来事がなければ、私は自分の悪いところに気付けず、クレイグ殿下からもっと距離を置かれていたでしょうし。何よりもアメリアさんと親しくなることなどなかったでしょうから。ですから、そこまでご自分を責めずともよろしいのですよ？」

　なんというお優やさしい言葉……！

　完かん璧ぺきな令嬢の理想のお姿だわ。惚ほれ惚ぼれしてしまう。

　マリオン殿下もそうだったようで、彼かれは熱の籠こもった瞳ひとみをソフィー様に向けていた。

「御存じですか？　今の私は毎日がとても充じゆう実じつしておりますの。気の許せる友人達と好きな恋れん愛あい小説のお話で盛り上がって楽しく過ごしているのです。私の世界はとても広がり、今まで見えなかったものが見えるようになりました。クレイグ殿下しか見えていなかった頃は考えもしなかった生活です。このような充実した日々を送れるのは、ある意味でマリオン殿下のお蔭かげなのかもしれません」

「……ソフィーは、やっぱり優しい人だね」

「優しくなどございません。嫉しつ妬とからロゼッタさんに嫌いやがらせをしようかと思ってしまうような女ですもの」

「でも、しなかった」

「ええ。全てはアメリアさんのお蔭です。彼女がいらっしゃらなかったらと思うと、怖こわくなります。彼女が手を差さし伸のべてくださったからこそ、私の世界が広がったのですから。アメリアさんが私の世界に色をつけてくださいましたの」

　慈じ愛あいに満ちた顔でソフィー様は私を見つめてくるけど、大おお袈げ裟さだわ！

　私は、ただ恋愛小説を参考にしようと提案しただけだもの。

　変わったのはソフィー様の意志よ。

「そうだね。アメリア嬢は不思議な子だよ。兄上に協力していた俺を止めるくらいだもの」

「あら、アメリアさんがそのようなことをなさったのですか？」

「そう。あれで俺は自分の愚かさを知ることができたのさ」

　やめて！　温かな眼まな差ざしを私に向けてこないで！

「わ、私のことなど、今はよろしいではありませんか！　ささ、早く続きを！」

　今は私のことよりも、お二人の話をした方がいいですよ！

「あら、話が脱だつ線せんしてしまいましたね。……ともかく、私はマリオン殿下との婚約話を断るつもりはございません。長い間、私を想っていてくださったことは大変嬉しく思います。マリオン殿下のお気持ちに応えたいと思っていますので。私にマリオン殿下のことを教えてくださいませ。殿下の苦しみや辛つらさを共有して、共に信しん頼らい関係を築いていきたいと思っております」

「そうだね。隠し事はせずに向き合って、辛さや苦しみだけじゃなく楽しさも共有できるようにしよう。俺を愛してくれなくてもいい。信頼関係を築いて共に支え合って国を守っていこう」
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　見つめ合って笑っている姿は、とんでもなく絵になるわ。

　私が画家だったら、一枚の絵にしたいくらい。

　美しいお二人の姿に私が惚れ惚れしていると、背後から呆あきれたような声が聞こえてきた。

「真っ昼間から、学院の中庭で何をしてるの？　見ているこっちが恥はずかしいんだけど」

　この声はルーファス様ね。

　彼のせいでお二人が顔を逸そらしてしまったわ。せっかく、いい雰ふん囲い気きだったのに。

　口を尖とがらせた私が振ふり返かえり、ルーファス様をジト目で見つめる。

「いや、だって。自分の姉のあんな姿を見たいとは思わないでしょ」

「それは、そうですが……」

　身内がイチャイチャしている場面なんて進んで見たいとは思わないのはわかる。

　お父様とお母様を毎日見ている私がよく抱いだいている感情だから。

　でも、いい雰囲気だったのに……と考えていると、ルーファス様が私をジッと見ていることに気が付いた。

「あの、何か？」

「久しぶりに顔を真正面から見たと思っただけ」

　そういえば、婚約をしてからというもの、私はルーファス様の顔をまともに見ることができなくなっていたんだったわ。

　会話をするときは、いつだって視線を逸らしていたから、本当に久しぶりにルーファス様のお顔を見たんだった。

　自覚したら恥ずかしくなって、私は視線を下に向けてしまう。

「また下を向いてるし。何？　僕ぼくの顔が嫌きらいなわけ？」

「いいえ！　かわ……じゃない、綺き麗れいなお顔だと思っておりますとも！」

「……今、可か愛わいいって言いかけたでしょ」

「すみません……。つい。でも、物もの凄すごく整った顔をしていると思っていますから！　これは本心です」

　不ふ機き嫌げんになったルーファス様の機嫌がよくなるようにフォローを入れるが、怒りのオーラが薄うすまる気配がない。

「あのね！　今は可愛さの残る顔をしているかもしれないけど、僕だって、これから背が高くなって声も低くなって、今の比じゃないくらいにモテるかもしれないんだからね！」

「そ、それは困ります！」

　思わず顔を上げると、目を見開いているルーファス様が目に入った。

「困るの？」

「……困ります」

「なんで？」

　なんでってそりゃあ、あれですよ。

「それは……私が、ルーファス様を……す、き、だから、です」

　消え入るような声で言うと、ルーファス様が固まった。




「……好き？　今、好きって言った？」

「何度も仰おつしやらないでください！」

「初めて聞いたんだから、仕方ないでしょ！」

　あれ？　そうだったっけ？

　私は婚約話が出た頃から思い返してみると、確かに言ってなかったと気が付いた。

　あっという間に話がまとまったから、言う機会がなかったんだわ。あと、すっかり言った気になっていたから。

　それに、顔を見られなくて、そういった話をしていなかったし。

　まさか、初告白がこれなんて……。

　もっと、場所を考えればよかった！　こんな売り言葉に買い言葉みたいな感じで告白するなんて……！

「そういうことは早く言ってよ！　僕の片想いだって、ずっと思ってたんだからね！」

「申し訳ございません！」

「謝らないで！」

「申し訳ございません！」

　謝るなと言われているのに謝ってしまったわ。

　私がアワアワしていると、楽しそうに笑う声が聞こえてきた。

「二人は本当に仲がいいのね」

「ルーファスのあんな顔は初めて見たよ」

　しまった！　マリオン殿下とソフィー様がいたのだった！

　情けない初告白をお二人にまで見られていたなんて。

「アメリアさん。弟のことをよろしくお願いするわね。少し意地っ張りで天あまの邪鬼じやくなところはあるけれど、とてもいい子なのよ」

「俺おれ達は邪魔だろうから、そろそろ行くよ。じゃあね。アメリア嬢、ルーファス」

　挨拶をした後でマリオン殿下とソフィー様は校舎へと戻もどっていった。

「姉さんは余計なことばかり言うんだから」

「そのように仰ってはいけません。ルーファス様のことを思っての言葉ではありませんか」

「……わかってる。ちょっと恥ずかしかっただけ。あと、これ」

　はぁ、とため息を吐ついたルーファス様は、手に持っていた小さな箱を差し出してくる。

「渡わたそうと思って探してたの」

「ありがとうございます」

　小さな箱を受け取った私は丁てい寧ねいに包装を解いていく。

　箱を開けると、中にはシンプルなガーネットのイヤリングが入っていた。

「これを私に？」

「前にアメリアと二人で出掛けたときに見かけて気になってたんだ。その、デザインがアメリアっぽいなって思って。一応……婚約したから。その記念にって思っただけだし。派手じゃないから、着けてくれるかなって思って」

「とっても素す敵てきなデザインです！　パーティーだけじゃなくて外出時にも着けられそうで嬉しいです。ですが、私からは何も贈おくっていないのに……」

「それなら、さっきもらったから」

　さっき？　私は何もあげてないのに。

「どういうことでしょうか？」

「さっき、僕のことを好きって言ってくれたでしょ」

「申し上げましたが、さすがにそれは贈り物にはならないかと」

「僕が嬉しかったんだから、いいの！　それよりも、気に入ったの？」

「ええ。もちろんです。ルーファス様が私にためにと贈ってくださったのですから、当然です」

　ルーファス様からのプレゼントに笑えみを浮うかべていると、彼は言葉に詰つまり、私から視線をわざとらしく逸らした。

「どうかなさいましたか？」

「なんでもないから。それよりも、ちょっとイヤリングを着けてみたら？　どんな感じか見てみたいから」

「はい」

　私はイヤリングを手にとって、耳に着けようと試みたけれど、鏡がないからかなかなか上う手まくいかない。

　手間取っていると、見かねたルーファス様が私の手からイヤリングを取り、耳たぶに触ふれてくる。

　ルーファス様の顔が近づき、息づかいを感じて心臓がうるさいくらいにドキドキした。

　早く終わって！　と願っているのに、なかなか耳たぶが挟はさまれる感かん触しよくがない。

「あの、ルーファス様」

「集中力が途と切ぎれるから喋しやべりかけないで」

「やはり自分で」

「いい。僕がやるから」

　大人しくしていると、しばらくして耳たぶが挟まれる感触がして、無事にイヤリングが装着された。

「うん。やっぱり、似合う」

　優しく微ほほ笑えんだルーファス様の顔に私はドキッとする。

　いつもよりも至近距離だから余計にだ。

　ルーファス様もだったみたいで、お互たがいに顔を赤らめながらも目を逸らすことができないでいた。

　すると、フッと穏おだやかに微笑んだルーファス様は、私の耳たぶにそっと触れる。

　そのままイヤリングに手を伸のばして軽く揺ゆすった後、頰ほおに手を添そえられた。

　何をしているのかと疑問を投げかけようとしたが、彼の顔が近づいてきたことで私は、反射的にギュッと目を閉じる。

　少しして、唇くちびるに柔やわらかいものが触れた感触がした。
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　すぐにその感触がなくなり、私はそっと目を開けると片方の手で目を覆おおっているルーファス様の姿が目に入った。

「あの、私の思い違いでなければ、今私にキ、キスをなさいましたよ、ね？」

「言葉にしないで！　やらかしたって後こう悔かいしてるんだから」

「で、ですが、私は嬉しかったですよ」

「え？　そうなの？」

　意外そうに私を見てくるルーファス様を見て、思わず笑ってしまった。

　笑われてふてくされたのか、彼が眉まゆを顰ひそめる。

「申し訳ありません。意外と結構男らしい方だなと思ってしまって」

「意外とは余計なんだけど」

　文句を言いつつも、ルーファス様は嬉しそうにしている。

　本当に素す直なおな方だな、と私は感じた。




　同時に、このような方の婚約者になれた自分の幸運に感謝した。

　きっと、これからいろいろなことがあるだろうけれど、ルーファス様と一緒なら乗り越えられる。

　この方となら、どんな苦労も苦労とは思わない。

「……私、ルーファス様と婚約できて幸せです」

「いきなり何を言い出すの！」

　頰を染めたルーファス様は、失礼ながらやっぱり可愛らしい。

　フフッと笑った私を見て、彼は頰を膨ふくらませたが本気で怒っているわけではないことはわかっていた。

　穏やかな雰囲気が、その場に流れている。







　まさか、ルーファス様と婚約することになるなんて、人生ってわからない。

　私がソフィー様にハンカチを差し出したことから始まったと考えると、少し不思議な気分になる。

　でも、あの行動がなければ、今の私はいなかった。

　ソフィー様と仲良くなり、ルーファス様やマリオン殿下と出会って、私の人生は大きく変わった。

　自信はまだ持てないけれど、それでも前を向こうと思えたのは目の前にいるルーファス様が背中を押おしてくれたから。

　ソフィー様の言った通りね。臆おく病びようで揉もめ事ごとを避さけたいという事なかれ主義だった頃とは、世界がまるで違う。

　ほんの少し勇気を持つだけで、世界はこんなにも変わるのだもの。

　今は、自分に恥じないように生きていきたいと、そう思っている。




「これからの長い人生を共にしますが、私に不満があったら仰ってくださいね」

「……じゃあ、とりあえず予想の斜ななめ上なこと言うのやめてくれる？」

「それは私の努力でどうにかなるものではありませんよ！」

「てのは冗じよう談だん。アメリアはこれからもそのままでいて。それで、僕の側そばにずっといてくれたらそれでいいよ」

　そんなことだったら、お安いご用だ。

「例えルーファス様が嫌だと仰っても側にいます」

「言わないよ」

　ルーファス様の手が伸びてきて、私の髪かみを優しく撫なでた。

　ああ、私はこの方ときっと幸せになれる。

　自分の精一杯をもって、ルーファス様を支えていこう。

　すると、微笑み合う私達を祝福するかのように、心ここ地ちよい風が吹ふき抜ぬけていった。
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　こんにちは。作者の白しろ猫ねこと申します。

　一巻に続き二巻も読んでくださった皆みな様さま。この巻をお手に取ってくださった皆様、楽しんでいただけたら幸いです。

　アメリア達たちのお話はここで終わりとなりますが、これからの彼かの女じよ達のことを想像してもらえたら嬉うれしいです！




　前巻に引き続き、イラストを担当してくださった深み山やまキリ様。そして、担当編集様。支えてもらい、本当にありがとうございました。

　出版するにあたり、力を貸してくださった皆様に心よりお礼を申し上げます。

　二巻同時発売ということで、いろいろとご迷めい惑わくをかけたと思いますが、こうして無事に出版できたのは尽じん力りよくしてくださった皆様のお蔭かげです。本当にありがとうございます！

　また、どこかで皆様にお会いできることを祈いのっております。





白猫









電子書籍特典　書き下ろし短編

「バーネット侯爵家姉弟の牽制」







「アメリア」

　突如として現れた下級生のルーファス様に、教室中の女子生徒は黄色い歓声を上げている。

　私に会いに来てくれたのに一瞬で彼女達の視線を奪うなんて、さすがルーファス様だ。

　今日も麗しい、と思いながらも、私はそんな考えなどおくびにも出さずに一礼した。

「こちらの教室にいらっしゃるなんて、どうかしたのですか？」

「婚約者に会いに来るのに理由なんている？」

「質問に質問で返さないで下さい。……まあ、会いに来て下さったのは嬉しいですが」

「ふ～ん。嬉しいんだ……。なら良かった」

　と、言いつつ、ルーファス様は教室の中をグルリと見回した。

　時折、睨み付けるような視線を向けたりして、私は内心冷や汗が出ている。

　なんだか、挑戦的な態度だ。

「ルーファス様。ここに敵はいませんよ？」

「いる。見回しただけでも数人」

「見ただけで分かるのですか!?」

「分かるよ」

　不機嫌さを隠そうともせずにルーファス様は、ため息を吐き出した。

　ため息を吐く姿ですら、絵になる。

　こんな方が私の婚約者だなんて、今でも信じられない。

「でも、牽制に来て良かった。僕が年下だからって侮ってるんじゃないかとか、家同士が勝手に決めた婚約話なんじゃないかと好き勝手言ってる噂を小耳に挟んだから確かめにきたけど、それが本当だと知れたよ」

「牽制？　何か私に用があって来たのではないのですか？」

　誰を牽制するのか分からなかった私は、素直に口に出した。

　けれど、ルーファス様はそんな私を見て呆れたような眼差しを向けてくる。

「アメリアって、本当に自分のことになると鈍感だよね」

「何がです？」

「前よりも目立つ存在になって、他人の目に触れるようになったアメリアを他の男が放っておかないってこと」

　えっと、ルーファス様の言っていることから察するに……もしかして、私に密かに思いを寄せている男子生徒を牽制しにきたということなのかしら？

　だとするなら、それは杞憂だと思うわ。

　確かに前よりも話しかけられることは増えたけれど、ただ世間話をしているだけだもの。

　ルーファス様が心配するようなことは何もないというのに。

　でも、気になって会いに来てくれるなんて、この方は私をどれだけ喜ばせたら気が済むの？

　こんな些細な出来事すら、愛されてると実感してキャーキャー騒ぎたくなってくるわ。

「何、ニヤニヤしてるの？　その顔、絶対に碌なこと考えてないでしょ」

　速攻でバレたわ。

　ルーファス様は鋭すぎよ。

「違いますよ！　心配することなどないのに、牽制しにいらしたことに愛されてるなと実感して喜びに浸っていただけです」

「あ、愛されてるって……!?　いや、まあ……そうだけど。そうなんだけど！　素直に口にされると刃向かいたくなる」

「もう！　ルーファス様！」

　天の邪鬼なルーファス様に抗議の声を上げると、背後から押し殺したような笑い声が聞こえてきた。

　ああ、この声はソフィー様だ。

　同じクラスだということを忘れていた。恥ずかしい場面を見られてしまったかもしれない。

　居心地の悪さを感じながら、私はそっと後ろを振り向く。

　すると、微笑ましく私達を見つめるソフィー様が立っていた。

　彼女は口元に手を当てたまま、私達に近づいてくる。

「あまりアメリアさんを困らせないで頂戴ね。愛想を尽かされてしまうかもしれないわよ？」

　ソフィー様の言葉にルーファス様は眉を寄せてそっぽを向いてしまった。

　小声で「余計なお世話だよ」と呟いているのが聞こえる。

「私がついているんだから、心配は無用よ。ルーファスが心配するようなことにはならないわ。それに、バーネット侯爵家の子息の婚約者に言い寄る愚か者はこの教室にはいないもの」

　ねえ？　と言いながら、ソフィー様も教室を見回した。

　さすが姉弟、行動がまったく同じである。

　血縁の強さをまざまざと見せつけられていると、数名の男子生徒が視線を逸らしたのが目に入った。

　……ソフィー様の剣幕に押されたのかしら？

　大丈夫なのかと首を傾げていると、私の肩にソフィー様がそっと手を置いてきた。

「アメリアさんは気にしなくてもいいの。ルーファスのことだけを見ていて頂戴」

「は、はい……」

　何故かしら？　有無を言わせぬ威圧を感じる。

　いつもと違う雰囲気に狼狽えていると、ソフィー様は私の肩を持ってルーファス様の方へと強引に向かせた。

　目が合った彼は引きつった笑みを浮かべてソフィー様を凝視している。

　初めて見る彼の表情から察するに、戸惑っているのかもしれない。

「……姉さん、必死すぎじゃない？」

「あら？　必死にもなるわよ。未来の義妹に手を出されては困るもの」

「最強の味方がいて僕は心強いよ」

「でしょう。私はアメリアさん以外が義妹になることは許せないもの。だから、蹴散らして頂戴」

　ソフィー様まで私に想いを寄せる方がいると思ってるの？

　ルーファス様に好かれたことですら奇跡だと思ってるのに……。

　お二人は余計なことに気を回しすぎだわ。

「……姉さんに言われたのは癪に障るけど、アメリアが誰の物か教える必要がありそうだね」

　ちょっと！　どうしてルーファス様は私の頰に手を当ててくるのよ！

　か、顔を近づけないで！　心臓が止まってしまうわ！

　ソフィー様に肩を摑まれたままでは身動きが取れない。

　近づいてくるルーファス様の顔に耐えられずに、私は目をギュッと固く瞑った。

　すると、こめかみ辺りに柔らかい感触がして、チュッと軽いリップ音が聞こえてくる。

　同時に、教室内にいた他の女子生徒から悲鳴のような声が上がる。

「……さすがに人前だとこれぐらいしか出来ない」

「十分よ。さすがバーネット侯爵家の子息ね」

「褒めたところで何も出ないんだけど。……でも、効果はあったみたいだね」

　私の背後に視線を動かしたルーファス様は満足そうに頷いた。

「それじゃあ、僕はもう戻るよ」

「ええ、また屋敷でね」




　どうして、冷静に会話ができるのよ！

　こっちは心臓がうるさいくらいに早くなってるっていうのに！

　あ、考えている間にルーファス様が教室から出て行ってしまう。

　慌てて、私は彼の後を追って廊下に出た。

「ル、ルーファス様！」

　私の声にルーファス様はすぐに足を止めてくれた。

　廊下にいた生徒達の視線を感じながら、私は彼を階段の陰に誘導する。

「どうかした？」

　先ほどのキスのことなど忘れたような態度に、私は恨みがましくルーファス様を見上げる。

　でも、彼は悪びれる様子もなく肩を竦めるだけだった。

　いつもだったら照れて顔を逸らすのに……。

「……人前で何をするんですか」

「僕の不安を払拭するには必要なことだったから。それとも、アメリアは嫌だった？」

「い、嫌ではありませんでしたけど……！」

　けど、心臓に悪すぎる！

　寿命が縮んだらどうしてくれるのか。

　私がどれくらいルーファス様を好きで、彼のちょっとした行動に胸をときめかせているか知らないんだわ。

「嫌じゃないならいいでしょ。これで、家同士が勝手に決めた婚約だって疑う奴はいなくなるだろうし」

「それは、そうですが……」

「何？　アメリアは不満なの？」

「いいえ！　とんでもない」

　驚いたのは驚いたけど、それだけルーファス様が私を案じていたということにときめいてしまう。

　私ばかり良い思いをするなんて、ちょっと不公平じゃないかしら？　と思えてくる。

　だって私と婚約したといっても、ルーファス様は未だに女子生徒から人気があるのだ。

　もしかしたら、横から攫われてしまうかも……なんていう不安は持っていた。

　だから、私も彼を愛しているのだと証明したい。

　そう思った私は怖ず怖ずと手を伸ばし、彼の指に自分の指を絡ませた。

　突然の行動に彼は体を震わせて、顔を真っ赤にさせている。

「ア、アメリア……！」

「私も……その、ルーファス様を、他の方に渡したくはありません」

　紛れもない私の本心だ。

　できることなら、ずっと私だけを見ていて欲しい。

　自分勝手な考えだって分かっているけど、ルーファス様は魅力的だから口に出して伝えないと心配なのだ。

　どう思っているのだろうかと見上げると、これまでないくらいに顔を真っ赤にさせている彼と目が合った。

「……アメリアって、時々凄い爆弾を落としてくるよね」

「言葉にしないと不安なだけです。ですが、動揺させてしまったのなら申し訳ありません」

「謝る必要なんてないよ。その……アメリアもそう思ってたんだって分かって嬉しかったし」

　絡ませている指に力がこもる。

　親指で優しく撫でられると、急に恥ずかしさがこみ上げてくる。

　ちょっと意地になっていたとはいえ、大胆なことをしてしまった。

　慌てて手を引こうとするけれど、ルーファス様の手はそれを許してはくれない。

　ガッチリと絡まれた指をこれでもかと力強く握っている。

　すると、グイッと腕を引かれ、油断していた私は彼の胸元に飛び込む形となった。

　絡ませていた指はいつのまにか解かれていて、彼の両腕が背中と腰に回される。

　密着したことで彼の体の逞しさを実感する。

　彼の服からは使用している香水なのかキンモクセイのような香りが鼻をかすめた。

　抱きしめられていることを実感し、急激に体が熱くなる。

「ずっと大事にするよ」

「……はい」

　穏やかな笑みを浮かべるルーファス様は本当に愛おしそうに私を見てくるから、直視できなくて私は彼の肩に顔を埋めてしまったのだった。
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